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1. 大 宅 杜 一 が 特注 し た 本 棚 が 今 で も 現役 。 週刊 誌 の 判 型 に 沿う よう 設計 され て いる 。2 
8 室 の 書庫 を 自在 に 行き 来 す る ベテラン だ 。3. 事務 室内 に は 大 宅 杜 一 の 書斎 を 復元 し た 一 室 も 。 
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所 蔵 雑誌 は 80 万 冊 超 ! 
半 世 紀 迎 えた 知 の 宝庫 


ャ ー ナ リス ト ・ 大 宅 壮 一 (1900 1970) の 
雑誌 コレ クシ ョ ン を も と に 、 日 本 初 の 雑誌 専 

門 図書 館 と し て 設立 され た 『 大 宅 壮 一 文庫 』 が 、 開 館 
か ら 50 年 目 を 迎え る 。 大衆 誌 を 中 心 に 、 明 治 時 代 
以降 に 出版 され た 80 万 冊 以 上 の 雑誌 を 所 蔵 。『 文 藝 
春秋 』 fan・an』 な ど 、 現 役 雑誌 の 貴重 な 創刊 号 も 
手 に 取れ る 。 大 宅 の 自宅 を 増 改築 し た 8 室 の 書庫 が 、 
迷宮 の よう に 入り 組む 姿 は 圧巻 だ 。 

利用 者 は 1 階 の 端末 で 記事 を 検索 し 、 受 付 で 閲覧 
申請 を する の が 流れ 。 閉 架 式 の た め 、 通 常 は 書庫 に 
入る こと は で き な い が 、 コ ロナ 礼 以前 は 「 迷 宮 書 庫 
探検 ツア ー」 と 題し た 見 学会 も 定期 的 に 実施 し て い 
た 。 現 在 ツ アー は 休止 し て いる も の の 、「 事 前 に 問 
い 合わ せ て いた だ けれ ば 、 少 人 数 で の 見 学 は いつ で 
も 受け 付け て いま す 」 と 同 館 主任 の 黒澤 岳 さ ん 。 

記事 の 分 類 は 「 大 宅 式 索 引 分 類 法 ] と 呼ば れる 独自 
の 方 法 で 整理 され て いる の が 最大 の 特徴 で 、 知 り た 
い 情 報 を より 細か く 、 多 角 的 に 得る こと が で きる 。 
これ ら の 索引 は 、 日 々 専任 スタ ッ フ が 雑誌 を 1 ペー 
ジ ず っ 読み込み な が ら 、 手 作業 で 作成 し て いる も の 
だ 。 そ ん な 網羅 性 の 高 さ か ら 、 マ スコ ミ 関 係 者 を 中 
心 に 愛さ れ て きた 大 宅 文庫 だ が 、 イ ンタ ーネット の 
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「 迷 宮 書 庫 探 検 ツア ー」 で 主 に ガイ ド を 務め た 黒澤 さん 。 
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普及 な ど で 利 用 者 は 激減 。 取 歩 の 邊 人 | も 創刊 
経営 危機 に 源 し た 同 館 を bn 
救う べく 、 昨 夏 に は 「 パ 
トロ ネー ジュ 」 と いう 支 
援 組 織 が 発足 され た ほか 、50 年 の 節目 を 記念 し て 、 
来春 に は 全 所 蔵 雑 誌 を 記録 し た 「 大 宅 壮一 文庫 所 蔵 
総 目 録 ] が 刊行 予定 。 困 難 な 状 況 下 で も 、 雑 誌 文化 
の 継承 の た め 、 試 行 錯誤 し な が ら 歩 み を 進め て いる 。 

同 館 事務 局長 の 富田 明生 さん は 「 雑 誌 は その 時 代 
の 生活 を 映す 鏡 で す 。 お 酒 に 似 て 、 時 間 が 経つ ほど 
魅力 を 増す も の 。 マ スコ ミ 関 係 者 だ け で な く 、 よ り 
多く の 人 に 所 蔵 雑誌 を 手 に 取っ て も らい た い ]」 と 展 
望 を 語る 。 

懐か し の 雑誌 を 探し て も よし 、 気 に な る 話題 の 記 
事 を 集め て みて も よし 。 関 覧 室 で 静か な 冬 の ひと と 
き を 過ごし て みて は 。 


大 宅 杜 一 文庫 


京王 線 八幡 山 駅 か ら 徒歩 8 分 。10 一 18 
時 (閲覧 は 17 時 15 分 、 コ ピー の 受け 付 
け は 17 時 30 分 まで )、 日 ・ 祝 休 (12 月 27 
日 一 1 月 4 日 休 )。 入館 料 500 円 。 世田谷 
区 八幡 山 3-10-20 会 03・3303・2000 
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街 を 冒険 する 人 へ 


https://san-tatsu.jp/ 
「BAR HIGH FIVEI 銀座 


散歩 に 役立つ 情報 達人 視点 の 散歩 術 0 足 で 集め た 情報 に 
毎日 更新 中 ! お し えま す ! 全 こだわ っ て ます ! 


お いし い ご 販 処 、 ゆ っ いつ も の 街 も 視 』 SN 20 年 以上 街 を 取材 し 続 
た りく つろ げ る 喫茶 店 、 え 条 度 で き ド た 月 刊 『 散 歩 の 
人 柄 の いい 大 将 が 営む や 街 3 ミ ! 達人 』 の スタ ッ フ が 
酒場 な ど な ど 毎 日 更新 デ 

中 。 英 歩 の 目的 地 や 途 

中 の 休憩 に どう ぞ 。 ぜひ と も お 試し あれ 。 


CONTENTS 


② 冬 こ そ 、 ピリ 議 
062 の 味 よし 、 人 よし 、 風 情 よし 。 三位一体 あっ た か グル メ 
068 ② いま 、 会 い に 行き た い 酒屋 さん 003 仙 較 ネタ 帖 大 宅 守 一 文庫 開館 50 征 目 
の 全 策 坦 つる 108 月 刊 お 出かけ ニュ ー ス 
070 @ 今 青 、 隠れ 家 酒 場 で 待っ て いま す 。 111 奈 り & イ ベン ト information 
074 ① 三鷹 ・ 武 蔵 境 ・ 小 金井 MAP 118 今月 の サン ポ マス ター 
さん サポ が 語る 、 三鷹 ・ 武 蔵 境 ・ 小 金井 2 
街 で 見 つけ た よき 文字 Twitter フォト コン テス ト 受 賞 作品 発表 126 


※ 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 拡大 防止 の た め 、 営 業 休止 や 営業 時 間 ・ 形 態 の 変更 、 イ ベン ト の 延期 ・ 中 止 な ど 、 掲載 内 容 と 異な る 場合 が あり ます 。 事前 に 各店 ・ 施 設 に ご 確 
掲載 し て いる 情報 は 12 月 9 日 現在 の も の で す 。 
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コー ヒー と 小さ な お 菓子 と 静寂 と 


古い ビル の 細い 階段 を 2 階 へ 、 く つろ ぎ を 求め る 大 
人 が 吸い 込ま れ て いく 。 開店 10 年 、 店 主 ・ 太 田 博 
子 さん 創る 空間 で 、 ラ ム 酒 香 る ミニ バフ ェ 650 円 に 


と きめ き 、 コ ー ヒ ー 550 円 一 に 安らぐ 。13 時 18 


時 30 分 LO、 月 ・ 不 定休 。 信 0422・54・3505 


散歩 の 達人 


、 具 


1 100 円 か ら 100 万 円 の 
掘り 出し 物 


江戸 時 代 の 古 伊万里 を 中 心 に 、 古 
民 具 や 仏像 な ど 職人 が 手がけ た 希 
少な 骨董 も 。 ア ンティー ク に 疎く て 
も 、 ど れ も 見 と れ て し まう 。「 こ れ は 
元宮 時 代 の 一 云々 ] と 店 主 ・ 三 宅 さ 
ん が 物語 を 伝え る 。12 一 19 時 、 木 、 
第 3・4 日 休 。 毎 土 は 市 開催 10 時 
ー。 容 0422・49・9818 


②。 ウェ イ 
台 味 弁当 
電 鋼 で 作る 日 常 飯 を 持ち 帰り 


ら に 土 ・ 日 は 限定 品 も 登場 する 、 
台湾 料理 の 弁当 店 だ 。 台中 出身 の 
株 さん 夫妻 が 親しん で いた 家庭 の 
味 を 、 手頃 な 価格 で 紹介 。 「 栄 養 た 
っ ぷり で す よ ー」。 台湾 ビー ル や 


コー ラ も 販売 。 11 時 30 分 ~… 14 時 、 
火 休 。 合 0422・52・0884 


定番 は 導線 飯 と 内 飯 680 円 。 さ ご = 


 。 和 rm 
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5 駅 南口 か ら 井の頭 公園 へ 続く 


[三鷹 の 森 ジブ リ 美 術 館 」 (現在 は 
休館 中 ) が 完成 し た 頃 に 整備 され 
た 、 玉 川上 水 沿い の 道 。 一 般 公募 
に より この 名 称 に な っ た 。 新しい 
三鷹 橋 の 横 に 保存 され た 旧 三 鷹 橋 
( 親 柱 と 高欄 ) か ら 、 約 1100m。 
歩道 に は 御影 石 が 使わ れ て いる 。 


callas pain 
三谷 通り 商店 街 に 、 新 し い 風 


焼き た て の 香り と 、 バ パン 作り の 様子 が 見 え 較 h 
る 活気 ある 雰囲気 に 元気 を も ら え る 。 店 
主 は 小金 井出 身 の 鳥山 叶 子 さん 。 喜 県 高 
山 市 の 有名 店 か ら り ター ン し た 。 食事 系 も 
お や つ 系 も 種類 豊富 。6 時 30 分 13 時 ・16 
ー19 時 、 火 ・ 水 ・ 不 定休 。 会 0422・77・3775 
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甘 忌 緒 A 吾 SH 型 へ て 箇 届 IS 紅 


や パ 風 C 食 田 ご まき 静 
| 景 AA あ 舎 これ な 
で ン は F さ な と も 住 川 
っ と 急 E ひ ん 和仁 育 志 上 
か 農 変 選 王 だ 此 ち 地 未 
い 地 訪 か ざる ろ 利 $ に 5 
> が 三 ら 〇 うな 当 プ 風 
間 広 鷹 東 G ょ 田地 み の 
違 が フ 八 人 幸信 の ノ 散 
いっ アァ 道 B を ょ 三 リ 上 
を て て! 区 日 価 宅 ア 道 
作 UM 大 E げ きき 豆 ニ ーー 
田 る ご 面 % げ 現 反 が か 
柱 SS さあ ら 
だ い よ 進 2 選 人 
RC02 当 も ES る 
は に と G 定 が 全 生 閑 


都市 農地 を 残し 、 農 に ふれ あう 場 を 作る 


耕す 人 が な く 、 草 ぽう ぼう の 農地 を な ん と か 
せ ね ば ! と 、 立 ち 上 が っ た 地元 を 代表 する 農 
家 の 方 々 。 未来 の 子供 た ち に 農業 が 元気 な “ ま 
ち " を 託す べく 旗揚げ 、10 年 に な る 。「 小 学生 
が 才 踏 み 体験 で きる よう 、 小 麦 も 植え た よ ] 
と 、 代 表 の 岡田 源 治さ ん ( 左 か ら 2 人 目 )。 


wata 焼き 菓子 
小 窓 を 開く と 甘い 香り が ふわ っ 
地元 出身 で 、 都内 で パテ ィ シ エ と し て 
働い て きた 横田 さん が 、 夫 妻 で 営む 。 
同級 生 に は 農家 も 多く 、 つ な が りあ る 
産物 も 大 事 な 素材 。「 近 所 の 子供 た ち 
が 、 お こづかい で 買え る よう に ] と 、 
お 菓子 も 価格 も か わい い 。10 一 17 
時 、 日 ・ 月 休 。 人 070・1461・9194 


三 還 


2 民 Q 見 島 記 距 
JrS 江 エ 


7 
。 江 mo 主 引 器 W み ら 灯 。 つ 性 
( 画 覗 系 き 問 半 ひ 慎 悦 澤 富 池 洗 
中 。 洒 肖 は 謀 電 『HN は で ざ JNI』 
の とら QAmO で (N 可 肘 せ て GrmO で 4 
さら 活 。 誠 週 と て 痢 9 剖 立 て 語 避 古 
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ee 


エプロ ン 取 っ た ら 
ミュ ー ジ シャ ン 

2017 年 3 月 号 の 本 誌 表紙 
を 飾っ た 、 [定食 あさ ひ 」 の 
日 野 麻子 さん と 星 太 郎 く ん 。 
麻子 さん は 女将 業 の 合間 に 
バン ド 活 動 、 作 詞 ・ 作 曲 も 。 
「 お ん が く の じ か ん ] で 練習 、 
ライ ブ に も 出演 。 [定食 あさ 
ひ ] は 12 時 一 14 時 LO・17 
時 30 分 20 時 30 分 LO、 
火 ・ 水 休 。 

会 0422・24・8071 
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ぃ いり うう た 御社 らき を が くり 
ず を っ こい も 始 ミ 5 味 違 立 
用 科 8 " 住 あ め %#% わ っ ぷっ つ 
第 放 宅 る よ 己 う て る と 
ちさ 地 が う へ べ 気 っ 都 
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1 間 認 に 2 2 ES 5 
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地元 醸造 の クラ フト ビー ル で 乾杯 ! 


2019 年 1 月 に 醸造 を 開始 。 代 表 の 小笠 原 恵 助 さん 
は 、 三 腐 ペ ー ル エー ル 850 円 (ラー ジ ) を 皮切り に 、 
境 レ ー ル エー ル 、 ヒ ガ コ エー ル な ど 街 を ビー ル で 表 
現 。 三鷹 産 大 麦 を 使う 夢 も 叶え る 。15 … 20 時 ( 土 ・ 
日 ・ 祝 は 11 時 一)、 火 休 。 槍 0422・29・8210 
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武野 赤十字 病院 @ 第 四 中 3 3 上 
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今 育 も この 酒場 で 

心地 よく 酔う 

も つ 焼 き 、 ぬ か 漬け 、 客 と の 間 
合い 。 地味 な 技 に 吟 る 大 衆 酒場 。 
開店 40 余年 、 [歴代 スタ ッ フ に 恵 
まれ て 継続 で きた ] と 店 主 ・ 大 澤 
伸雄 さん 。 大 事 に 育ん で きた チ 
ー ム を 讃え 、 今 、 焼 き 場 に 立つ 
城戸 商 子 さん を 見 守る 。 17 一 22 
| 時 . 日 祝 休会 0422・54・1666 


013 散歩 の 達人 


MM 


の を り 豆 子 が いる は 一 
日 〇 知 腐 こ ある ほ 三 
が を る 子 屋 る の と 欠 鷹 
暮 描 末 供 "と 路 だ に ぶ か は 
れき 木 ら 居 地 = 人 る め 広 
(で 孝 の 酒 > は 和 が か が ぼ ばい 
* 路 尚 遊 屋 ど と ヾ 課 つ 詞 ょ 
縄 地 さび と レ と りな の 35 
の の ん 場 乾 クッ,。 が 告 で 
も ん g 二 
ん 能 コ 5 だ 
舞 性 地 た や ン に や 応 さ い 
れ を 面 " 書 1 兵 き ぇ ん 一 
る 思 に そ 店 こい ょ を "と 
コラ 上 ク 年 の 衣 ま が 語 生生 感 泊 上 臣 
凄 *" ン 時 で あ 昔 を じ 動 す 
疲 。 パ 代 あり は 己 て す の 


使い 方 無限 大 の ブッ ク カ フェ 


本 屋 を や り た い 浅野 雄太 さん と 、 マ スタ ー に 憧れ る 
千葉 さん 。 空 き 店 舗 を 活用 し て 合体 、 フ リー スペ ー 
ス を 設け て ~^ ま ちび らき “する 。「 何 か や り た い 人 を 支え 
る 場 に ]。13 18 時 ( 土 は 11 時 一 ) 、 日 ・ 月 ・ 祝 休 。 
イベ ント 情報 は HP 参照 。 合 0422・90・3650 


和菓子 た いや き すえ き 
茸 遊ん だ 昭和 な 路地 で 、 独 立 開店 


和菓子 職人 の 店 主 ・ 未 木 地 尚 さ ん と 鳥島 由美 子 さ 
ん が 選ん だ の は 、 昔 は 商店 が 軒 を 連ね た 路地 。 前 
店 甘味 処 た か ね 」 同 様 、 全 国 の つなが りあ る 生産 者 
の 素材 が 主役 だ 。 た いや き 200 円 を 手 に 、 皆 が 笑顔 。 
11 一 19 時 、 月 ・ 月 に 1 回 不定 期 連 休 あ り 。 傘 な し 


三鷹 町 か ら 三 鷹 市 に な っ て 70 
年 、「 お めで と う !] と いう こと 
で 、 み た か シテ ィ バ ス を ラッ ピ 
ング 。 運 が よけれ ば 出合 うか も 。 
宮崎 駿 さ ん が 描い た 三鷹 キャ ラ 
クタ ー「Poki (ポキ ) 」 が 目印 。 


6 丸 舞 " 
っ 0Q 令 
S 尿 QNo 
On ロ ゃ 一 


明治 14 年 に 造ら れ た ミニ 富士 山 

恵比寿 様 と 大 国 様 風神 を 祀り 、 駅 近 な が ら 境 内 は 神聖 な 空 
気 に 満 ち て いる 。 左 方 に 鎮座 する 富士 塚 は 、 周 辺 町 村 の 「 丸 豆 
講 ] (富士 の 集団 ) の 皆 々 が 協力 し て 造っ た 名 所 。 登 山口 
の 鳥居 を くぐり 、 傾 斜 を 一 気 に 登っ た ら 、 山 頂 で お 参り を 。 


Ra 

カラ フル な 羊毛 と 戯れ て 現実 逃 放 

「 お と ぎの 国 へ よう こそ ! 」 と 、 羊 毛 人 形 作 家 の 土方 智香 子 さ ん 
が 小屋 の 扉 を 開く 。 羊毛 と 針 さ え が あ れ ば 思い の ほか 簡単 に で 
きる 人 形 、 ブ ロー チ の 作り 方 を 、 初 心 者 に 楽し く 手 ほど きす る 。 
1 体制 作 2500 円 。2 月 に 初 個展 開催 。 日 程 は SNS を チェ ッ ク 。 


aa 


玉川 上 水 の 南 側 の 
静か な 用 水路 跡 

手入れ され た 民家 の 生 
け 垣 、 ゆ と りあ る 設計 の 
マン ショ ン 群 、 子 供 た 
ちの 声 、 犬 の 散歩 。 人 
通り は 少な く 静 か だ か ら 
こそ 、 人 の 暮らし が 近く 
感じ る 小道 。 東端 を 起 
点 に 西 へ 進め ば 、 や が 
て 未 舗 装 に な る の だ が 、 
この あたり が 市 境 か な 。 


武蔵 野市 立 
武蔵 野 ふ る さと 歴史 館 


小 規模 の 超 ロ ー カ ル な 博物 館 


の ん びり ムー ド の 館内 、 市 内 で 出土 し た 
3 万 年 前 の 石器 や 昔 の 農具 の 展示 も あり 、 
コン パク ト に 界隈 の 歴史 を 学べ る 。「 市 
民 ス ペー ス 」 で 史料 を 読ん だ り 、 中 央 線 
の 高架 を 望む ベン チ で 休憩 し た り 。9 時 
30 分 ~ー 17 時 、 金 ・ 祝 休 。 入場 無 料 。 谷 
0422・53・1811 


画 琴 | 博 


し 


r 
トド 2】 
へ 9 明 


い 
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chocolatier KAITO 
芸術 と 科学 が 融合 する ショ コラ 
「 技 術 が 必要 な 難し い 世 界 に 魅せ 
られ て ] と 、 シ ョ コラ ティ エ の 三 
浦 さ ん 。 『 ジ ャ ンー ボー ル ・ エ ヴァ 
ン ] で 腕 を 磨き 、 シ ンプ ル さ と 美 
し さ を 大 切 に 表現 する 。 ドア を 開 
く と 立方 体 の 店 内 、 ま る ご と アー 
ト 。11 19 時 、 不 定休 。 全 な し 


fr 


の eur 吾 は 「 衝 
ドド OXV 


大 空 を 仰ぎ 平和 を 思う 夕暮 れ 時 


野川 公園 と 調布 那 行 場 の 間 に 広がる 、 の び や 
か な 公園 。 希望 の 丘 は 眺め よく 、 着 陸 す る 小 
型 機 に 、「 お か えり ]」。 近く に は 太平洋 戦争 示 
期 、 空 朋 か ら 戦 闘 機 を 守っ た 格納 庫 ・ 挫 体 


が あり 、 戦 争 遺跡 と し て 保存 され て いる 。 


LN 
koo 
ジャ ング ル ジ ム で は あり ませ ん 
「 こ の 中 に は 強い 電流 が 流れ て いる か ら 危 険 ] 貴重 な 煙突 の 訂 に 創業 67 年 。 町 の 発展 を 静か に 見 守っ て きた 大 御所 が 、 サ ウナ ブー 
と の 掲示 に ビビ る が 、 忍 び 足 で 堀 沿 い を た ど 大 鳥 の タイ ル 絵 ム に うれ し い 悲 鳴 。 火照っ た 体 を 冷 ま す の は 、 地 下水 掛け 流し の 水 
ろう 。 戦 前 か ら こ こ に ある JH 東日本 の 電力 風呂 だ 。 通 り の コイ ン ラ ンド リー は 某 ア ニ メ に 登場 。16 …- 24 時 、 
の 大 規模 な 拠点 で 、 夕 暮れ に 浮か が ぶ シ ル エ ッ 金 休 。 入 浴 料 470 円 、 サ ウナ 200 円 。 佐 0422・31・7347 


ト は 幻想 的 で 、 美 し いよ うな 怖い よう な 。 


あ 昭 町 埋 し る 平 駅 人 目 意 女 の す や ゆ 大 最 記 伝 | 埋 と 動 に じ 

ちさ で も か 境 坦 二 杵 を 立 欲 幅 羊 め 千 か 参 初 交え ン も 歴 物 日 る 

こん 生れ し は な が 和 集 ひ た や 広 毛 で 川 り 降 に 培 て * れ 史 の 本 近 
人 き 主 き 大 き な 2 のり 

で 昔 れ いも 地 社 っ く 能 屋 予 水 禄 立 き 占 る 隈 い 一 配 医 

感 笑 育 る 武 し に の を み 王 約 沿 得 ち た 上 呈 "の た が の 生 予 架 8 小 
じい うっ 感 蔵 や 突 科 富 け て 爆 ん が 制 い 沙 ま 駅 益 館 成 不 立 向 命 想 下 ミ 人 
る す た じ 境 有 出 8 土 る も 発 な 近 の を 闘 し “株 代り 発つ こ 科 図 "8 井 
"る 思 が っ 名 し 芋 塚 本 さ いい 羊 そ 症 た 小 前 の 立 弾 " う 学 だ 歩 口 駅 
駅 " 矯 し て だ て に は 物 せ 埋 毛 ぞ 誠 金 身 栗 ちの 展 に 大 く か ま 
か こ 身 ま 認 つい 年 る も 参 教 る か と ・ 原 を レポ ホー 学 数 ほら で 
ら の 提 す 知 た る 泡 甲 と れ 加 室 歩 ら 話 桜 申 二 わ プ 室 武 の 分 ど 西 一 
か 埋 攻 一 度 の 宣武 いて 者 < ` す の 哉 汗 か り に 蔵 馬 行 に へ 直 
な も の と が で 士 低 うい は 風 の 玉 "見 鉄 さ り カ は 野 場 け 進 と 線 
本 共用 叉 くう あい 久 寺 いる お よ ク き ん すい 内 る あ 石 を くっ 

『 つ い お 4 
れ は 友 南 て ある 境 作 男 坊 す 水 ラ が で は < く ド に さり 側 感 高 3 


TO 東京 
冷た いけ ど 心 温 も る ジェ ラー ト 
イタ リア 料理 を 手がけ て きた 土田 さん が 、2020 年 5 月 に 開店 。 素 
材 の 味 そ の も の を 大 切 に 作る ジェ ラー ト が 、 常 時 9 種類 揃う 。 三鷹 


産 キ ウイ を ふん だ ん に 使っ た 自信 作 は 、 キ ウイ を その まま 食べ て い 
る 感覚 に 。10 時 30 分 … 18 時 、 不 定休 。 谷 0422・90・5081 


店 先 に か わい い ベ ンチ あり 。 還 四 
ちょ こっ と 腰掛 け て 味わっ 
て いく 人 も 多い 。 シ ング ル 
450 円 。 手みやげ に も お す 
すめ 。 


小金 半 公 園 
人 由 神 社 

加 : 到 り 上 。 * > 9 
* SM の 

法 大 | ez7 ゃ ペン 

1 賠 小 金 介 キャ ン パ ス @-@- 境 山 野 緑 地 5 
I@ @ 第 二 の PB 

中 義人 員 境 当 場 
IL SW 基 謝 更 ニ の A 


訂 東京 大 


BKmusashisakai⑨-- よ 電 ye = 本 


新 小 金井 駅 


小金 電 東 二 選 @ 
旧 @ | ee 和 中 
に 連 省 通り 』 chocolatier 衝 m 
に 人 KAITO 
散 井口 小 | 井口 人 幅 
箕 度 深大寺 局 神社 
4 中田 了 基 導 高 e あ 
(ター ・ か 
言 ル ー 誠 し 学 概 大 え 
| 国 陣 基 モ わ 大 了 ぁ 
東京 神学 大 第 中 | 導 
em ト 】 リ 
N SUBARU* 人 野 央 | 
野川 公園 ヽ 、。 @ IM 0 
大 澤 八神 社 
デコ ここ 
人 ae_w 5 ほ 定 -/ 抽 
F コ 長久 寺 科 
差 画 
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市 1 ご 長谷川 病 院 * 国 立 天文 人 


散歩 の 達人 


店 内 の 工房 で 製造 する 専門 店 


選りすぐり の 国産 大 豆 を 使っ た 、 味 や 粘り に 個性 ある 納豆 410 
円 00g) 一 を 製造 直売 。 発酵 時 に 室 で 備長 炭 を 使う の で 独 
特 な 匂い な し 。 通 気 よ い ア カマ ツ の 経 木 で 日 持ち よし 。 全 竹 
食べ 比べ を 。11 時 一 17 時 45 分 、 無休 。 容 0422・77・6111 


ae 
夜 の 駅 周辺 は 、 淡 い 光 の 世界 


スイ ング ロー ド 、 境 南 ふれ あい 広場 公園 


駅 に 戻る と ロマ ン テ ィ ッ ク な きら めき に 、 
わ ず 「 わ ー」。 北口 駅 前 広場 、 南 口 駅 前 周辺 、 


い 青 光 で デコ レー ショ ン さ れ て いる 。 ハ ー ト 


を 探せ ! 1 月 31 日 まで 。 16 時 30 分 一 翌 1 時 。 

に 本 2 ん 28K く 証 コ 5 (に 
2 の 2 で CIS な ID 2 ミ 
た 要 5si9 引 は 当 テ 中 ま 2 ピ S 目 CE で グフ 語 信 
も OO EN IGP 2 の 
3 村 = ま | 
偶 く 東 1 百 

と ツラ 殺 "太る の め 思 で が 人 早 
潜 日 上 の あ 己 人 は らく < く 定 わ は 
ん 常 ち 発 え の 三 が 呈 る 期 ず 
2* 3 県. 愉 主 多 攻 @ ? 的 に な 
い 豊 そっ 住田 。 海 くい 店 に は ん 
る か の て 宅 了 本 斗 て て 史 内 うい そ で 
ぞ に 吾 う 地 き さ “いい ヨコ ヨ が ま ら とこ 
す び れ で ん ん 僕 て まい れん 
る こし 開 は 二 自 見 や っ 納 な な 
お そい 店 一 フ 身 つ し た 豆 い と 
宝 が で し 駅 イィ 驚 け か く を 立 こ 
は 散 し た 近 グ いた り 見 目地 ろ 


「 近 くに 引っ 越し た い !」 人 、 続 出 


山川 精肉 店 ]、 い ろ い ろ な 国 の 料理 と 焼き 菓 
子 「tiny litle hideout SPOONFULI、 自 家 千 
煎 コ ニー ヒ ー [| [Elowe ants_B 


JE い に 4 に は = 
避 鶏 史 中 9 


5 
エ 「 と を が 」。 毎日 の 覆 が 集結 。 お お むね 11 
時 30 分 … 18 時 30 分 、 定 休日 は 各店 異な る 。 
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018 


季節 の 移り 変わ り を 肌 で 感じ な が ら 


毎週 士 曜 、 朝 の 空気 を まとい な が ら ゆ っ くり 、 や わら か ごく 体 を 動か す 「 一 楽 
庵 小金 井 支部 の 皆さん 。 先 生 の 大 村 昭 紀 さ ん は 、 [武術 で す が 健康 体操 な の で 


監 染め と 稼 木綿 で 作る 体 に な じ む 服 小金 井 公園 の 太極 拳 
蔵 を 改装 し た 店 内 は 、 日 本 が 誇る 藍 色 の 世界 。 産地 

や 村 元 ど と の 個性 ある 技 、 奥 深い 。 昔 の 生地 に ひか 2 古書 みす み 

れ 、 オ リ ジ ナ ル の 洋服 や 小物 を 作る 店 主 ・ 貞 方 さん 。 好き な 映画 と 山 の 本 に 力 を 注ぐ 

まとう の は 久留米 終 の 水 屋 着 風 カシ ュ ク ー ル 。11 、 le 

ー 18 時 、 日 ・ 月 ・ 祝 休 。 佑 042・207・0637 高円寺 『 古 書 サン カク ヤマ 」 に 航 了 され 5 年 働い た 深澤 さん が 、 開 店 。 で きた て ほや 


ほや の 店 内 に 、 遠 い 昔 に 刷 ら れ た 本 が 心地 よさ そう に 並ぶ 。「 自 分 で 値 付け し て 売れ 
る の が うれ し いな 」。 昼前 日 暮れ 過ぎ 、 水 ・ 金 休 。 谷 042・312・0741 


コー ヒー と 花 の 
相性 の よさ を 実感 

「 こ こ に 集う 人 が 、 つ な が 
っ て ゆく の を 見 る の が 好 
き 」 と 、 ス タッ フ の 庄司 さ 
ん 。「 オ リー ブ ガ ー デ ン ] の 
この 一 角 に お 客 さ ん と 一 緒 
と ム ら 打 困 本地 と する [スタ ジオ 
ぎ て 屋根 の 上 に 植物 が ぐん プリ ]。 高生 上 、 宮 間野 の 映画 が 
ぐん 育つ 。 コ ー ヒ ー400 円 。 ここ で 生ま れ た ん だ と し み じ み 思っ て いた ら 
ー、 レ モン ケー キ 300 円 。 好き な 作品 の シー ン が 浮か ぶ 。 木 の 後ろ に 、 ト 
11 17 時 、 月 休 。 トロ が ! 境 の 変電 所 方 面 か ら ネ コバ パス が ! 
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選 中 一 了 テ は ー ロ リー テ ユ 本 理 す Ok 入 へ 』 


<「 叶 県 と Ao と 百 泊 きき 


らぶ きま 寿 と 並 / 誕 性 で 卒 由 は る 顎 
滞 と つき で へ 計 半 計り 活 


上 古来 か ら こ こ に ある 趣 な 


に 豆 な 一 て < 込 り 
高 旦 ん た ` 自 や 合 
円 愛 だ ま に 禁 常 う 
寺 す か た こ に 連 の 
か える 住 ま に お 客 は 
ら 己 み 仕 こし “"^ 
移 の た 事 し ゃ ャ ー 人 1 人 
り 深 く で て べ 緒 事 
住 澤 な 来 し り に や 
みみ 実っ そま の 火 家 
史 ち 歩 う 輪 鉢 事 
壮 半 素 第 に を の 
こん っ て 引 囲 合 
Gi 間 
AE まく 
前 は 2 われ ご け 
八重 垣 稲 荷 神 社 
あい きょう 
愛 婚 あ る 看板 キツ ネ 
に 迎え られ 


ず ず っ と 奥 の 社殿 へ 進 
むと 、 空 気 が 澄ん で いく 
よう な 。1999 年 に 鎮座 し 
た 新しい 稲荷 神社 な の に 、 


の は 、 栗 山 を 開き 、 あ り 
の まま の 自然 を 大 事 に 残 
し て いる か ら 。 キツツキ 
な ど 鳥 た ち も や っ て くる 。 
富 042・383・5407 


鳥居 の 横 に 月 数 回 出店 する キッ チン カー 
『 じ ね ん じ ょ 亭 』。 山 梨 県 で 自家 栽培 する 
自然 英 を 練り 込ん だ ドー ナツ 180 円 一 を 
は じ め 、 と ろ ろ 飯 や 掘り た て 自然 著 も 販 
売 。 次 回 出店 は 12 月 26・27 日 ・1 月 9・ 
10 日 、11 一 17 時 。 容 042・387・2766 


と と ざい 伴 潤 錯 混 
Q で 帰 藤 誰 四 田 元 さ ゴ ら 藻 


ee 


勾配 15% の 、 市 内 で 急 な 坂 


小金 井 市 役所 第 二 庁 舎 の 傍ら か ら 薬 
師 通り まで 続く 、 急 勾配 の 長い 坂 。 


| 西側 に 幅 基 院 が あり 、「 幅 基 院 坂 ] と 


呼ぶ 人 も 。 登山 の 足 慣らし に も っ て 
こい 。 途 中 に バス 停 「 な そい 坂 ] が あ 
り 、CoCo バ パス ・ ミ ニ も 上 っ て いる 。 


遠 | 顔 ゆ 動 な 
く ヒ オ 見 る きく 
を | | 知 や や 
旅 を プ りか すず の 
守 な い 道 
で 9 正和 党 誠人 
いり ア い 人 人 ん 草 
る 和 の る の ぷっ の 
気 ん 安 つ が 道 
分 で 笑 心 な 似 ゃ 
に い草 感 が 合 多 
な る の り うぃ 
に に 拉 1 か 小 

屋 も 金 
席 と 走 ” 非 
(縛っ K は 
譲 か コ SQ 


よく 読み よく 食べ 、 心 身 に 栄養 を 


保育 園 の 調理 師 だ っ た 野 垣 成 恵 さん が 、 子 ども の 
頃 か ら 親 し ん で いる 蔵書 を 並べ 、 迎 えて くれ る 。 
本 に 囲ま れ 食事 と 紅茶 で ゆっ くり 。 ス コー ン は 地 
元 ゆ か り の 林 望 著 | イ ギリ ス は お いし い 」 の レシ ピ 。 
10 時 30 分 一 18 時 、 日 ・ 祝 休 。 谷 080・3429・9580 


の は け の 小径 


人 を ・ 
どい ぃ 気 う 坂 2 ル 
の で の だ 道 

真 立 せ "の 

方 ちい は 多 を は 金 
直 で で つい 続 ` 井 
子 迎 は ら 地 け 格 公 
さえ な っ つっ 形 た 別 園 
ん て いと は ら だ の 
だ < く ? し 足 健 " 朝 
れ た 腰 康 こ 

店 る 編 %3 人 を に この 
内 の 爽 $ が 鍛 過 で 清 
由 寺 は 統 お 二 多 語 二 2 放 | 
は 二 当 上 PIG は 極上 レ 
昨 と た の くる 拳 さ き 


N 
UN 
今日 の きま ぐれ ご は ん (ミニ 
スコ ー ン と 紅茶 付き ) 850 円 
は 、11 時 30 分 売り 切れ 。 


どこ か ら ど こ へ 流れ る の か 

「 東 京 の 名 湧 水 ] に 選ば れ た 「 は け の 
森 美術 館 』 裏 に ある | 美術 の 森 緑地 」 
の 湧 水 。 小 径 を 流れ 、 野 川 へ 。 目 を 
凝ら せ ば 、 ク レ ソ ン の 葉っぱ や 、 石 
の 表面 に 草 が 芽 吹 く 様子 な ど 、 小 さ 
な 生命 が キラ キラ する 。 


021 


MM 


あら え で 一 顔 ゆ 印 む 坂 雀 す 何 開 下 
まま を すま すす る 
に ト に こ 
くま さわ 書店 住 必 本 * ス りか だ “いか 語 い お 川 
イト ー ヨ ー カ ドー 臣 牙 金 電 店 。 ん 各 の 肉 ト く で 5 も くら すけ 店 の 
在住 作家 の 新刊 や 、 田 村 秀 美 さん で な 調 ア ら ` い お ぉ お うつ 野 れ が あ 
( 左 ) が 携わる 地元 マガ ジン 『184」 と も 味 野 | い 友 店 一 も 川 八 ど あ た 
も 連動 する 、 地 元 本 コー ナー。 顔 の 料 菜 二 の 達 の つ あ 方 重 ` っ り 
見 が も で いと 92 面 垣 手 た が 
まま ます 
ッ ト ホ ー ム な : 書 e こ > 同 
アッ ト ホ ー ム な 雰囲気 の 新刊 書店 に ベン ヒ の じ 計 の き に 名 神 る 
イト ー ヨ ー カ ドー を 訪れ る ファ ミリ ー 大 な 背 ア | 感 < い つん な 前 社 す 
や 高 内 者 の ニー ズ に 合わ せ て 構成 する 2 了 人 な の 区 内 也 
軍 は 、 絵 本 や 旧 間 書 、 健 康 本 が 、 特 に (0 の て に RM0 生 を NR 見 
7 い に 
充実 。「 以 前 は 、 店 内 で 読み 聞か せ の イ ) s 暮 加 感 、 ヽ も が 進 た 連 を 
ベン ト も や っ て いて 。 再 開 し た いで す 0 
ね ] と は 、 店 長 ・ 薄 葉 千絵 さん ( 右 )。 10 
ー 21 時 、 無 休 。 谷 042・382・5020 
江戸 糸 あや つり 人 形 
結城 座 
次 世代 に 伝え た い 
伝統 芸能 の 拠点 


更 永 12 年 (1635) に 初代 ・ 
結城 孫 三郎 が 旗揚げ し た 、 
穫 立 385 年 の 伝統 ある 
一 座 。 国 内 外 で 公演 を 重 
ね る と と も に 、 若 い 世 代 
へ 伝承 する 活動 も 展開 す 
る 。 任 井 北町 に ある 稽古 


場 で は 、 プ ロ を 目指 す ア 映画 に も 描か れ た の どか な 風景 
ー テ ィ ス ト た ち が 学 ぶ 。 淡い 赤色 の 橋 の 名 は 「 天 神橋 ]」。 スタ ジオ ジ 
会 042・322・9750 ブリ の 映画 「 借 り ぐ らし の アリ エッ ティ 』 の 


購 頭 に 登場 する 風景 の モデ ル と し て 知ら れ 
る 。 ス マー ト に 飛ぶ シラ サギ 、 水 面 を 遊ぶ 
由 95 量 ウ 回 明 語 治さ カモ 、 の っ そり 歩く ネコ に あい さ つ し て 、 


nm 4 人 MCP mw て 小金 井 人 | 時 間 帯 で 変わ る 景色 を し ば し 眺め よう 。 
ャ キ reP/ ま 
mm ト 笠 市 海岸 寺 や 真 蔵 院 Er 
3 呈 ーー 
| 中 央 大 時 小金 電 和 一 中 沿 館 。 流 、、 吉 
『 小金井 本町 局 が 電 


細 中 上 に っ 
放つ ョ 小 全 井 市 


ジェ ラー ト お か ビ じ Tokyo 
@ 前 太 小 @ 


1 6 upon NASH 7 放 時 日 本 の 素材 で 作る 素朴 な ジェ ラー ト 
人 am 小金 電 産 の ハチ ミツ 農家 みち の キウイ 、 
前原 は け の 礎 美 条 館 N ツア 導 La ea 虹 近所 の 大 久保 農園 の 焼き 芋 な ど 地元 の 食材 
遇 中 8 ーー 、 by き を すぐ に 加工 し て ジェ ラー ト 350 円 に 。 

念 間 sa > 7 三鷹 市 店 主 ・ 山 本 絢 さ ん が [気軽 に ひと 息 つけ る 
0 309m imi 1 計 府 申 市 国際 基 硝 教 大 よう に ] と 設え た 休憩 所 で どう ぞ 。10 17 


時 、 月 ・ 不 定休 あり 。 傘 042・301・8383 


散歩 の 達人 


^ 陣 展 り 汐 必 慌 展 じ 5 る 任 
失 、 S 表 0 「K 人 G 揚 ューN 
X ハ て 寺 Q 記 し じ 朗 信 Ne 忠 
| 息 四 " 括 枕 古 0 衣 の 
避 図 っ 還 べ ペ ′ 団 く ぐ 還 握 散 G 占 
SEO 2 し S 環 由 称 志 お yo 
鶴 国 く て く で G 村 時 ・ 東 示 内 べ 
PDG 曜 や 所 玩 鶴 図 筐 選 
人 る の 宮下 つる の G 完 系 さる 任 


+ 
玉村 W さ 包 る 仙 扶 拉 Q レ か 8 括 で QQ っ o 記 2 の 問 人 るる 憶 球 上 回 、 の 科 e 
1 老 屋 を nBG 政 池 和 記 385 


吉 田 呈 皿 介 っ つ 令 Ne 
INA ふ 時 回 釣 和 を いい むう 


東村 6 や 撮 因 や 
る 條 球 だ さく しか" 
所 本 か 0 つる 旨 村 じゃ " 時 
只 員 的 つ お る 人 林 軌 る 


0 宮下 人 る 必 革 豆 琴 守 しり Q 守 し 「 レ 」 召 も 旦 に 
Re ya いと NHK ・ 
Wem 還 " 共 ロ ン ン ム 0 人 る KG つ 9 到 る の 弄る 所 WS 副 生 り 0 2 し 組 下ろ 
愉 0 ーー 
ろだ ぐるり けり G る る 圏 じ つ " 寺 
の Ne 
角 和 る 所 る 布地 ける 
本 ざる 2…m 詞 G 宗 記 7「 マ 
公 ー・ 恨 > へ ホー ハー ミー を 
(Q ら ご em 叶 忌 泊 ) つ る 心 協 各 
つや W 祥 じ ろ 6 つ 祥 " 六 居 し 宮下 
泌 刀 環 つ し り ろ お くし か 有る 


に 


隔 0P6 つ 7 pn る 57 禄 
槍 可 人 S じ 入 Q 玩 ” る る 逝 G 忌 人 ココ 
明和 違う) た 口 選 で る やつ) 
つ 刀 4" 刀 @ 忌 翔 宮 マン 2 
し 癌 革 を と ロ ふ て 多 つ 妨 ざ りか 
衝 / 諸 称 民 ぐさ る 忌 形 弄る 7 
PEESIEKEEws だ で の に) 
MS で ぐだ し か り 
。 の ーー 
26 収 ( 秋 )? 了 団 DE 苔 G 
感 信 Q 轄 つ 選 革 交 6 心 皇 2 答 


や し 明和 W 宮 し 2 紅 GS 堤 に 
nb 骨 掛 し ホン Q2 初手 
SG 玉 沙 雷 くし か お 27 「ー 和 る 


Et こま CKS4DNLa) 直し 
つ / NM 避 隊 0 人 aOS の 計 きき us Se 
ン > に の) 
2 人 伴 町 義人 S お さち 前 SS | 記 me 
下 Hi 2 工 2 記 1 
" 下 ら る 本 NG 各 生 K@ 多 各 導き まま ささ 全 
ろ へ 坊 R ma KR っ 
宮林 思 め ぐる 給 G ぐ 据 選 學 を 旭 了 か ぎる S 同 日 - 抽 本 ま 
さき さ 還 症 8 
交 信 つじ く レ WS 天 認 肝 る こく 装 叶 者 * 表明 1E き 
反 き 征 皮 わ に 拓 N コ 
9 陸 08 人 We る 時 84 寺泊 、 ニ 半 度 エミ 
ャ ッ 究 口 匹 や 三 
ーー 下條 手 る 4 株 四 や ロ 3 トド を 導 
ょ 区 
S「 加 村 」G 喝 ご 時 5 妥 の 重 昌 間 議 S&S 計る 
6 余 さ \ ま 8 回 | 光 還 こる ミ 
ツリ し mO 迫 軸 S 斬 っ マ まぁ な 結 | ご <SS 


の 〇 ー の の 6 議 誠 oF)S 


N ネ ー 鍋 志 し る 忍 の る WW さる 語 
へ 提 の る d 村 g 証 ug 2 且つ 請 虹 ー 


所 本 H 園 じ 握 尽 ぐ へ 
て 7 「 玖 杯 り 宗 環 四 筑 記 人 
KA を G お を 客人 肥 つ Qe| 
し 量 加 を る 抽 也 い 06 つ 人 人 
Q( 約 )" 介 RON る る 衣 や か " 
ーーWS「 還 衣 ] 人 る で QGー に 時 
孔 了 つ し 翌 口 宗 叶 矯 % 翌 欠 
半 青 や 呈 閉 きしろ 6 つ だ ? 

所 林 STXS 和 を 人 A・ ル キー 
小 」 福江 中 岩 咽 | し" 中 交 
咽 | [周作 | S 交 ぃ 間口 革 忠 突 
お さも か "WM 系 。 提 ロ 
jpNNA KS 息 早 赤 唱 竹 記 世 つ 
旬 和 KO 丸 宮 の 信 へ HK 
(「 の 〇 〇 OO 〇 コマ 手近 る 禁 林 ふ ロ 
KJ) 系 し 志 じ ” 凌 聡 叶 責 履 つ 6 
つ 祥 8 人 か OS で PE 因 衣 
ざ 「 玉 竹 里 】 SQ 攻 GRP 角 い じ 
だ @ 信 つの 符 人 る つて 配る 6 


「 し ロ 皿 お G 革 し 吉 っ ロ 
じ N6 遇 是 」 畠 ン 


ーー 一 郷 覆 掴 選 半 Y% で KO0O 信 
8 白 販 公 中 雇 き 時 @ 布 聞け 
メー ゴ o た ゴ ッ ー ゴ マル 
蹴 襲 必 維 *n い も ゃ 居 " 

択 本 昧 競 キ く 抽 胡 くつ じ ン 宗 
し" 宮 園 9 和 か 色 尽 一 の 給 写 珈 め 
つ ざ 信 て じ 6 つ 因 民 " M 宗 筑 
款 皇 MO 人 0 おら 衝 0 お つ 7 
吾 還 革 財 部 り る 0 守 穫 へ 5 つ " 


ー 一 忠 思 谷 悪 交互 つ し ろり ” 
尽 ミ ホテ ーK ヘ ー ミ G 艇 甚 明 
Sp ろ M い や か 7 

択 林 十 持 SG 尺 く ミホ キーK ヘ 一 
ミ G 村 豆 散 紅 ち か "人 る 
閉 王 SG 中 回 谷 や K 舘 G 静 話 害 
入選 Y 計 三 人 \Q 弄 加 直隆 搬 
加 野 家 K 逢 @ 押 可 格 慰 閉 史 6 
つ 守 "六条 滞 功 畠 己 選 地 祝 ① 
祥 く し か お 2 民 ホ キ ーK ヘ ー 
さ G 比 二 り 「 造 悪 OS 手 
吉 医 畠 半 、 へ 四 嘆 で NO 蛋 塞 
お | つ 編 信 Q 守 玉 さ ちか" 妃 
入 vS ス か し ロジ" 壮 包 
長 0 し 2 宇 守 ③ 講 但 家 -O 
ン セ 球 各 りり " K 新 や 王 伯 と 
0 っ 臣 宙 陸 す 拭 衣 蘭 ぐ や へ 
刻々 - 癌 NQ 松 約 科 QWS「 手 
可 S ゴ 境 囚 入 2 合 ロ た くろ 第 足 
移 つ 祥 穫 本 加 ママ つ ン で y9 
和久]」 知 是 剖 己 球 丈 じ 半 や 6 つ お 9 
ー 一 麗 ひ 丸 赴 記 和信 ポン き 選 人 
に に マ さ 】 さ と Cl ん (9 
り 久 G 老 要り G 爺 つり 5 公 
お 攻 尽 窒 尽く し つき 心 人 7 
所 本 朱 客 し WS 「 県 玉 GQ 
いつ 」 (Q ぐ らら の 叶 ” 記 王 べ <" 
加 打 人 久 提 の 琵 ) 負 伯 下 
ベタ や し ゃ Q ぐ お りつ も ちゃ" 
現 守 WS 戦 旬 @ や ふい 還 超 
人 雇 @* 心 避 輝 ざ つじ ろ Q マ 


しゃ 和 /「W OnS ] 幅 ち 維 @ ズ 
革 ゃ リン 悪 0 2 忍 代 | の 介 7 「 維 
S 「 是 Pe1 の しゃ っ いや” 玩 
に IO つう パコ マル スベ だ う ウリ 
人 態 嘆 つ お る 守 ] つ 信 。 思 字 物 
民 公 宮 豆 り We 落 衣 生玉 て 
的 く や ゃ "で 戦利 王 
選 還 野性 る や 和 了 吉羽 6 つ 7 
ーー 一 WW 穫 く で く て GS 忠 四 SG 年 
班 fu タキ ー・ 忌 ふ ふ ー ハ ー』 
0 だ で や や か" wS 技 ぐ く 
で く て で 下 征 Am 合 じ 子 考 す 好 
に いす 4 ルス 

的 林 「 り キー・ 忌 A ヘ ー ハ 
に 全く そい:4 バ くだ ルト 1 
つ ” S 共 亜 を つろ 人 必 
や の ふる や /「 リ りく 回 る る G 多 
下 2 如 ろ べく 代 本 攻 倫 6 宏 
ーー 掘っ っ っ 忌 マ ポ 2n07 
ぐ べ お ぬ 下 じ 洛 つ ろ 一 | つろ 


| 還 選 っ 現 窒 遇 SSe ポ ロ 忠 畠 りつ 


*NK 電 仙人 軍 人 さも か "人 
つ折 要 蜂 革 舞 征 虹 厨 入 窟 到 2 
和 穫 / 部 玩 「 球 お りさ SS る る 
SA 豆 2] つろ 心 補 息 移 玖 6 
に いこ だ で: ィ こく 12 

ーーwS4 組 る H 否 @ 結 入 
職 ボ 枯 S 混 選 称 郊 入 つり し ろ 丸 る 
旅 林 叶 吾 近 のり 0 守 穫 y… ら 
か 計 " y つ し 償還 鹿 G 導 半 7 
必 還 し 語 交 つ お りつ ず 旨 年 唱 - り 
つい 絢 濁 つろ SG 革 押 氷 の ペ 
ざく てく で て G 韻 竣 迷 の 昭 る 6 
所 枯 「 り トキ ー・ 忌 A 和 ヘー ハ 
ー」S 選 @w′ で 走 革 "所 相 入 
忌 ぬ 牧 競 祥 人 る 箇 羽 逢 7 
[ 忌 つ Q 固 損 和 信じ る ゃ Q 選 
Q 信 の 玩 全 避 提 選 2 ろり” 
GS 悪人 Qt0 つ の 求 衣 @ 野 ホキ へ 
も つ 信 "で 宛て けり ざる 瓶 人 
Q け JOQ や OQ ン きら で" 「 地 人 筑 


思っ て まし た 
入り まし た ね ]。 


武蔵 小金 電 駅 北口 側 の 飲み 屋 街 を 歩く 
と 、 背 後に は 南口 の 高層 マン ショ ン が 。 
「 僕 は 「 臣 蔵 小金 井 駅 の 北口 側 以外 は 小 
金井 じゃ な い 』 くら い 〔 

けど 、 も う 南 口 の 傘下 ( 


6 
3 


| 


劇団 ハイ バイ ・ 代 表 作 


四 人 兄妹 


と 若 ま れ て きた 、 


『 


父親 か ら の 理不尽 な DV〔 


ら に 大 


と その 母親 。 再 集合 し た 彼ら が 過去 の 関係 を 清算 し 
きれ ず 、 さ ら 
爆発 する さま を 、 


時 
9 
こら 
上 部 
る 
『 負 
9 
「 コ つ は 
マロ マン 時 虹 限 ピ ペ 
ゃ も ミタ に 肌 R 
じ さ し S , 寺 OH 
作況 
撤 や 公団 軸 2 
全 AUwS 半 剛 藤 コ 
トド 


さき 
G _: 
っ ス 当 
Q| 玄 や 
の な 世 
っ 
加農 
っ 妃 太 
5 
字 
梨 時 G E 
2Q 民 医 斬 @ 求 名 つう 。 
や おま まま る 
間 は 下 当時 Rc3 
ちら 」 親 呈 下 守 し 
に 送 。 和 大皿 二 
すま 
拉 豆 選 地 革 末 慌 W マ 
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だり:CLo3 だ いくこ: の]3| 
つ折 選 じ 邊 SG 抽 「 淫 A 共 
^ 代 注 GS 所 握 区 る 補 計 上 
て 窟 窟 A 艇 (で 
らら ゅ 叶 ) ち つ 玉 ? E 紅 [NN 
KAwn AST「 刀 お つら 吾 色 宮 」 和 9 
肛 2 せ 20 お 07 貴 2 坦 到 お 応 
S ヘ トー 玩 和 Wh や し 葉 0 
家人 る お 宗 衣 ] の 系 /「 押 G 作 り 
NN A 委 人 約 NO 宛 の 如 る 抑 @ 
月 人 N き ルー6 舞 生か 1) 入 0 丸 
距 」 つる 7 「wSKSNADS 雪 
選 守 移入 2 る 尽 へ へ 一向 誠 
Nb 癒 PT NM 宗 旬 か サン 昌和 
Q 丸 注 ] の 人 篤 り ちゃ " 

ー 一 電信 著 つ 2 引 ち ゃ S()" 
所 林 w 愉 2 必 「 か ちせ 押 和 お 9 
革 む 入っ 選 き 0 じい Q 史 四 」 和 立 
忍 Q 鞭 つ る 怪 塊 間宮 時 補 ペ 


一 


も と ゃ "人 る mm 人 SS 束 信心 問 
だ や る く 移 牧 ン 6 っ 」 本 P 
mw 革 窓 と ろ っ 「 レ 】 (さら の の 
和 叶 ) の つろ 心 年 本 る や 弧 が 06 つつ 

ーー 「 レ 」 呈 朱 朱 W く S 選 舞 和 
や の せつ 選 引 も” 環 穫 NO 皇 淫 
理 必 0OQ る ろり の の る 羽 っ ちゃ 
軍 ン て ぐ 上 つ 合い 尋 さり 人 
所 本 ぶ 馬 守 作り すく し ろ 祥 つ 
% 玩 導 親 旧 忠 除 り つね おお 0/ る 
AS 2 守る 悪し [人 稚 束 下 
完 c」 6 祥 補 さじ 宗 丈 補 2 せ 
狗 描 る 災い 2 如 義 隷 り つ 信 
SR” 合作 SG 革 も 志 隔 で 福 
〇 か べり つ お MMS 「 宗 
る Q 細 癌 移 吾 合い の NO ロ 公 
へ へ] 抽 悪 8 介 公 SO 会 ぐー 軍 てく 
所 賜 固 抽 信 くも か ? 意 0 之 
ぐし 所 @ 択 級 つり 20 画 下 


CS も の ぞ う と に る い 
PRNISSS 生 和束 補う せ 反 
S 選 肛 し 褒 守 PS 補 お 07 
ly くい IE ル い た こも G に で いる 
し ぷ ン ピリ" 詳 癒 ぐ 招 れる 役 填 
SbwQ 血 の つ 信 ( 人 )" 宗 移 箇 
ン リ りつ し 部 せ 親 並 GS 参加 箱 
移 つ し ろ お 人 る る つて っ ちゃ " 


畠 つ っ りり 人 必 AO4 
條 打 せ 換 忌 握 人 0 必 WOC・ 


ーー 時 己 環 林 W く 人 4 旭 称 肝 
AHS/ 共 悪 旬 来 所 ぐ 4m 導 S 肖 
丈人 や 移 地 拓 じ 心境 購 「2 
0 守 必 首 意 愉 ー] SN ロリー 
K る 宮 人 SM% つ 尽 ” 地 紅 革 志和 や Q 
1 SP/ 人 E 忘 @ 舞 つろ 末 家 や 
つ 刀 2 並 宗 さ ぐつ ゃ 心 公 ? 

玉林 いか 民 " 塊 朗 G 半 四 


S 選 細 い し 尼 親 羽 中 和 必 困 
0P6 生 づつ" 「 本 GS 王 包 お 
筐 要 科 *WS38W さ OO…… | や 失 
わら じ る 4 和光 の 舞 要り 「ー 
上 や 性 陣 @ く 舞 玖 理 お りつ 
人 入る 人 8E 人 OS 公介 護 昧 60 し 
ろ つ 窒 半 お 造っ ] ず るい 生 和 リン 
く ー と さく ぐ 拒 2 へ トト さ し 
ゃ ? 症 n ロ ホ 必 8 ぐり 
多 宮 ン 食 ら が 6 かつ” 手 鶴 入 鶴 只 
2 こ ベル びく EX で これ い お いり 
眉 所 2」 つろ 心 編 る 中 つて の 
し 6 つ 祥 "前 お を ン ピ 
る 革 只 信 時 94h や と レ ゃ / 
1 に tm だく と プリ ん 

ーー リロ ホ 吉 @ 人 所 本 ぐ 中 へ 
R 六 鉛 0 うっ 宮 K 人 SG 入る や つ 
こい こい うり) 
2 癌 守 ) か OS 人 る ちゃ 時 豆 が る 
付 栓 映 各 連 お MG し つ せ 必 人? 
所 本 選 時 SG 挫 ぶ ど ※ 算 羽 宗 
王 作 GS 薄明 時 生 称 東 ① お やり” 赴 
構 ぐ 固守 つ と 斗 御 品 和 9 亜 
し っ 2 づつ" BunkamuraS さ 
況 所 絡 つ し ろ 尺 普 宗 3” GS 
殖 論 計る 遇 いじ お くも か お 7 
和 M 守 代入 忠和 へ 邊 キ 可 つつ 人 る 9 
りゃ ゃ " 親 此 G※※ 全 人 さ 
ゼ 日 押入 RS ろり” 舞 つ ろ 
に こい: まり) 
り …… つ RS 軍令 振 協 り し" 


Mn る 必 男 お 乱 胡 0 り る 妨 さ ー 
か ペー 公団 応 己 稚 *97 十 不 
や QAS 反 つろ けけ) 倍 NQ 愉 AU 
か Q け りつ 代入 「 組 品 職 計 
りゃ レポ 押 守 つる 血 お 8 つ 誠 り 
ー 一 舞 つ ろり つの つ 刀 る 普 宗 品 
得 wn る 中 詞 選 束 対 再 6 向 
っ 2G 公 や る つろ や 届 避 5 

所 本 る 倫 村 中 控 尽 握 光束 交 反 
すっ 6 か 会 Q 民 " v 選 め 統 宮上 
訓 0 劉 選ぶ G る 2 2 信 守 性 益 尽 
や 泥 つ お ね お くり か お 7 搬 筑 6 0 
や ン 亡 り 心 の つき ン リ ソリ 忌 % 
「 そ 桂林 陣 旬 玖 名 QlaO? 

ー 一 揚 人 る か 1 リン 2 2 交 賠 5 
東 林 る 朝 林 倒 得 交 を か 2 陽 手 
人 つ ろ 心 うう 8 搬 篤 Q 敵 人 じ 操 
NQS ポ つ " り 誰 つ 層 札 科 旭 款 
ES で: で いづ た こく に に: さも リ に) 
し 放 G 屋 政和 量 NW 7 
] 路 政 @ へ N ト も 8 誠人 お 東 計 
還 G 交 つ 寝 入 や くく 249 條 くじ 
必中 じ っ い 0 や 和 か 407 トリ 
@ ぐ 選択 往 0 し ゃ や) ン n pm 人 
穫 款 と 品 マ きり ずつ いり 品 応 筑 ル 
AYU9AP い も ば こり 315 
担 つ レン 20 べ 穫 200」 の る 
避 S8” か) ン 選 人 る KJ の 宮 ペ 
と YS 人 AR 抽 「[ る 9 祭 生 2 2 
PitSY く AWT の コト いけ で 
ぐり つき 心 昭 0 Pd6 和 1 


散歩 の 達人 
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BBQ 広 場 も 併設 する 大 き な 公 園 の 多い この 地域 。 
冬 だ か ら っ て 散歩 や ピク ニッ ク を 控え る の は も っ た いな い 


ASTRI / 気 持ち の いい 沿線 の 登山 用 品 店 に 「 科 ピクニック や 散歩 に 使え る モノ を 教え て ! 」 
へ Met @ と 無茶 ぶり を 了 敢行 。 ギ ミッ ク や 機能 に 
0 ョ 2 
人 の お 心 躍 る 道具 た ち で 、 お 外 ご は ん と 散策 を 語 歌 し た 。 
ー ル を 使用 。 ニ ッ ト 帆 取材 ・ 文 = 鈴木 健太 撮影 オカ ダ タカ オ 
に も な る 。 
[商品 協力 ] 
3 = Hiker's Depot 
= むさ し の 山荘 


= 山幸 
ー や や] 
ハイ マウ ント テー 
ミニ ドリ ッ プ ポッ ト ⑳ 
[2970 円 1 に 
湯 を 細く 注 げ る 注ぎ 口 は コー ヒ ( 
を 滝 れ や すい 。 容 量 
300m2。 [撮影 場所 ] 
野川 公園 っ 

2 ン / と 西武 多 麻川 線 新 小 座 電 駅 ま 。 <ー-。。 
デ . た は 多 麻 駅 か ら 徒歩 15 分 。 2 

EPI に 入園 自 由 。 ー 

ATS チ タン クッ カー [AAP ] P75 C-3W 
TYPE-2S 
[5049 円 ] ーー 
鋼 と 、 食 器 に も な る 蓋 で りこ 
計 152g 。 鍋底 に は mm ヽ < 
熱 が 全体 に 伝わる ーー <Sx 
加工 も 。 き 
Rd 
アキ ヒロ ウッ ド ワ ー ク ス 
x ハ イラ ンド デザ イン 1 
ジン カッ プ UL ⑩ Or 
[8690 円 ] < 

軽く て 保温 力も ある タブ ノ キ の 

カッ プ 。 スタ ッ キン グ も  。 主 訂 潤 語 Wa 


し や すい 。 区 


し 】 


= 6 > 
サー モス 本 還 le ミ 先 
山 専 用 ボトル 0 ポ ニム クー / ee 
_- [6600 円 ] 人 
ー 高い 保温 が ウリ 。 ナン た 
750mg サ イズ は 2 人 庁 し 』 ーー テー 
、 で の ピク ニッ ク に = ハイ マウ ント ト 
還 、 是 キャ ン ピ ビング フィ ー ル ド シ ー ト ⑩ 庄 計 
factory-b/ レ ベル 仙 テ [2640 円 ] 
3 (9eoo ーー 5 
ン SN 4 つの 脚 それ ぞ れ を 無 段階 調整 冷え を 防ぐ 。 薄く 軽量 で 
Pr で 萌 還 で きる の で 、 凸 凹 地 面 も 水 必 さ で 還 国 詳 h。 徐 壮 し や すい 。 
シバ に ュー さこ 平 に ! こぅ YO で et 
ィ S こつ へ ン で か 「 EE 
鏡 ま ンー / ">.、 aeP 626 


レー チー ナン 2 あらう 
各 Ya シッ ー 大 テー に 
て 0 火 や を 約 で 肛 そ 温 ビ る 売 ダ 賀 は き て 係 山 一 用 極 倫 歩 
所 mw が カ 湾 80 異 し の か 冬 ク と “パウ 人 83:- の い 者 好 ウ で 的 末 や 
然 缶 使 ッ れ C な た 名 い ピ に い 冷 ン さ と 底 ま や き チ まき に ト 公 山 
軽 コ ネプ た を る 湯 も ちご ク 取 うえ な ん で ぢ ど 冷 す 車 だ の な 山々 周 
い | る 編 り キ け を 山 は を り 山 や る "さえ “ 椅 け ダダ い 道 ち で 
コ ヒ 場 だ しれ 入 専 ん 胡 入 やす 防 こ し 防 ピ 了 チ で ウ だ 具 と の て に と 着 
エ | 所 っ カプ どれ 用 も り れ の い 寒 の の 止 ク の な ン ろ や 乙 冬 い い を 
る よ な て ッッ "3 れ ポ 欠 上 ら 発 未 グ 店 山 に ニニ 方 く ス ラウ で ピ る う 普 
こり ら 任 プ コ 時 ば ト か げ れ 想 端 ッ ` 鞍 い ツ も "に カ か エク 昨 人 
の NN さあ ズ | 間 い ル せ る も b を ズ つ を い ク 有 要 医 | 2 ア よ ヨ 今 が 等 
りき 1 ち 上 ヒ 後 環 に な に 3 う ` 温 も ゎ ま の の の 用 療 ト を り ツ > " 増 に 
で く 8 $ プ | も 境 沸 い は " 冬 め 販 先 大 で と し 関 は 活 積 ク 散 え 
火 を 使え る 場所 で は 、 
ーー も ウル トラ ライ ト な スト ー プ を ! 


[3630 円 ] 


五徳 、 風 防 、 ボ トル まで が セッ ト で 59g。 。 
薬局 な ど で 購 入 の アル コー ル 
で 湯 を 沸か せる 。 


ee ー 
ーー 
っ 
* 
4 に 
クッ 
3 か ゃ 、 
Sc 
3 むさ し の 山荘 
ダウ ンス カー ト S @⑲ 
[9800 円 ] 
お 尻 回 り の 冷え を ガー ド 。 表 計 
地 は 防水 仕様 な の で 沿 計 


れ に も 強い 。 


便利 バッ グ 
保温 ・ 保 冷 パ ッ グ に も 。 


むさ し の 山荘 / ざ ぶ と ん @ 


、 雑誌 を 挟ん で 敷 け ば ざ 
ぶ と ん に 早変わり 。 [900 円 ] ーー 
4 ぽか ば ぱか ネー プ 裏 が アル ミ で 断熱 性 あり 。 ペ ー ミ 
冷え 性 さん / に の 魔法 コジ ー 5 。。 ント ボ トル に 巻け ば 保温 ・ 
感涙 イン ソー ル 7/ ジッ プロ ッ ク と 併用 。 ー 冷 効果 も 。 
足 形 に 切っ て 凌 の 中 敷 、 こ へ 、、 』。 温 を 入れ て 10 数 分 か っ 
き に 使え ば 、 底 冷 え を か る フリ ー ズ ドラ イ も に に の 
大 きく 軽減 温か な まま ! 2 


アス トロ フォ イル で アウ トド アグ ッ ズ を DIY! 2 


エア パッ キン に 高 純度 アル ミ を 溶着 し た 厚 さ 4mm の 遮 熟 シー 
ト 。 本 来 は 住宅 用 建材 だ が 、 圧 倒 的 保温 性 と 切断 の ニー 
し や すさ か ら 食事 の 保温 や 就 容 用 マッ ト に 使う ハ 捕 還 還 四 詞 
< イカ ー も ! 『Hiker's Depotl で 販売 。50 p 


コー ー x120cm1430 円 。 
テー 


日 02 生ま ドン を 


くも っ 


軒 むさ し の 山荘 / つ ま 先 ダウ ン ⑨ 議 
[2so0 円 ] P 
冷え や すい つま 先 を 重点 的 

に 保温 。 靴 の 中 に 入れ 
て 履く 人 も 多い 。 


| 有 ナル ゲン /OTF ボ トル 人 
テ 1 [220o 円 ] 
5 計 、 作品 は 上 手 で 開け られ る ワ 
ンプ ブッ シュ 式 。100 で の 
湯 も 入れ られ る 。 
5 


ゴ ッ サ マ ー ギ ア 
パ ガ ボ ンド ジェ ッ ト ぬ ⑨ 
[1 万 8480 円 
UL ブラ ンド らし い 大 型 メ ッシュ 
ポケ ッ ト に 加え 、PC ス 
リー ブ も ! に 


ン 
了 


ハイ ラン ド デザ イン 

ハイ カー サコ ッシュ BB style ⑳⑩ 
[3795 円 ] 

文庫 本 や 500mg 飲料 も 入る 

容量 で 36g。 シ ンプ ル な 

作り が 湊 い 。 


ビッ グ ア グ ネ ス 
握 水 ダウ ンジ ャ ケッ ト ⑨ 
[3 万 9380 円 ] 
テン ト の フラ イ 生 地 を 表地 
に 使い 、 撮 水 ダウ ン を 
封入 。 濡 れ に 強い 。 


ーー モン ベル 
中.> クリ マエ ア ジャ ケッ ト ⑩ 
[9460 円 ] 
毛 足 が 長 く 、 温 か さと 薬 れ 
に くさ を 両立 。 コ スパ 。 


ヽ 
ザ ・ ノ ー ス ・ フ ェ イス 油 
アル パイ ン ラ イト パンツ 人 人 
[1 万 6500 円 ] 
膝下 か 5 細 く な る 美しい シル = 
エッ 。 ス トレ ッ チ が 効き 編 
足 上 げ 埋 人 


山幸 / チ ロリ アン シュ ー ズ 人 
[1 万 9250 円 ] 

ダブ ルス テッ チ の 怒 製 や ビブ 

ラム ソー ル が 堅 宣 な 印象 

長く 愛用 し た い 。 


アク シー ズ ク イン 
Ame-no-hi2.5 ⑳ 
[2 万 6400 円 ] 


シリ オ /PF.116-2 人 
【 1 万 6280 円 ] 


四 高 幅広 の 人 に フィ ッ ト し や 肝 


\ いい と こ ど り 。 雨 を 膝 
下 まで ガー ド ! 


が 2 
ア / 


ャ 
と 


は 
V 

P 
和 


く 散 一 人 売 の いし リ チ 相 登り 市 テ 来 一 大 が に 自 軽 の 
の 歩 足 に り 荒 る て べ ロ 広山 ア 財 イ 快 て 歩 欲 集 広 由 く 二 
は で を 今井 そ 10 ア リ の 東 シ と 語 ン 幅 ほ は く 迎 う 必 康 す 
大 も 提 う 中 短 う 年 も ア 足 な シ " グ に し の だ 店 ` を る 
事 足 案 べ 敷 明 ! 愛 対 シ に ど ュ オ を 歩い が と だ ロ 高 こ < た 太 
人 さじ し 導き 注 用 応 シ 合 "| リ 大 < く で 好 か が ン め と 郎 
ほ 司 水 正人 会 りら 目 ズ 当 其 た を 計 “ご グ 吉 夫人 党 
か 合 す フ 含 い テ て 普 | 靴 本 や ナ に め ね な 散 ハ U5 行 ん 
ら う "イィ め ゎ ラ い 段 ズ も 5 人 シル す の ー 人 歩 イ L 動 * 
こ 靴 や ッ < く < ン る 履 は 人 箇 に リ の る フ 全 好 用 を" 範 道 
を は ト そ 一 店 人 き 有 芝 多 オチ の イィ 般 き 好 日 囲 具 
履 り の の 別 貞 も と 料 抑 い の ロ が ッ に も き 本 の を 
つの ーー ーー 。 5 か ーー ペー ラ 人 重 
ンコ の バニー < まで 2 ーー 
S 季 ュ る の っ ーー 


1: 1 50 年 以上 の 老舗 か ら UL の パイ オニ ア ま で 、 今 回 、 
| 散歩 に お すす め の 道具 & ウ ェ ア を 教え て くれ た の が 
こち ら の 3 店 舗 。 店 の 思い が 色濃く 反映 され た 
品ぞろえ や 山 愛 深 すぎ の 店 主 が 、 ア ナタ を 待つ ! 


冬 の 散歩 支度 は こち ら へ 


武蔵 野 の 個性 派 山道 


NN 


1 1 Hiker's Depot 


[三鷹 ] [AAP ] P.74 B-5 


2008 年 に 開店 し 、 よ り 軽 量 な 道具 で 行動 範囲 を 広く し 、 
行先 を 自由 に する UL ニニ ウル トラ ライ ト と いう ムー ブ メ ン 
ト を 発信 。 店 頭 で は グラ ム 数 を 明記 し た 軽量 な アル コー ル 
スト ー ブ や テン ト 、 ハ ン モ ッ ク か ら 、 敵 歩 好 きも 気 に な る 
フッ トウ ェ ア や 軽量 財布 、 バ ッ ク パ ッ ク な ど を 販売 する 。 
スタ ッ フ は 国内 外 の ロン グ ハ イ ク を 踏 


破 し て お り 、 ロ ング ハイ ク に 挑戦 する 上 還 。 
人 の よろ ず 相 談 所 の よう な 紛 囲 気 も 。 ンタ 


JH 中央 線 三 鷹 駅 南口 か ら 徒 歩 10 分 。12 一 
20 時 、 火 休 (営業 時 間 を 変更 する 場合 は 店 の 


グ は 60 分 一 90 分 か か る こと も 。 で きれ ば 事前 予約 が お すす め 。 


1. 同 店 代表 に 「 靴 の フィ ッ テ ィ ング 日 本 一 ] と 称 され る 荒井 和 明 さん 。 手 に 
する オリ ジ ナ ル 軽 登山 靴 は 約 40 年 の ロン グセ ラー。2. 丁 寧 ズ フィ ッ テ ィ ン 


Facebook で 告知 。12 月 29 日 一 1 月 3 日 休 ) 4 に | 1. ス タッ フ の 二宮 勇太 郎 さ ん は メキ シコ ー カ ナダ を 歩い た 屈強 な ハイ カー。 / 
三鷹 市 下連雀 4-15-33 日 生 三鷹 マン ショ ン py 「 お 湯 で 戻す ナチ ュ ラル な 乾燥 食材 も そろ えて ます 」。2.10g 台 の アル コー 
2F な 0422-70-3190 の で | ルス トー ブ も 豊富 。 ガ スパ ー ナ ー よ り 火 力 は 弱い が 、 こ の 軽 さ は 武器 。 作 
ーー 
3 や まこ う 
会 員 に な れ ば 購入 額 に 見 山幸 
対し 7% の ポイ ント も | = [ 識 境 ] [Ap]p74B4 
借 業 半 世紀 以上 の 老舗 が 2019 年 に 武蔵 境 に 移転 。 モ ン 
ベル や ザ ・ ノ ー ス ・ フ ェ イ ス 、 フ ァ イ ン トラ ッ ク 、 ミ レー 功 


な ど 無 雪 期 か ら 雪 山 まで の 登山 用 品 が そろ い 、 山 を 愛す る 
熟練 スタ ッ フ が 適切 な アド バイ ス を し て くれ る 。 好評 な の 
が 登山 鞭 の フィ ッ テ ィ ング 。 足 の 横幅 を 含め た 採寸 や 、 靴 
に 合う ソック ス を 厚み ・ 生 地 感 の 違う 
計 8 種 も の ソック ス か ら 選 ぶな ど 、 と ペ 

こと ん 最適 フィ ッ ト を 探し て くれ る 。 ロ ー… 


JR 中 央 線 ・ 西 武 多 摩 川 線 武蔵 境 駅 北口 か ら 
徒歩 すぐ 。11 一 19 時 、 水 休 ( 祝 の 場合 は 営業 
12 月 30・31 日 は 時 短 営業 、1 月 1 一 3 日 休 )。 
武蔵 野市 境 1-2-28 山幸 ビル 2F 

人 0422-38・9284 


[三鷹 ] [AAP ] P.74 B-5 


登山 用 品 一 丈 が ド 〇 キ 顔 負け の 圧縮 陳列 で 並ぶ な か 、 掘 
り 出 し 物 を 探す の が 楽し い 。 い ち 推し は 蒸れ に くく 防臭 効 
果 の ある メリ ノウ ー ル の ウェ ア 、 そ し て オリ ジ ナ ル の ザッ 


防水 性 の 高い ダウ ンス カー ト や パン ツ は 、 冬 の デイ リー ユ 
ー ス に も 重宝 する 。「 お 客 さ ん に 対し 、 洒 
間違っ た も の は 売ら な いよ ] と 歯 に 衣 
着せ ぬ 2 代 目 の ト ー ク も 魅力 ! 


三鷹 駅 北口 か ら 徒 歩 1 分 。11 … 19 時 ( 土 は 
ー 18 時 )、 不 定休 (12 月 27 日 一 29 日 ・12 
月 31 日 一 1 月 3 日 休 。 年 末年 始 は 臨時 休 も 
ある の で お 店 ブロ グ で 確認 を ) 。 三 鷹 市 上 連 
雀 1-1-5-111 傘 0422・56・1789 


ク と ダウ ン ウ ェ ア 。 ザ ッ ク は 25 2 で あれ ば 750g と 軽量 だ 。 


1. 創 業 35 年 の 店 を 継ぐ 、2 代 目 の 大 賀 健 さ ん 。 埼 玉 県 新座 の 職人 に 災 製 を 
頼む つま 先 ダ ウン や ざぶとん も 人 気 。2. オ リ ジ ナ ル ザ ッ ク は お も に 25 4 と 
30! で 展開 。 花 柄 の モデ ル は 小学 生 が お 年 玉 で 買い に 来 た こと も ! 


『 ス ナ フ キ ッ チン 』 マス ター 直伝 ! 


小金 井 産 野菜 を 楽し む 


ヾ 
7 


小金 井 界隈 は 農家 や 直売 所 が 多い 。 中 で も 「 小 金井 江戸 の 農家 みち 」 は 多種 類 の 野菜 が 安く 買え る 


人 気 の エ リア 。 こ こ て で 毎日 野菜 を 仕入れ る 創作 料理 店 の マス ター に 案内 され て 巡っ て みた 。 


ー エ 藤 博康 撮影 デオ カ ダ タ カオ 


取材 ・ 文 


トト せ キト AS 
K ふ ー" 的 雷 抱 疾 才 
さや 旧 務 玖 る SM 
介 林 0 中” 電 皿 hi@ 否 控 革 m 
て し る 但 打 前 ′ 凸 組 興 を NRwA 
や る 企 打 編 還 いっ い 経 培 移 2 
思 ン ロ 巧 人 私 玖 い "aa 抽 維 吾 
ゴ ロロ Kー ミ ー 必 也 っ つり 5 避 
いさ て YYES れ 3 いび て 


寺 し め 宮 っ つっ 
四 堪 臣 様 守 賠 電 臣 


N 
は 


了 束 宙 ざさ "の 朗 く へ msi@ 


や っ ぃ る 根 林 尺 ILG 徐 隊 丈 ] 
くつ 皿 提 周 め 早 Sn” 監 団 せ 
『t り WWN ト ー ス ドド 「 リ DJ せ 敵 
騒 人 ホン じ 足 じゃ 丈 」 て ル K 
ふ ー" 親 衝 G 拒 ヨ 押 記 くせ で 
mt” DDG 蜂 肛 せ 只 所 了 馬 や 
王 田 悪 湯 セロ く 0 し dd で 応 融 民 
ル ′ 中 内 私 殆 霞 JK 慌 ぬ 取 し 
玉 GS やつ 人 S" KG 『K 団 トト ー 
マス 』 SG 表 団 閑 時 0 さく Q- の oO 〇 
時 ペ ゴ 里 ン " 

っ 季 で る | 宇 豆 四 採 ぐ 
内 由 葉 Q 軌 足 豆 時 や 


か ほ 
け か 


な どの 戦利 品 。 


サー 


ハヤ トウ リ や 米 ナ ス 、 ケ ー ル 、 シ ー ク ワー 


赴 売 所 へ 遡 う 


じ 欠 坦 0 で し 妨 内 四 崩 展 詞 採 
人 S 料 る "「 覆 所 K 政 せ 痢 )) や 衝 
部 む ロ ” 介 以 さる 所 環 で つ 
ロン っ S じ 畑 昧 やつ 各 玩 
@ 委 表 愉 穴 絡 W レ ン SieS しら 
居 澤 皿 " トー ミミ TI や 
S 央 所 了 採 閉 皿 係 品 く 7" 
せ や で マ い ミー 私 "7RA 代 GS 
基 昧 い 貞 虹 旦 環 中 師 ho 
『 む 財 じ つ つ 8 きつ 記 ono』 
せ K 照 計 信 旬 記 " 妊 握 G 角 時 ロ 
相 6 避 水中 公 限定 称 忠 抱い " 
GWSG つ つ 選 上 還 昌 寺 to 
RhH( で りう S? 更 選 し じ せ K 人 0 
さ @ 地 虹 旨 1 0 矢 「 旨 科 隙 ]J 
つじ し ハー ふ ロ ー ネ ー 北 硝 選 人 さ 
SG 下 油 態 め 甘 G り 畔 過 "「 ふ 
SG きつ で 公 ら 由 諸 史 飯 
iQ つつ し 遂 公 異 回 つじ うぃ 9 
軸 宣 ]① 絡 NNW じ ン StGT 

ル K ふ ー ゼ 貴 採 幼く 所 加 
電 "「K 和 y 半 し 引 く Ne" 人 8 うつ 人 


クル 「 ス イク ル ] が 便利 。 エコ バッ グ は 必携 だ 。 


駅 か ら 遠 く 農 家 み ち も 1km ほ ど あ る の で 、 
武蔵 小金 井 駅 か 東 小金 井 駅 に ある シェ アサ イ 


小金 井 市 緑 


JH 中 央 線 東 小金 井 駅 nonowa 口 か ら 従 歩 
5 分 。11 時 30 分 一 14 時 LO・18 時 一 21 時 
町 1-5-3 人 娠 090.5198・2216 


【 AAP ] P.75 B-3 


30 分 LO、 月 休 (1 月 1 日 休 )。 


駅 刀 上 晶 外食 s 
人 欄 ざ KWG 引 
棚 き 糧 へ 編 8 ら 人 
き へ そま へ 性 き 8 宮 
S ホー で せき ド や mp て 
ちせ 私 基 中 窒 交 ぶる Ss 
言 を る 著 で 理 E01 ユ 
N 帝 SG SE は R 貧 
剖 人 肖 S ec と 6 て 
前 トー 意 宮 紅 語 避 」 
SR K DS も 拉 。* ま 5 
扶 り ぶち じ 8i ト 
回 様 へ 了 駅 つこ を 5 


niQ お も IN ふ 過 財 し ロ " お ふも 
ふ 。 ロロ つっ 0 記 軸 )) 選 
ャ 舞 競 緒 つ お 刀 S 時 人 ン 選 Q 
で っ G や 人 8 うつ ン 直 Ye も 
MEET: で 2 だ た) 
さて he は ゼ 填 揚 革 選 ン “ 
ずり 2n@ る や 層 ロ くし 代 DiQ" 


水 栓 鍵 (500 円 ) を 買え ば 誰 で も 利用 で きる 。 


【AAP]P.75 B-2 


武蔵 小金 井 駅 近く の 深井 戸 天然 水 「 六 地蔵 の 
めぐ み 黄 金 の 水 ] で 料理 を さら に お いし く 。 


030 


031 


島田 園 
ミモザ の 木 が 目印 。 大 根 や キャ ペ 
ツ 、 ハ ヤ ト ウリ 、 柚 子 な ど が 100 
円 均一 で 。 地 節 の 切り 花 も 並ぶ 。 


1500 坪 の 農地 に 60 種 類 以上 を 栽培 。 そ の ほとん ど を 
直売 所 で 売り 切る 、 活 気 ある 農園 。 キ ウイ や ブル ー ペ ベリ 
ー な どの フル ー ツ 系 も 豊富 に そろ う 。 野菜 作り や 収穫 体 
験 が で きる 貸し 農園 サー ビス も 行っ て いる 。 

[AAP ] P.75 A-2 


【 秘密 の レシ ピ 教 えま す ! 】 


『 
旬 の 野菜 の ピク ルス 

ーー ンタ 
[材料] 4 人 前 [作り 方 ] 
酢 … 1 カップ 1. 野 菜 を 食べ や すい 大 き さ に 切る 
水 … 1 カッ プ 2. 材料 を 全て 合わ せ 、 野 菜 を 漬け 込む 


か え し (そば つゆ ) … 1/4 カ ッ プ 
は ち み つ … 1/2 カ ッ プ 

塩 … 大 きじ 1 一 2 

旬 の 野菜 … 今回 は 、 は や と うり ・ 
赤 カ ブ ・ タ マネ ギ ・ キ ュ ウ リ 

※ カ ッ プ は 米 の 計量 カッ プ を 使用 


3.2 日 目 か の ら 食 べ ご ろ に 。 
1 週間 以内 に 食べ きる 


他 の メニ ュー の レシ ピ も 
Web 「 さ ん た つ ] で 公開 予定 で す ! 


散歩 の 達人 


直売 所 の 裏側 は 広大 な 農地 で ある こと が 多い 。 
向こう の 森 は その まま 小金 井 公園 。 お 許し が 
出れ ば 収穫 作業 な ども 見 学 で きる か も 。 


ケヤキ の 大 木 が 目印 。 江戸 東京 野菜 が 豊 
富 。 減 農薬 だ か ら 虫 食い も ある けど 、 し 
っ か りう まい 。 西洋 野菜 の ルバーブ を 使 E 
っ た ジャ ム も ある 。 毎月 第 1 日 曜日 に は EE 
か 朝市 「 こ が ね 市 ] が 開か れ 、 野 菜 の ほか 焼 * 
1 き 菓 子 や 手作り 小物 な ども 販売 。 


[MAP ]P.75 A-3 


小金 井 江戸 の 農家 みち 
[AAP ]P.75A-3 


仕立 て と お は な し 処 Dozo 


記 お は な し 占い や 星座 、 妖 怪 ば な し を 語る 「 物 語 屋 ] と 、 お 

明和 茶 や 着物 、 借 人 和 小 物 な どの 私 的 生活 を 推進 する 「 仁 立 
て 屋 」 の コラ ボ 。 こ の 小さ な 庭 で 高橋 金 一 さん が 「 金 藤屋 」 
と し て 、 無 農薬 野菜 や 相 橋 類 を 量り 売り し て いる 。 
[AAP ] P.75 A-3 


春 第 や ネギ を 使っ 
た 鴨 ネ ギ つ け そ ば , 
これ に ビク ルス 、 
里芋 の サラ ダ 、 タ 
マネ ギ 、 ナ ス 、 キ 
ュ ウ リ 、 大 根 な ど 
の 和風 ラ タ ト ゥ イ 
ユ と 、 の 野 葉 8 点 
盛り を つけ て お 得 
な セッ ト 1100 円 に 


る 
鷹 市 と 
収穫 され る と 
この 冬 も 農家 の 庭先 や 
ーー 
っ 


。 今 、 ま だ 旬 で す !』a。 


| 


障 で 森 り 始め 43 年 の 特産 請 計 


が 、 実 は 


だ 


ー オ カ ダ タ カオ 


外国 産 と か ドロ ピカ ルフ ルー ツ と か 、 


さ U 
に 』 
| 
トカ 
思 
臣 
S 
ト り 


イメ ー ジ の ある 果物 


島田 果樹 園 の キウイ 棚 で 鈴なり に 
実っ て いた 東京 ゴー ルド 。 


に ニュ ビン こい まく いい よく NL 
還 oops 人 EO 

「 昌 WT か て ・K く て 
K・ ル ヘー 忍 民 7]7 GS 呈 責 G や 
っ 人 S" せ いで いい ミース 電 了 @ 枢 時 
や 昭 0 じ っ 8 つり JO 作 忌 せ 窒 衣 * 
ベー ミー 和 幅 隊 世 上 持 GE 軸 悪 召 
ロ ロー 迄 一 IA を 揚 つ 7 0 愉 棚 
雷 し OS Po つ せ 照代 SO 刀 " 


吊 避 せ 芝 世 レー 状 7 
朝 后 革 の 所 抽 定 一 


「 吊 骨 選 せ 昌 人 宙 さ し" せい で トミ 
ー ふ G 記 記 競 画 人 っ ーO? 最 下 
S 完 咽 @ 誤 中 S” 臣 区 江 ー 
所 きく しゃ 」 つの” つて 擦 民 60 つ 蟹 
屯 @ 写 覆 構 0 さ " 出 柚 m)) う 一 
WS 玖 尾 粋 き 崩 二 ゴ 選 ′ 二 殿 選 り 
坊 ′ る 條 本 選 や 駆 の 糧 舞 軍 fhwo* 
穴 更 G 画 むせ ー の ト o 叶 ′ 是 胃 
選 衝 中 @ 副 谷 ・ る 控 明 1 0 ぐ 公 暴 忌 
攻 S7R へ 醒 叙 Q キ や で マ い ミー ス 


三鷹 で キウイ フル ー ツ 栽培 が 始ま っ 
た 昭和 50 年 代 の 作業 風景 。 


PT し ゞ 栓 せき 
凍り で 
き S 品 3 中 必 叶 ご 
ちら p 所 ふ へ s せ QY 。 
量 必要 や 畿 @ こ モミ 
 。 角 考 由 と 四 く 
加 < 練 明 全 さら らら 昌 人 
更 明 寺 回 中 ビビ oE 
4 岬 穴川 世に 代 G 


イマ 


S 押 交 獅 く つ ^ 想 他 本 し 刀 りつ 
tt” 総 忌 忌 S せ か で トミ ー% 税 
地理 晶 上 選 で? 

「 長 赤 三 し # 皿 時 YORSQ7R AS 
昌 征 や つじ 立 昌和 伝 回 委 で Sn も? 
WS 層 。 589 昧 恨 つ ト RS 
KR さ へ 公 組 べく 押 旬 や G 齢 塵 や 玖 " 
回 に 7 た くめ 1 に て に よく *、 さ いい いで 
ー ム 代 め 型 @ 昧 郁 避 ゃ 中 和 公 中 つつ 
玉 ” 玉 私 Q 賠 人 6 環 弄 いじ” 是 隊 和 を 
量 民 ′ 中 人 ヨコ SR へ AG 翔 弄 り 貞 
SQ ぐし や] の る 挫 0SS 臣 
寝 し せい て い ミ ー% 悪 作 志 路 賠 ・ 
JH 世 村 0 く " せい マト ミー% 鋭 直せ 
昌 窯 さ る 医 WS 取ら る や し 撤 
臣 so 生 係 や 吾 作 ロロ ロー 一 IN 
ヘ と る 悪評 "8 時 SG 惑 飲 色 
起 QQOO 性 @ 押 ぬ 坦 お ? ペ 
選 ” 鍵 提 せ 雲 つ 志 や OS も 守 時 " 
35 く た ぴい さこ か さい せり 
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つじ 恨 舞 つ * 周 則 重 隊 吊 上 民 区 補 DJ 半 地 ご 全 り 飲 衣 "所 時 病 人 き M そ \ に 
ょ も 加 紀 Ne 角 ひ っ no" SDG 表 / 剛 著 症 壌 俊 愛 O" 型 評 S" 3 ? た は 

員 査 し 祝 さ は 0 膨 田 ロ / 打 。 NNN ミース せ 短 昌也 衣 識 和 p まき き 
天 ら 4mn 朗 棚 ロ ー 陣 @ 填 講和 "つっ 虹 型 し 舞 規 考 を 把手 幸 G 悪 民 っ に 拓 - キ 1- に も を 。 RE 1 きま や kg 
「Pp NpS 笠 お じき ツン ” 詳 時 珍 昌 人 SQ 才 宰 屋 っ 覆 届 選 穴 0 財 ーー 人 
SI 骨 せ や で て い ミ ー% 麺 SG 地 財 の や OS" 宗 W8 也 賠 ば” 親 NR 8 し ?K 
HK 聞 う つい 昭 ろう" ))S 革 講 穫れ QOS 人 提 罰 貴男 っ" 弄 褒 G 骨 鋼 四 6 さ EE 
さ 愉 さ 1616 図 竹 じ ” か GII 骨 上 きつ っ SO 各 瑞 区 は 
打 G 二 NG 瞳 @ 可 斑 相 日 h ふ AR 私 天 HH 列記 衝 まま 
揚 @ 環 心 し じ p" 遇 本 人 本 個 @ 己 医 。 話 WW じ 軸 O SRK 刻 で や ほお 人 四 S 
つる 駅 お 公 Q 図 竹 節 し 丸和 りつ し 窯 久 人 思っ? に す 都 0 ロ 古 


も " 哨 朋 税 昌 枢 坊 朱 還 hi い 9 うつ 

Po 地 則 林 K ロ OS 和 SRSP セ 

壁 っ し つき 心 公 ] (守山 0 く )" 
WS て Q0 唱 忌避 年 SO 


「| 暴 介 っ つっ うふ へ へ も 浜 宰 聞 
隊 まし We つっ XX ユ ネー ィ 篤 / 棚 
己 ロ ShS" 議論 @ ポ 斗 公 個 
坦 じ Se 罰 QR 卓 還 仙 男色 


nhN ミ ーー ル ふ ふり 許 じ 評 AOO 療 InJO 称 掘 話 つ " 末 穴 や 史 束 し 


指 で 軽く 押し て みて 、 柔 ら か けれ ば 甘い 食べ ご ろ の サイ ン 。 ま 


だ 硬い な ら " 追 熟 " を し て みよ う 。 リ ン ゴ や バナ ナ な ど エ チレ ン ガ ス を 出す 果物 と 一 緒 ( 
ー ル 袋 に 入れ 、 室 温 で 保存 すれ ば 早く 熟す 。 逆 に 各 成 を 進め た く な けれ ば 冷蔵 庫 で 保存 を 。 


filyAAU つ 227 匠 冶 Go 。 半 幸 wwQ さ しゃ 」 M 暫 0 さ " 舞 く ) actica。 R 誠 上 5 
聞 則 時” 拉 電 ホ て ふさ せら ON 和 画 彫 人 So 環 疹 せ 葵 選 可 谷 代 Q な ます 半 上 SS 
KSK ロ 料 所 符 " XKGK ロ 誠 科 し 時 G や NRSS” つっ 上 こ 計 絆 守 
人 前 3 駅 東和 や omRJQB 才 の 申 谷 KWYA や 本 で 半 も S よ に 3 
SW 雪 Se" ivS 握 半 ら 8 決 陣 。 p 駅 貼ら p 還 べく 綱 取 計 導 Qn つ すす まそ き 出生 店 た 
っ 0 を 記 民 年 幸 2 と じゃ RSS や TRIRvnuo 衣 巧 S つ N 衣 S 才 に 
江 人 Q 公 作る つ hy い 刀 や じ っ 3 (HL に 2 S ぎ 
 。 皿 れ く )① ろ nv3 悪 ろ 居 天 っ phIN" に | # 1) き ミ ょ 
きよ ささ: ら の IE 3 は) の に RE 
3 )) 下 貢 し ゃ 型 衣 つ し "4 貝 宮 上 上 全 も 
WS 缶 4m っ 上 で し -prQene 陣 うつ g 
や 隔 っ 6ht]( 祥 括 め ぐ ) 者 
は wQ 展 OO れ 0 約 加 く " 個 
詞 。。 障 交 選 w 良 や" 尽 G 普 


っ 1) 理 約 で" 


散歩 の 達人 
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三鷹 緑化 セン ター 

[三鷹 ] 
JA 東京 むさ し が 直営 
する 三鷹 市 内 の 直売 所 。 
キウイ フル ー ツ は 10 
月 下旬 1 月 下旬 まで ・ 
並び 、 加 工 品 は ワイ ン 
の ほか 、 キ ウイ 酒 や ジ 
ャ ム も 販売 。 最盛 期 の JH 中 央 線 三 鷹 駅 南口 か ら 小田 急 
11 月 半ば に は 毎年 、 バス [仙川 | 行き ほか 10 分 の 「 三 座 
「 三 鷹 産 キ リウ イフ ルー 農協 前 ] 下 車 5 分 。 9 一 16 時 、3・ 
ツ フ ェ ア 」 も 開催 する 。 9 月 の 最終 平日 休 (12 月 31 日 1 
[MAP]P74C-5 月 6 日 休 )。 三 鷹 市 新川 6-30-22 

合 0422-48・7482 


小金 井 ファ ー マ ー ズ ・ マ ー ケ ッ ト 
[ 避 基 小金井 ] 


2019 年 6 月 に 新築 開 
店 し た JA 東京 お さ し 
の 小金 井 エリ ア 直 売 所 。 
キウイ フル ー ツ の シー 
ズン に な る と 小金 井 市 
産 が お 目 見 えす る 。 三 
鷹 の キ ウイ ワイ ン や ヤジ JH 中 央 線 武蔵 小金 井 駅 南口 か ら 
ャ ム も 扱う ほか 、 近 肝 徒歩 6 分 。9 一 16 時 、3・9 月 の 
の 農家 に よる 自家 製 ジ 最終 平日 休 (12 月 91 日 1 月 6 
ャ ム の 種類 も 多い 。 日 価 )。 小 金井 市 中 町 4.16-22 全 
【AAP]P75B-2 042・385-3281 


三鷹 市 果樹 組合 キウイ フル ー ツ 協会 部 が 34 年 前 より 原 
料 提供 。 現在 は 年 3 回 ほど 発売 し ( 味 や ラベ ル は 随時 変 
更 ) 、JA 東京 むさし の 直売 所 と 市 内 の 酒屋 で 購入 可 。 


一 時 


三鷹 キウイ ワイ ン 三鷹 キウイ ワイ ン 三鷹 キウイ ワイ ン 

(スパ ー ク リン グ ) ( 無 ろ 過 ヌ ー ボ ー) ( 白 ) 

720mg 2420 円 720mg 1980 円 720me 1650 円 
写真 は 2020 年 6 月 発売 原料 は ヘイ ワー ド の ほ ほのか な 酸味 で すっ き 


版 。 キ ウイ フル ー ツ 1009% 
で 造り 、 さ わ や か な 甘み 。 


か 東京 ゴー ルド も 使用 
し て 醸造 。 や や 甘口 。 


り し た 飲み 口 。 写真 は 
2019 年 バー ジョ ン 。 


キウイ フル ー ツ の 華 豚 な る アレ ンジ あれ これ 


三鷹 市 果樹 組合 キウイ フル ー ツ 協会 部 
に よる ジャ ム の ほか 、 農 家 が 個別 に 作 
る 自家 製 も ある の で 要 チ ェ ッ ク ! 


キウイ フル ー ツ ジャ ム (東京 ゴー ルド ) 
650 円 
果肉 た っ ぷり 、 東 京 ゴ ー ル ド 本 来 
の 甘 さ が 味 わ える 。160g 入 り 。 
、』 


島田 果樹 園 


園 で 収穫 し た 東京 ゴー ルド 、 ヘ イ 
ワー ド の 2 種類 の ジャ ム を 製造 し 
庭先 で 販売 。 売り 切れ 次 第 終了 だ 
が 、12 月 中 は あり そう と の こと 。 


加工 品 も 注目 ! 


地元 の パテ ィ ス リー や ジェ ラー ト 店 な ど で は 、 身 近 な 食材 と し 
て 活用 され る 妄 が ちら ほら 。 見 た 目 も 味 も 多彩 で 楽し い 1 


う 一 お の 森 
【 武 蔵 境 ] 

2021 年 1 月 で 10 年 目 を 迎え る 洋 
某 子 店 。 三 鷹 の 豊 か な 農業 と 農家 の 
熱意 を 地域 の 人 に 伝え た いと 、 お 菓 
子 の 素材 に 地元 の 旬 の 農産 物 を 積極 
的 に 取り 入れ る 。 キ ウイ フル ー ツ は 
3 年 ほど 前 より 吉野 園 (P33) の レ 
イン ボー レッ ド (2020 年 分 は 終了 ) 、 
東京 ゴー ルド 、 ヘ イワ ー ド を 仕入れ 、 
ショ ー ト ケー キ や タル ト に 変身 させ 
る 。 春先 まで は 店 に 並ぶ 予定 だ が 、 
日 替わり の た め 購 入 の 際 は 確認 を 。 


JR 中 央 線 ・ 西 武 多 摩 川 線 武蔵 境 駅 
南口 か ら 徒 歩 15 分 。10 一 19 時 、 
水 休 (1 月 4 7 日 休 )。 三鷹 市 井口 
1-22-38 会 0422-26・4051 
[AAP]P74C-4 


1. シ ョ ー ケ ー ス に 並ぶ 東京 ゴー ルド の ショ ー ト 420 円 。 
2.「 キ ウイ フル ー ツ が こん な に ケー キ に 合う と は 」 と 店 主 
の 魚住 祥 一 郎 さん 。3. 東 京 ゴー ルド の タル ト 500 円 。 
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JAG 
4 表通り 忌 あ る 泌 づ た 店 人 いい が 、 
伴 日 は あえ て 住宅 地 に 迷い 込む 。 
行き 先 は 、 地 域 に 密着 

< 机 し みや すい 町 の パン 屋 き ん だ 。 
の 人 を 牧 3 玉 放 だ 55OGE 
近隣 住民 と 相思 相 逐 。 


目印 は 、 小 さ な 考 捧 き 直 坂 ! 


地域 に 待ち 望ま れ て 
自宅 敷地 内 に 開店 


いで ば ぱん 
[武蔵 境 ] | 
ゃ 
友人 に 向け て 自宅 で パン 教室 を 開い て | | 
いた 井出 容子 さん が 、 | 普段 か ら 気軽 に 月 
買え た ら う れ し い ] と いう 声 に 背中 を 押 ら 
され 、 店 を 始め た の が 2016 年 。 材料 は 
無 添加 に こだわ り 、 中 に 入れ る 具 材 も 丁 
寧 に 手作り し て いる 。 例 えば 、 カ レー パ の 司 
ン の カレ ー は 辛 さ 控え めで 、 生 地 と 一 緒 3 | 
に 噛み し め る た び 、 国 産 小麦 と 天然 酵母 議 


の 醸す 自然 な 甘み が 野菜 の 旨味 と 相 ま っ 
て 味わい を 増す 。 季節 ご と に トッ ピン グ 


い 
焼 めん た いこ フラ ンス 
260 円 


4 


が 変わ る デニ ッシュ も お すす め 。 人 
. 有 中央 緑 ・ 西 武 多摩 い 

る 中 は コル / 川 線 武 蔵 境 駅 南口 か 者 パン 

* ら 徒歩 19 分 。11 130 円 


18 時 (売り 切れ 次 第 1. パ ン は どれ も 店 主 の 井出 さん が 一 つ ひ と つ 手 作り 。 テ ラス 席 


終了 )、 日 ー 水 休 ( 臨 時 で は 購入 し た 商品 を 食べ られ 、 地 域 の 安らぎ の 場 に も 。2. 一 番 
休 あ り 、12 月 27 日 一 上 人 気 は 塩 バン 。 デ ニッ シュ は 時 季 に よっ て トッ ピン グ が 異な り 、 
1 月 7 日 休 )。 三鷹 市 12 一 1 月 は 洋梨 が 使わ れる 予定 。3. きび 砂糖 、 ゲ ラン ド の 塩 な ど 、 
深大寺 1.5-30 合 04 材料 は 体 に 優し い 自然 の も の に こだわ る 。 

22-33・6190 

[MAP ]P.74C-4 
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里 い ぬ 未 で い 普 弄 避 ぐつ” 握ら 想 宮 AY 粧 業 や さ ふ 
39 と 共に 上 コ ロン 
培 尋 相克 下 役 工人 委 で 選 7『 っ し さく 』 p 思 班 つ て N 凡 軸 AN 則 
し ら 忍 hQ 還 うじ う 19。 玖 包 筐 装 お 癌 の 人 億 で W ぎ K 
1 o 
pS 燃 いく き 力 師 い ^ 包 編 .Q つ 0 奈 題 せ 板 責 Q 由理 pS お る は 
尋 ご 
2? る に 恥 せ き Q” 章 申 避 電 0O 尺 66SK じ K 醒 計り と 人 表 を 守 
っ o 穴 角 公 
肌 fpe 7「J@ 慰 ′ 叫 史 下 ] 虐 刺 舞 役 …… 季 坦 寺 党 sa る ト で 
は 1 デ 
…… つう っ ……" 更 図 NN つや 思 て AS 
- \ 意 や 近 ト SK 
さや 鍋 せ し ト り 将 拘 Ne AS や NGI 
ユ さ 介 で や 畠 下 
性 0S 馬 の うい りつ 人 " を 作 避 日 控 
っ J トー コ 
《⑯Q 刀 人 S 悦 燕 史 舞 Ki 
” 宗 十 E 羽 ロ SO 
計 珈 私 冊 や し っ @ 篤 幸 皿 " 


や つつ 照 っ 選 0 じ SO 
ざ ” WS 記 珈 ぐ G く い ロ ロロ 
0 祥 腫 或 仙 信人 し っ 刀 ! 
玖 0 ゆー を 0 ポーー 

忍 り 必 舞 と GR 滅 つっ 直 本 弄 G く へ 陣 " つ 公 つ 7 )) 
県 十 0 く GS 四 震 つ 宗 昌 所 | 中 器 証 衛 恥 お 刀 氏 G 源 が 想 
地 じ で YWP ン お 大 王 玖 \e KK っ ロ ? 尽 % 
選 癌 つ 刀 骨 G 環 人 や せら つつ 人 Q" や つる 掴 避 親 し 了 
吉 で Q 県 SS 國 じ 基 只 人 委 じ QS AOSS 


由 放 G 表 間 や k@ 況 珈 ど ボボ けり" る 
いい | ・ で コト さい 


110 円 


ラン 


黒 往 ぶ どう ボー ル 


ー つ ひと つの パン ! 
素朴 さと 個性 が 詰まる 


ね マフ ィ ン プレ ー ン 
( べ ! く ま バ パン 


田 
3 か 」 
る っ うつ "『 う っ じ せく 』 せ 「 層 祝 GHQOS 虹 記 で ト 9 * ググ 
INK 明 王 棋 つ し っ 0 り リン 
MSG 公主 クジ ング 


和 セ 介 @ 器 守 0” 掴 革 S@ 帳 
嘆 る 坦 本 ぐ く へ 咽 間 
で te 半 田 ” 躍ら 掴 ロ 8 親 
SBH 居 で " 抽 計 私 い 
選 妃 を AG 季 い 各 量 う Q つい の で うに で いい 上 い コ 


本 ょ J け [ 室 〇 エー ロマ エー] 一 
に だ 4 に [へ に よく 
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季 
今日 は どん な 


楽し め 
出合 い が あ る か な 、 と 訪れ る た び 楽 し み 。 


リー ム と スイ ー ト ポテ ト を 一 度 ( 
る 「 飛 べ ! くま パン ] も 期間 限定 だ が 、 


節 商 品 が 入れ 替わり 現れ 、 


武蔵 野市 中 町 2.2411 合 08 


JR 中 内 線 三 鷹 駅 北口 か ら 徒歩 12 分 。11 18 時 ( 士 は 
ー 17 時 。 売り 切れ 次 第 終了 )、 月 ・ 水 ・ 木 ・ 日 休 (12 月 


30 日 一 1 月 11 日 休 )。 


0.5693・5524 
[AAP ] P.74 B-6 


に わく わく 。3- 店 名 を 冠 し た 
ね マフ ィ ン ( プ レー ン ) は も っ ちり 食 感 が 魅 


力 。 ま ず は 何 も つ けず 、 生 地 を 味わっ て 。 


1. 以 前 便 い て いた パン 屋 で 出会っ た 山本 さ 
一 式 


ん ( 左 ) と 麦畑 さん 。2. か わい い 外 観 が 目 ( 


入る と 


る は コ // 
国産 小麦 の 味 を 生か す 
長 時 間 冷 蔵 発酵 


MORI BAKERY 


[武蔵 境 ] 


ホシ ノ 天 然 酵 母 と 自家 製 の レー 
ズン 酵母 を パン に よっ て 使い 分 け 、 
長 時 間 冷 蔵 発酵 で 国産 小麦 の 持ち 
味 を 前 面 に 。 開 店 直後 、 住 宅地 に 
漂う パン を 焼く 香り に 誘わ れ 、 
早々 に 人 が 集まり だ す 。 自家 製 つ 
ぶ あ ん が 入っ た よもぎ あん ば ん は 、 
「 こ この が 一 番 よ も ぎ が 濃厚 ] と 評 
判 な だ け あ り 、 か じ り 付 いた 途 端 
に 香り 立つ 。「 ご 近所 さん に 育て 
て も らい まし た 」 と 笑う 店 主 の 森 
春子 さん と の や り と り も 醍醐 味 。 


武蔵 境 駅 北口 か ら 従 歩 18 分 。11 時 30 
分 一 売り 切れ 次 第 終了 。 水 ・ 土 の み 営 業 
(年 末年 始 休 は Instagram に て 確認 )。 武 
蔵 野市 関 前 4-7-16 谷 0422・27-8827 
[AAP ] P74A-4 


1. 山 食 は トー スト する と 耳 ま で 甘い 。 フ ルー ツ カ ン パー ニュ は スラ イス し 、 ワ イン に 合わ せる の も いい 。2. パ 
ン は すべ て 春子 さん ( 左 ) の 手作り 。 週末 は ご 主人 が 接客 を 手伝う こと も 。3. 自 宅 の 軒先 を 改装 し 、 オ ー プ ン 。 


種類 豊富 な ハー ド 系 に 
大 人 も 子供 も ハマ る 


パ ゲ ッ ト ・ パ ター ル 
270 円 


プー ラン ジェ リー 
hiro 
へ 【 ミ 度 ] 
ha 。 店 主 の 向山 博幸 さん は 都内 の パ 
ベー コン エビ Wi ン 屋 に 約 20 年 間 勤務 し 、 独 立 。「 パ 
5 < ン 屋 の お ば ちゃ ん と 呼ば れる の が 
夢 だ っ た ] と 妻 の 泰子 さん は うれ 
し そう だ 。 自 慢 の パ ゲ ッ ト ・ バ タ 
ー ル は 、 食 べ る 直前 に トー スト す 
る と 外側 は カリ ッ と 香ばし く 、 中 
は し っ と り し て 甘い 。「 自 家 ブ レ 
ンド し た 小麦 粉 を 使い 、 香 り を 最 


。 
大 限 に 引き 出し ます ] と 博幸 さん 。 
ライ 麦 で 作る カン パー ニュ の も っ 
フラ ッ ク ちり 食 感 に も ヤミ ツキ 。 
チー ズ の こ 
リュ ステ ィ ッ ク こる 三鷹 駅 南口 か ら 徒歩 25 分 。10 19 時 、 
220 円 水木 休 (12 月 30 日 一 1 月 7 日 休 )。 三 
座 市 上 連雀 9-1-8 谷 0422-57・8864 
っ [AAP ] P.74 C-5 
1. ペ ー コ ン エ ピ は 辛 さ 控え めで 子 | * る は コ ァ / 


供 に も 大 人 に も 好評 。 パン は 16 
時 ご ろ ま で 焼き 続け る の で 、 夕 方 
で も 何 か 焼 きた て が 手 に 入る 可能 
性 大 。2. 店 主 の 向山 さん と 妻 の 
泰子 さん が 切り 盛り 。3. 住 民 が 利 
用 する 生活 道路 に 面 する 。 下 校 途 
中 の 学生 の 寄り 道 ス ポッ ト に も 。 


037 散歩 の 達人 


甘い も の 。 そ れ は つま り 幸 せ の 象徴 


ぬく も り カ フェ で 
お や つづ つ 時間 


ほっ こり し て 和 ま され た り 、 満 足す る あま り 
ぼん や り 無 我 の 境地 に 至っ た り 。 は た また 、 
うれ し く て 気持 ち が ぐ ぐっ と 上 が っ た り 。 
お や つ を 食べ る と 、 私 は いつ も 幸せ 。 
今回 の 散歩 の 目的 地 は 、 ま さ に 

そん な 看板 お や つが ある カフ ェ だ 。 


取材 ・ 文 信 藤 舞子 撮影 佐藤 倫 治 


』 TTP 
。 NORIZ COFFEE 


【 惑 境 ] 


芳しく 、 か つ 豊 か な 
余韻 も じっくり 堪能 


し っ と り し た 生地 に うっ と り 
させ られ る ロー ルケ ー キ は 、 断 
面 に 生 ク リー ム で NORIZ の 
「 の 」。 ホワイト チョ コ を 混ぜ た 
コク の ある 甘み が 、 エ スプ レッ 
ソ キ ャ ラメ ルソー ス と 対比 を 成 
し 、 印 象 を 引き 締め る 。 ま た 、 
卵 の 風味 が 際立つ プリ ン は 一 拍 
置い て ラム 酒 が 舞い 、 し ば らく 
いい 香り 。 ね っ と り し た 舌触り 
で 甘み が 程よく 口 の 中 に と まり 、 
ロー ルケ ー キ に 劣ら ず コ ー ヒ ー 
と 相性 が いい 。 一 つ を 選ぶ の が 
難し く 、 両 方 食べ た く な る 。 


JH 中 央 線 ・ 西 武 多摩 川 線 武蔵 境 駅 北口 1. エ スプ レッ ソ キ ャ ラメ ル ロ ー ル ケー キ 
か ら 徒歩 4 分 。1 サ 一 18 時 、 木 ・ 全 休 (12 月 430 円 。2. 自 家 製 プリ ン ホイ ッ プ クリ ー 
29 日 1 月 1 日 休 )。 武蔵 野市 境 2-8-1 詳 ム 乗 せ 490 円 。 ドリ ッ プ コー ヒー 490 円 。 


細 は Instagram (@noniz.coflee) に て 3. 田 中 さん 夫妻 が 笑顔 で お 迎え 。4. コー 
確認 ヒー 豆 は 宣彦 さん が 自ら 店 内 で 持 煎 。 
[ AAP ] P.74 B-4 


038 


素材 の 持ち 味 を 生か し 
癒 や し 効果 を 引き 出す 


一 色 淳 さん 、 真 未 さ ん 夫妻 
の カフ ェ に は ヒー リン グ ス ペ 
ー ス も ある 。 だ か ら 、 お 菓子 
も 癒 や し 効果 が 大 きい 。 白 み 
そ ゴ マク ッ キ ー は 温め 直し て 
出す こと で ほろ り 、 柔 ら か く 
な り 、 ホ ッ と 和 ま せ て くれ 、 
酒蔵 か ら 仕入れ た 玄米 酒 柏 の 
クラ ッ カ ー は ほのか な 甘み と 
塩味 が 食欲 を 呼び 、 ザ ク ザ ク 
し た 歯応え が 気分 を 上 げ て く 
れる 。 淳 さん が 煎 し た 明る 
い 味 わい の コー ヒー が 全体 の 
甘み を 押し 広げ 、 さ ら に ホッ 。 
JR 中 央 線 東 小金 井 駅 北口 か ら 徒歩 
5 分 。11 一 19 時 、 水 ・ 木 休 (12 月 30 
日 1 月 3 日 休 )。 小 金井 市 緑町 1-1- 
23 大 洋 堂 書 店 谷 042-989・7148 
【 AAP ] P.75 B-2 
1. 前 列 左 か の ら つ ぶつ ぶ 酒 カス クラ ッ 
カー 100 円 、 抹 茶 チ ョ コチ ッ プ ク 
ッ キ ー 80 円 、 白 みそ ゴマ クッ キー 
80 円 。 ミ ニ ビ ー ガ ン ガ トー ショ コ 
ラ 250 円 、 ハ ンド ドリ ッ プ 480 円 。 
2. 一 色 さ ん 一 家 。3. カ フェ は 父 と 
叔父 が 営む 書店 に 併設 。4. 季 節 の 
ケー キ か ぼ ぽち ゃ の タル ト 450 円 。 


( Rose。&.M 


【 三 座 ] 


この 味わい 深 さ は 
うん と 手間 を か けた 証し 


タル ト タ タ ン は 日 に 数 回 、 
数 を 分 け て 焼く の で 、 時 間 が 
合え ば 出来 た て を 食べ られ る 。 
色濃く し っ か り キ ャ ラメ リゼ さ 
れ 、 口 の 中 を 漂う 甘み 、 酸 味 
を サク サク の バイ 生地 、 生 ク 
リー ム が 増幅 する 。 レ モン ケ 
ー キ は 国産 レモ ン を 手 搾り し 、 
果汁 を た っ ぷり 使用 。 爽やか 
な 香り が 修 腔 を 通り 、 目 の 前 
が パッ と 明る く な る よう 。 シ ョ 
AR Si 1. 絶 品 ! タル ト タ タ ン 580 円 。 2. レ モ 
が 間借り 。「 若 い 才能 も 応援 し て 。 は 店 ま の 江 ロ さん (を )、 タ 
た い ] と 店 主 の 江口 睦子 さん 。 。。 ルト タタ ン は 和 理 担当 の 水上 香 さ ん 


に よる 手作り 。3. 壁 面 の 棚 に 並ぶ 
ーー カッ プ & ソ ー サ ー が 圧 差 。4. こ い 
本] | ニレ モン ケー キ 350 円 。 紅茶 650 円 。 

7 


ヽ 3 二 


JH 中 央 線 三鷹 駅 南口 か ら 徒歩 13 分 。 
11 時 30 分 一 19 時 、 第 3 月 ・ 水 休 (12 
月 28 日 一 1 月 3 日 休 )。 三 鷹 市 下 連 
雀 4-17-10 1F 会 0422-26-8670 
[AAP ] P.74 C-5 


039 散歩 の 達人 


最後 、 溶 けた 状態 を 
飲み 干す の も 美味 


自家 粘 煎 し た コー ヒー が 評 
判 の 店 で 、 お 目当て は アフ ォ 
ガー ト 。 濃厚 か つ す っ きり し 
た 苦味 の 深 煎 り 、 ブ レン ド 
No.3 を 使っ て エス プレ ッ ソ を 
抽出 し 、 グ ラス に 移し て アイ 
スク リー ム を 重ね て ある 。 口 
に 入れ る と 、 ま ぁ 不 思 議 。 豆 
の 成分 が 冷え 、 ミ ルク と 合わ 
さる こと で アプ リコ ッ ト に 似 
た 風味 が ふわ り 。 中 深 煎 り の 
ブレ ンド No.2 を ハン ドド リ 
ッ プ で 滝 れ て も らい 、 交 互 に 
味わう と 、 次 第 に 甘み が まろ 
や か に な る の も また いい の だ 。 
JR 中 央 線 起 基 小金井 駅 南口 か ら 
徒歩 15 分 。9 一 17 時 、 ( 土 ・ 日 は 
10 - 18 時 )、 無 休 (12 月 30 日 一 
1 月 4 日 休 )。 小 金井 市 前 原町 
1-14-3 傘 042:407・6842 
【 MAP ] P.75 C-2 


1. ア フォ ガー ト 500 円 。 ホッ ト 
コー ヒー (レギ ュ ラ ー) 400 円 
は ブレ ンド 、 シ ング ルオ リジン 
の 全 10 種 前 後 か ら 選 べ る 。 
2. 窓 の 外 に は 坪 庭 が 見 える 。 
3. 木 山岳 大 さん 自ら 嬉 前 。 
4. 始 煎 中 は 店 内 に 香り が 漂う 。 


( すう ぶ 屋 で み Cafe ) 


1. ギ ャ ラリ ー に 併設 。 ハ ンド 
メイ ド 作 品 の 販売 や 、 ワ ー ク シ 
ョ ッ プ 、 ラ イブ の 開催 も 。2. 店 
主 の 嶋 岡 さん 。3- お か ら ド ー 
ナツ 1 個 130 円 ご -。 ハ ー ブ プ 酢 ソ 
ー ダ 割り 400 円 。4. 店 内 は 自 
然 光 が た っ ぷり 入る 。 


大 豆 の 旨味 を 味わえ 、 
お や つ に も つま み に も 


名 物 は 見 た 目 以上 に ボリ ュ 
ー ミ ー で 小腹 を 満た し て くれ 
る お か ら ド ー ナ ツ 。 密度 が ぎ 
め っ と 高く な る よう 、 店 主 の 
嶋 岡 秀美 さん が ー つ ずつ あえ 
て 手 で 成形 し て いる 。 国分寺 
の 老舗 [星野 豆腐 店 ] で 仕入れ 


た お か ら は 大 豆 の 旨味 が 濃く 、 


プレ ー ン ドー ナツ は ジュ ー ス 
や ビー ル 、 何 に で も 合う 。 チ 
ョ コ 、 ラ ベン ダー な どの フレ 
ー バ パー も 日 替わり で 登場 する 
の で 、 一 つ は その 場 で 、 一 つ 
は 持ち 帰り も あり だ 。 

武蔵 小金 電 駅 南口 か ら 徒 歩 6 分 。11 
ー 18 時 、 月 ・ 火 休 ( 日 不定 休 、12 月 
28 日 一 1 月 5 日 休 )。 小 金井 市 本 町 
6-5-3 シャ トー 小金 井 ア ー ト スポ 
トシ ャ トー2F 人 き 080・.5403・4106 
【 AAP ] P.75 B-2 


あふ れる 滋味 に 
体 と 心 が す こぶ る 喜ぶ 


「 試 作 し て は 、 お いし いね 、 と 
褒め 合い ます 」 と 笑う 店 主 の 草 
野 晃子 さん と 土屋 真美 子 さん 。 
二 人 が 手掛け る の は 、 動 物性 食 
材 を 使わ な い オ リ ジ ナ ルレ シ ピ 
の 滋味 あふ れる 焼き 菓子 だ 。 洋 
梨 の マフ ィ ン は コン ポー ト を 生 
地 に 練り 込み 、 刻 ん で きび 砂糖 
で 煮込ん だ も の を トッ ピン グ 。 
柿 が まばゆい 色 を 放つ タル ト は 、 
土台 の クッ キー が 甘 さ 控え めで 
熟し た 柿 の 甘 み が 映え る 。 主役 
の 野菜 や 果物 は 日 に よっ て 異な 
る の で 、 一 期 一 会 の 楽し み も 。 


西武 多摩 川 線 新 小金 井 駅 西口 か ら 従 歩 
18 分 。11 時 30 分 一 17 時 、 金 ・ 土 の み 
営業 (12 月 20 日 一 年 始末 定休 )。 小金 
井 市 前 原町 2-17-9 詳細 は Instagram(@ 
cafekoti2020) に て 確認 

【AAP ]P.75 C-2 


1. マ フィ ン 430 円 一 。 ハ ー ブ テ ィ 430 円 と セッ ト で 100 
円 引き 。2. タ ルト 650 円 -。 オ リ ジ ナ ルチャ イ 550 円 と 
セッ ト で 100 円 引き 。3. 草 野 さん ( 右 ) と 土屋 さん 。4. お 
菓 子 は 持ち 帰り 可 。5. 陶 芸 家 の ア トリ エ を 間借り 。 


041 散歩 の 達人 


っ た 。 


何 が で きる の か ? 興味 津々 た 


大 き な ク ス ノ キ の 下 の 、 伝 えた い 物 語 


そ 、 生ま れ 変 わっ た me 旬 樹 有 』 へ 


フ うこ 


どき どき 楽し み に し て きた 地域 住民 の 1 人 と し て 、 歴 史 に 残る 素晴らし き バ トン タッ チ を 、 記 録 し て お きた い 。 


日 本 が 誇る 喫茶 店 文化 を 感じ た 人 気 店 が 、 惜 し まれ な が ら 閉 店 。 そ の 跡地 


「 珈 琲 館 くす の 樹 ](1979 一 
2019 年 ) 跡地 に 、 去 る 11 月 24 


よ 


型 」” 力 工 SINA テ 
ルー ふ 如 由 電 O 丸 "時 押 中 
に EIC へ utPK く IE 
代 ” 臣 還 BJG 世 史 長 QS う マズ 
せ 通 旧 ” 混 や 和 S 1 くし "人 細 し 
展 環 つ "QB 中 @ 忌 4 で 
ゃ "ふり へ へ や ぐ や 届 記 皿 つ 
し っ "くべ 駄 世 GS 政 世 昌 
ローK 愉 滑ら 史 さ し eS お 7 
QO て の 時 秀 " 親 綴 豆 和 SQ 避 
つ お 李 公 刀 抑 聞 「 路 避 ロ pn | 
ED めで が り 


日 、 ス ター バッ クス が 開店 し た 。 


や すき 想 選 上 ロ 皿 李 " ww@ 届 " 
志 中 を トー ミ 仙 四 さ や 緒 缶 mg 
S 思 民 畔 妥 4K ゃ p 事 0 で で” 人 林 
信 冊 S『 内 由 棚 民 尽 じゃ ぐ 賠 』 く 
@ 軸 卿 束 必 で 選 て や っ 刀 つ っ 
′ 最 黒き 紙 人 る 紙 皇 人 0 て" 


っ せ 恥 お召 公 で 
型 連 G 突 っ G 型 ” 古 ら 


つ 8Q ン 訪 座 人 S 玖 0 妨 人 ” 
民 ロ 「 尽 私 ] 公 世 つ ン 測 財 h@ 
@ 毅 品 下 っ 刀 "「 ン から 禄 | 人 S マ 
に まい 】 く まく Y く すべ だ:Su2PF さく 
癌 Wo" きく し じ Q 選 で 旋 拉 凶 


1. 上 写真 と 照ら す と クス ノ キ 、 イ ト ヒ バ 、 
三角 屋根 が 重なる 。2. 高 い 天井 も 象徴 的 。 


に WP 違 定 "ロー リー も 足 Sne 暴 
人 りき っ G ぜ 口 折っ? 
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松井 一 恵 撮影 一 原 幹 和 加藤 昌 人 (くす の 缶 ) 


取材 ・ 文 


幕 父 坂 の 達 - 


as 


ma 


則 岬 中川 
| 下 


1. 店 主 の 藤田 さん は 、 荻窪 に あっ た 「 さ さま 書店 ] 
で 修業 し た の ち 独立 。2. ジ ャ ン ル ご と に 丁寧 に 
選ば れ た 本 が 並ぶ 。3. ア メリ カ の 美術 家 ジ ョ ゼ 
フ ・ コ ー ネ ル の 作品 集 、 詩 に 親しむ きっ か け と な 
っ た 尾形 亀之助 の 詩集 「 色 ガラ ス の 街 ]、 三鷹 に 縁 
が 深い 太宰 治 の 「 斜 陽 (1948 年 発行 )。4. 終 日 や 
わら か い 光 が 入る 絵本 の 棚 の 一 角 。5. ジ ャ ズ や 
ブラ ジル 音楽 な どの CD や レコ ー ド も ある 。 


JH 中 央 線 三鷹 駅 北口 か ら 徒 歩 8 分 。12 一 20 時 
火 休 。 武蔵 野市 西久保 2-3-16-101 

容 0422・38・8983 

[AAP ] P.74 A-5 


新刊 ・ 古 書 問 わ ず 、 本 屋 さ ん の 名 店 が 連なる JR 中 央 線 沿線 。 


三鷹 武蔵 小金 井 の 区 間 


| 


りん て ん 舎 


[三鷹 ] 


い 手 き は な く と も 、 じ っ くり 腰 を 据え て 
本 と 向き 合う 店 が 多い 。 名 駅 停車 の 書店 巡り に 出発 ! 


取材 ・ OO 撮影 王丸 毛 透 本 野 克 侍 FE 


日 常 か ら ひ と つ 駒 を 進め る よう な 本 を 


2019 年 3 月 オー プン 。 詩 や 短歌 、 俳 
句 を 核 と し て 海外 文学 や 人 文 思想 な どの 
分 野 に 力 を 入れ て いる 。 店 主 の 藤田 裕介 
さん は 20 代 の ころ 自分 の 枠組 み に な い 
も の が 読み た いと 古書 店 を 巡る よう に な 
り 、 尾 形 亀 之 助 の 詩 に 出会っ た 。「 詩 を 
読む こと は 日 常 生活 と は 別 の 生 を 歩む こ 


と で 、 よ い 詩 を 読む と ひと つ 駒 を 進め た 
よう な 感じ が し ます 」 と その 和 魅力 を 語る 。 
棚 の 本 の 並び は 、 ゆ る や か に ジャ ン ル 分 
けが され て いる が 、 と き に その 流れ を 断 
ち 切 る よう な 一 冊 が 潜ん で いて 油断 な ら 
な い 。 日 々 の 生活 に 思い が け な い 刺激 と 
転換 を も た ら す 本 が 、 き っ と 見 つか る 。 


「 
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お へ そ 書 房 
[武蔵境 ] 


日 々 、 読 む 本 を 求め て 
立ち 寄る 街 の 書店 


駅 か ら 続く 商店 街 に あっ て 、 人 通り が 
絶え な い 。 店 頭 に 並ぶ 本 を 物色 する 人 
店 内 に 入っ て じっくり 選ぶ 人 、 さ まさ ざま 
な 年 齢 の 人 た ち が 生 活 の 一 部 と し て 思い 
思い に 本 を 楽し ん で いる 。 開店 時 は 店 主 
の 小宮 健太 郎 さ ん の 蔵書 か ら 始ま っ た が 、 
お 客 さ ん か ら の 買い 取り だ け で よい 本 が 
揃う よう に な り 、「 今 は どん どん 自分 を 消 
し て いき た い ] と いう 。 店 主 で さえ 与 り 
知ら な いと ころ で 本 が 回 り 、 流 れ て いく 。 
JR 中 央 線 ・ 西 起 多 麻川 線 武蔵 境 駅 北口 か ら 徒歩 
4 分 。11 一 21 時 、 木 休 (12 月 31 日 一 1 月 7 日 休 ) 
武蔵 野市 境 2-3-.20 人 0422-69-0722 
【AAP ]P.74 B-4 


1. 絵 本 の ライ ン ナ ッ プ が 充実 。 じ っ くり 選べ る 椅 
子 も あり 。 2. 文 芸 、 美術 、 絵 本 な どの ジャ ン ル 分 
け は ある が 分 類 で き な い 本 が 並ぶ 棚 も レジ 横 に あ 
る 。3. こ の お 店 な ら 、 と お 客 さ ん が 持ち 込ん で く 
る 。 「 ベ ドロ ・ パ ラ モ 』 は 4、5 回 入荷 し て いる 。 
4.2019 年 7 月 オー プン 。 商店 街 に な じん で いる 。 


散歩 の 達人 


水中 書店 


[三鷹] 


雑念 を 払っ て 
ひたすら 本 を 選ぶ 空間 


開店 時 か ら 力 を そそ で ぐ 詩 、 短 歌 
俳句 の 品 揃え は 今や 棚 7 本 分 。「 他 
の ジャ ン ル に は な い エ ネル ギー が 
あり ます 」 と 店 主 の 今野 真 さん は 
話す 。 と は いえ 詩歌 専門 と いう わ 
け で は な く 、 文 芸 、 芸 術 か ら 絵 本 
や 漫画 まで 、 日 々 の 生活 に 寄り 添 
う 本 が 程よく 並ぶ 。 ど の 書棚 も 本 
の 背 が び し っ と 揃い 、 抜 き 差し し 
や すい よう に 余裕 が あり 、 選 ぶ こ 
と に 集中 で きる 。 本 を 大 切 に 扱う 
店 主 の 思い が 随所 に 光っ て いる 。 
三鷹 駅 北口 か ら 徒歩 4 分 。11 一 21 時 
火 休 (12 月 91 日 一 1 月 7 日 休 ) 。 起工 野市 
中 町 1-23-14-102 谷 0422.27-7783 
[ AAP ] P74 B-5 


1. 文 庫 や 新書 の 存在 を 際立た せる 赤い 
仕 器 。 思 わ ぬ 出合 い を 生む 。2. 詩 集 や 句 
集 は 装丁 も 美しい 。3. トリ ン ・T・ ミ ン 
ハ の 評論 集 「 月 が 赤く 満ち る 時 』、 炭 鉱 で 
便 いて いた 女性 を 取材 し た ルポ 「 ま っ く 
ら ]、 ロ シア 文学 者 に よる 書評 集 「 ロ シア 
読書 ノー ト 」。4. 通 販 に 頼ら ず 店 で 売る 
こと に こだわ り た い 、 と 今野 さん 。 


新 烈 ・ 十 書 


よもぎ BOOKS 
[三鷹 ] 
非 日 常 の 体験 が で きる 
の ん びり 空間 


店 内 に 一 歩 入る と 、 穏 や か な 空 
気 が 流れ て いる 。 一 方 の 壁面 に は 
色とりどり の 絵本 の 表紙 が 並び 、 
『 見 本 と し て 気軽 に 手 に 取る こと が 
IEEZX】 | も まで バ CT で きる 。 店 主 の 辰巳 未 由 さん が 絵 


に ) 。 ご 本 を 選ぶ 視点 は [子供 目線 と いう 
*@ あ ゃ e に より 、 デ ザイ ン 性 が あっ て 大 人 が 
6 見 て も 楽し め る も の ]。 親 世代 に 
向け て 、 文 芸 や 人 文 、 哲 学 の 本 も 
多く 置い て いる 。 家族 連れ で も 、 
ひと り で も 、 そ れ ぞ れ の 本 を 探し 、 
選ぶ 時 間 を 過ごす 楽し み が ある 。 


三鷹 駅 南口 か ら 徒歩 10 分 。12 時 一 17 

時 30 分 、 不 定休 (12 月 29 日 一 1 月 3 日 

- ー 休ん)。 三鷹 市 下連雀 4-15-33 三鷹 プラ ー 
1. 絵 本 の 表紙 は 考え 抜か れ た デザ イン だ 。2.2017 年 3 月 に オー プン 。3- 店 主 の 辰巳 さん に と っ て 本 は 「 生 活 に し みこ ん で いる ザ 2F 全 な し 

も の ]。4. 絵 本 作家 まつ むら まい こさ ん の 展示 を し た と き に 作成 し た 本 。 穏 や か な 生活 の ヒン ト が 満載 の 「『 の ほほ ん と 暮らす 」。 [AAP ] P74 B-5 


尾花 屋 


[ 新 小 金 井 ] 


漫画 か ら 歴史 まで 
地域 に 愛さ れる 本 屋 さ ん 


パン 屋 さ ん 、 鮮 魚 店 、 精 肉 店 と 
いっ た 生活 の 店 が 軒 を 連ね る 、 こ 
ち ぢ ん まり と し た 商店 街 の 一 角 。 近 
隣 の 人 が 買い 物 の つい で に 気軽 に 


立ち 寄る 。「 品 揃え は 専門 的 に し な MM 剖 届 月 
いよ うに し て いま す 。 敷居 を 低く 、 1 = 
ふら っ と 来 て 好き な こと が 見 つか 軒 蘭 計 ま ML 軸 間 詞 


る よう に ]」 と 店 主 の 尾花 雄 馬 さん 。 1 
文庫 ・ 新 書 の 杉 は 、 敷 居 が 高い 岩 紀 隊 央 に 骨 
波 文庫 も 、 元 値 が 高い 講談 文革 ( - ーー や 
文庫 も 、 す べ て 200 円 均一 。 探求 1 
心 と 知識 欲 が 一 度 に 満た され る 。 


西武 多摩 川 線 新 小 金井 駅 か ら 徒歩 3 分 
11 19 時 、 木 休 ( 不 定休 あり 、12 月 31 
日 1 月 7 日 休 )。 小 金井 市 東町 4.20-3 
容 042・407・5798 

【 MAP ] P.75 B-3 


1. 店 先 の 緑台 は 地域 の 事 い の 場 。2. 若 
いと き に 読ん で 衝撃 を 受け た 壇 谷 雄 高 
「 死 雲 ] と 、 宮 崎 駿 の イン タビ ュー 集 。 硬 
軟 と り 混 ぜ た セレ クト 。 3. 幼稚園 か ら 
の 友人 で ある スタ イリ スト さん が 選ん だ 
古着 も 扱う 。4. レジ 横 に ある 200 円 均 
ー の 棚 。 日 々 の 読書 に 最適 。 
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街 と 本 を つなぐ 、 い ちば ん 身近 な 存在 


駅 前 チェ ー ン 店 も 見 逃 せ な い ! 


啓文 堂 書店 
三鷹 店 
[三鷹 ] 


本 に 親しむ 土地 柄 に 
全力 で 応え る 地域 一 番 店 


2003 年 の オー プン 以来 、 文 芸 と 人 文 
の 単行 本 が 売れ て いる 。「 情 報 や 教養 の 
源 と し て の 本 を 求め る お 客 様 に 支え られ 
て いま す ] と 店 長 の 大 塚 晶 宏 さ ん は 話す 。 
そう し た 地域 の 需要 に 応え る べく 新刊 案 
内 に は 必ず 目 を 通し 、 新 聞 の 書評 義 に 掲 
載 さ れ た 本 は 常設 の 棚 に 2 カ月 は 置く よ 
うに し て いる 。 な に より 売り 場 の 本 の 並 
びに 乱れ が な く 探し や すい 。 街 と 書店 が 
支え 合う 幸福 な 関係 が 成り 立っ て いる 。 


昌 護 則 し 」 
EMI | HE 


三鷹 駅 南口 か ら 徒歩 1 分 。10 一 21 時 、 無 休 (1 
月 1 日 体 )。 三鷹 市 下連雀 3-35-1 三鷹 コラ ル 3F 
人 き 0422・79・5840 

【[ AAP ] P.74 B-5 


1. 新 聞 の 書評 に 掲載 され た 本 、 最 新 の 社会 情勢 
を 読み 解く 本 な ど " 旬 " が 並ぶ 「 ミ タカ セレ クシ ョ 
ン ]。2. 絵 本 ・ 児 童 書 コー ナー も 充実 、 人気 が 高い 。 
3- 岩 波 書店 の 特設 棚 に は ファ ン が 付い て いる 。 
4. 値 が 張る 人 文書 が 、 も り も り 積ん で ある 安心 感 


くま ざわ 書店 


武蔵 小金 井 北口 店 
[武蔵 小金 井 ] 


ドン ・ キ ホー テ の 地下 に 
広がる ワン ダー ラン ド 


広大 な 地下 空間 に あら ゆる ジャ ン ル の 
本 が 並ぶ 光景 は 壮観 。 雑誌 、 文 庫 、 単 行 
本 、 漫 画 な ど 売り 場 の あちこち で 小さ な 
フェ ア が 開催 され て いて 、 書 店 員 さ ん の 
思考 や 熱意 に 触れ る た びに 自ら の 知識 欲 
が 刺激 され る 。 ひ と つの テー マ に 沿っ て 、 
新刊 だ け で な く 既 刊 の 本 や 、 小 規模 出版 
の 本 も 埋もれ る こと な く 置 か れ て いる の 
で 発見 も 多い 。 一 冊 の 本 か ら ゆ る や か に 
つなが る 読書 の 楽し さ を 実感 で きる 。 
JR 中 央 線 武 蔵 小 金井 駅 北口 か ら 徒歩 1 分 。10 一 
21 時 、 無 休 。 小 金井 市 本 町 5-11-2 MEGA ドン ・ 
キホーテ 武蔵 小金 井 駅 前 店 B1 
傘 042・385・2351 
【AAP]P.75B-2 


1. 新 聞書 評 は 書店 員 も 難読 。 お 客 さ ん か ら の 問い 
合わ せ も 多い 。2. 店 長 の 中 原 高見 さん 。「 フ ェ ア の 
ネタ は 常に 考え て いま す ]。3.1 冊 の 新刊 か ら 、 著 
者 や テー マ の つなが り で 売り 場 を つく る 。4. コ ミ 
ッ ク は 定番 が きっ ちり 揃う 。 通路 が 広く 見 や すい 。 


散歩 の 達人 


と 華 / ンー Ph。 デ 


ーー - フン ーー を 
JsPO P 界 の 無頼 浜 、 始 まり の 物語 間 議 0 


『 ミド リカ ワ 書 房 の 三 訂 ラ ラク 


』 時 は 2001 年 。 北 海道 出身 の 青年 還 緑 川 伸 計 が 「 ミ り 訪 陣 書房 と な た の は 『 
り 間 量 上 ぶし て 初め wc ひと 9. 林 亡 し を し た 王座 の 持っ た 。 引っ 越し て 以来 較 0 数 年 まり に 
う 症 | | の 街 を 55 りほ と 地 歩 し て みれ は 当時 の 思い 出 が 次 と まみ が えり: 
ア う 


. 。 - 
に 還 取材 ・ 商 三 バリ 2 コ 揚 ー 山 山寺 症 間 。 且 
っ コ 


と ユ 4 
本 名 : 川 一 - 計 2522 話 請 978 年 、 北 肖 上 町 生ま ・ 
2005 年 、[ み ん 52 計 議 日 常に 溢 C む あら ゆる テー 
物語 の よう な 詩人 誠人 回 2 較 で め ぎ 、 必 くも の の ハー ト を デコ 
Ako を 」 (なさ を [過去 作 品 サオ スク 唐 負 中 
。 こ 


ーー 一 監 三 ぐ くき” SQ 宮 明 南 し 
岬 柚 糧 6 で し っ ぐ G しゃ 公 で ・ 
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〇 お 求め ・ お 問い 合わ せ は TEL.03-6831-6622 FAX.03-68316024 
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これ が 三鷹 体操 全 13 の 動き だ 
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腰 も 使っ て 
全身 で 前 方 に 
大 きく 8 の 字 を 
描く 


つない だ まま 
脚 を 左右 交互 に 
忠 り 出す 


全身 で 
斜め 方 向 へ 
羽ばたく よう に 
形 み 出す ! 
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手首 を 曲げ 
天井 と 絹 を 
押す よう に 
突き 出す 


リズ ミカ ル に 
ジャ ンプ 。 
曲げ た 肘 で 
脇 を 叩く 


小 く 
し ゃ が み 、 
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マフ に 稚 。 
ーー ミ 


053 散歩 の 達人 


[ Coffee with 4 Elements ] 


店 主 の 中 野 善 仁 さん は 知 煎 、 
挽き 方 、 浴 れ 方 を と こと ん 追 共和 
求 。 希少 豆 の エス メラ ル ダ ・ ス 


ペ シ ャ ル モン ター ニャ 1200 

円 は 後 か ら 果 実 味 も 花開く 。 1 [ Suicle ] 

ラテ の な め ら か さ に も 敬 く 。 コ 

ー ヒ ー は 500 円 ご 。12<22 時 、 

木 休 。 全 050・7117・1901 一 度 会 員 登録 を し た ら Suica を タッ チ す る だ 
け 。 そ の 後 何 度 で も 借り られ る レン タ サ イク 
ル だ 。 サ イク ルポ ー ト は 駅 か ら 徒歩 2 分 以内 
に あり 、 沿 線 に 4 カ所 ある どの ポー ト に 返却 
し て も OK。1 時 間 120 円 。http:/suicle-ccs.jp/ 


[ KO-TO 東 小金 井 事業 創造 ンタ ー ] 


| Ond craft food+ | 
markhor DELI 


「 私 が 食べ た いも の を 」 と 、 店 主 の 渋谷 
恵 さ ん は 地元 青果 店 か ら 旬 野菜 を 仕 入 
れ 、 総 葉 10 種 以上 を 手作り 。 ほ っ こ 
りす る や さ し い 味 揃い で 食卓 も 華やぐ 。 
イー トイ ン で は 雑穀 米 、 ミ ニ サ ラダ 付 
き の よ り ど り 3 品 プレ ー ト 1020 円 を 。 
Ond 内 で 販売 する 自家 醸造 ビー ル 、 自 
家 粘 煎 コ ー ヒ ー、 タ ルト と 一 緒 に 満喫 
し た い 。 10 時 て 19 時 LO、 水 休 (12 月 29 
日 ~ 1 月 4 日 休 )。 会 0422・38・5500 


登録 要ら ず で 、 す ぐに 利用 で きる シェ アオ フ 
ィ ス は 、 オ ン ラ イン 会 議 に も 使え 、 無料 ミー 
ティ ング ルー ム も 併設 。 ま た 、 開 業 前 の 物 
件 相談 や ゼミ な ども 開催 。 ア イデ ア を 形 に し 
た い 人 の 背中 を 押し て くれ る 。 シ ェ ア オ フィ 
ス 利 用 料 1 日 1000 円 。10 18 時 、 土 * 日 ・ 
祝 休 (12 月 29 日 1 月 6 日 休 )。 人 な 0422・ 
30・5800 (タウ ン キ ッ チ ン ) [ 


? 


[ キィ ニョ ン 
武蔵 小金 井 の の みち 店 
木 の 温もり と 絵本 に も 
ほっ こり する パン 屋 さ ん 
国分 寺 の | 旧 本 店 で 愛用 され 
た 絵本 、 椅 子 な ど と と も に 
移転 オー プン 。 厨房 と カフ 
ェ を 備え 、 や わら か な 日 差 
し が 店 内 に 差し 込む 。 不動 
の 人 気 は 生 ク リー ム 仕立 て 
で ロロ ど けし っ と り の スコ ー ン 
185 円 て 。 バ ナナ ジュ ー ス 
420 円 や 、 数 週間 ご と に 奉 
わる スー プ 450 円 の 、 濃 い 
香味 に も 体 が 喜ぶ 。 8 19 
時 、 無休 (12 月 30 日 ~ 1 月 
2 日 休 )。 全 042・316・3917 上 上 
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O) 


キィ ニョ ン 
武蔵 小 金井 の の みち 店 


『 中 央 線 が 好き だ 。』 
マガ ジン 発行 中 ! 


どの 街 に も 個性 が あり 、 街 歩き が 楽し い 
JH 中 央 線 沿線 。JH 東 日 本 で は 、 こ の 沿 
線 の 魅力 を 「 中 央 線 が 好き だ 。] と いう キ 
ャ ッ チ コピ ー の も と 、 さ ま ざ ま な 形 で 情 
報 発信 し て いる 。 そ の ひと つが 、 本 誌 散 
歩 の 達人 ] 共同 編集 に より 、 主 に 新宿 
高尾 駅 の 中 央 線 沿線 の 情報 を 集め た フリ 
ー マ ガ ジン だ 。 首都 較 の 主 な JR 線 の 駅 
で 好評 配布 中 ! 12 月 発行 の マガ ジン は 
銭湯 特集 。 公 式 ウ ェ ブ サイ ト 「 中 央 線 が 
好き だ 。web] で も 閲覧 で きる の で 、 ぜ 
ひ チ ェ ッ ク し て みて 。 


公式 アカ ウン ト で も 情報 発信 中 


 Q 


@chuosuki chuosuki 


055 散歩 の 達人 


? 


YS 人 


ベン チ で 休息 で きる 広場 は 、 
時 に イベ ント の 主 会 場 に 変身 。 
毎月 第 1 日 曜 の 12 16 時 
に は 「 ヤ マコ ヤ の テラ コ ヤ ]」 を 
開催 。 ベ ペー ゴマ 遊び や ワー ク 
ショ ッ プ を 通し て 、 大 人 と 子 
供 が 真剣 勝負 する 場 に な る ! 


1. 絵 本 読み 聞か せな ど 、 不 定 


- タ ル テ ィ ー ヌ 、 バ 
7 シフ ォ ン な ど 、 こ の 

店 だ け の 味 も 用 意 。3. 開 放 的 

な カフ ェ で イー トイ ン で きる 。 


【 AAP ] P.75 B-3 


atelier tempo 
ヤマ コ ヤ 


Coffee with 
コミ ティ ステ 4 Elements 
ミュ ニテ ィ ステ ーション 
1. 手 ぬぐい 1650 円 は 切り 絵 が モチ ー 東 小金 井 広場 MO ③ 
フ 。 2. 楽 し く な る 雑貨 満載 。 3. 錆 物 の 東 小金 井 事業 劇 造 セン ター 


街 ・ 川 口 製 オリ ジ ナ ル ベ ペー ゴマ 400 円 。 


[ seiertempog ヤマ コ ヤ ] 
ほのぼの と 和む 暮らし の 雑貨 た ち 

手 仕 事 作家 た ち が 集 う 工房 兼 ショ ッ プ 。 そ の 一 人 、 や まさ き 薫 さん は 、 子 供 

や 野菜 な どの イラ スト を 朗らか に 描き 、 ポ スト カー ド 、 布 バッ グ な ど に あし 

ら う 。 伝統 工芸 の 職人 に 依頼 し て 作る 、 注 染 で 染め た 手ぬぐい 、 ベ ペー ゴマ も 

必見 。 ま た 、 月 1 で 「 ヤ マコ ヤ の テラ コ ヤ ] (⑤ に 記載 ) を 主催 する 。11 > 17 


[AAP]P.75 B-3 


時 、 火 ・ 水 ・ 木 休 (12 月 28 日 ~ 1 月 7 日 休 )。 全 042・316・3972 
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ライ ス 付き ) 1100 円 。 


19 
人 
人 
に 
揚 
S 
所 
箇 
お 
者 
攻 
小 
Q 
る 
トコ 
間 
S 
中 
民 


一 番 人 気 の ハ ン パ ー グ ビー フシ チ 
ラダ 


人 


ュ 


| 3 沼 

せ - 5 計 
談 衝 川中 hJ 
@3 せ ょ ト MM 
凸 交 凌 了 
ま だ 匿 
ま き 
まま " 事 全 : 宮 の 加 
箇 ミ SSe が 
を ら 線 ら は AN 
中 に 和 
角 SSP NN 
せ ?) EE デ ミ 9 
后 こ 難民 ネ ニ 。 娠 


国内 外 か ら 選 りす ぐり 


kD's bake の 焼 寺 某 子 。 


G 居 志 8 て 季 っ 避 っ や ゃ 
こつ いい た こく 10 

年 評 0 く 5 的 PR 凹 『 送 織 居 包 」 
災 1S を ぐり [語音 さだ 人 反 時 
聞 6」 コ " 男 人 て 0@ 李 公 舌 ぐ 羽 " 


ン ッ ン 
シング) 
た アテ アン 
っ 尼 枯 世 5 
> RG し は 8 
当 ラ | ン @ ゃ 
ト 渦 に WN 
の ? 革 5 NG 
っ で だ 
= まま SE = と ド が 
| RE 室生 S 
に SS ミミ [人 
に 直 e] に ゴ 藤 ) そ 8 こ も 人 る 
Lo a 
W ドコ や 3 
コ 9 機 * 5 
山 00 旭 S。 
= り ] M "っ っ 議 
0 RA 愉 "年 NoSGES 議 較 ネ 
て ー 2 
全 共 詞 Ne 「 ペ 忠 田 」 を 「 ご 左 - テー: 
に や * 東 左 刀 相 避 眠 県下 S"「 人 所 3 
りゃ 敵 嘩 Ne 移る つい っ 握 選 * 
史 S 和 py 首 RSn 据 中 ー 
六 只 選民 思 刀 2」 の 約 0 ぐ " 帖 了 
に いで トン ビリ だ よく よく いい モッ 
忘 邊 GS0 0 舞 で て ふ ユ ト 
英 肘 包 じ 祐 氏 刀 絶 証 和 で "上 和 SO る 
ょ 外人 中 要ら し や SS し 豆 S 
」? 環 N 馬 SnS『 忌 胃 【 ョ 
咽 』% 識 0 四 時 叶 0 要 根 「 人 か M 
RS RDCSELEUKYSECESEU 放 人 較  、 
に 藤代 尻 @ 要 緯 材 We つっ" 人 党 3 人 co* 
NO ho や oi3 5Eo 証 | コ く だ る くま (まく 当 
0 SSMWjs" 尿 IRG べ ロ 下 < 還 
に に 
咽 


トヨ ジィ さ ん は ピー ル 発 
お 酒 を 楽し む 場 


k 


ろ 休 。 住所 、 人 非 公開 | 


18-24 時 、 水 休 (12 月 30 日 1 


月 4 日 
[AAP]P.75 


D 


0 夫 | 


Ai は 
・ 折 W テ 


佐藤 裕和 さん 
(長男 ) 
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主婦 あま スム - Back Number 


2020 年 12 月 号 


大 特集 


町 田 ・ 相 模 大 野 
第 2 特集 
和 さ ん ぼ の す すめ 


2020 年 10 月 号 


大 特集 
川越 ・ 
朝霞 ・ 志 木 - ふ じみ 野 
2 特集 


噂 の 房総 へ よう こそ 


2020 年 8 月 号 


大 特集 


朝 を 歩 こ う 


第 2 特集 
350m 向 酒 図 鑑 100 


2020 年 6 月 号 
大 特集 


と 近所 さん ぼ を 
楽し お 15 の 方 法 
第 2 特集 

ユニ ー ク キッ チン カー 
を 追え ! 


2020 年 4 月 号 
大 特集 


山手 線 
30 駅 さん ぼ 


2020 年 11 月 号 


大 特集 


読書 は 冒険 だ 
第 2 特集 
東京 で 日 本 ワイ ン を 
楽し む 方 法 


2020 年 9 月 号 


大 特集 


自由 の カレ ー! 


第 2 特集 
前 橋 vs 宇都 宮 


2020 年 7 月 号 


大 特集 
東京 さん ぼ 図 鑑 


2020 年 5 月 号 
大 特集 


東京 周辺 
自転 車 さ ん ぼ 


第 2 特集 
池袋 カル チャ ー 
最前 線 ! 


2020 年 3 月 号 


大 特集 


戸越 銀座 ・ 


を 扱っ て いる 主 な 書店 


武蔵 小山 ・ 中 延 


関東 で 戦国 歴史 さん ぼ ぽ 


東京 都 (G3 区 ) 

リブ ロ 浅 草 店 

明正 堂 書店 だ アト レ 上 野 店 
一 弘 堂 書 店 (本 小山) 
紀伊 國 屋 書店 新宿 本 店 

寺 店 神保 町 本 店 
ジュ ンク 堂 書店 池袋 店 
ブッ ク フ ァ ー ス ト . 

新宿 店 ・ ア トレ 大 閑 店 リル ミネ 北 千住 店 ・ 
五反田 店 

文教 堂 書店 赤坂 店 

丸善 “丸の内 本 店 ・ 日 本 橋 店 
MARUZEN& ジ ュ ン ク 堂 書店 
渋谷 店 


八重 洲 ブ ッ ク セ ンタ ー. 
本 店 (東京 )・ 石 神 井 公園 店 
書泉 グラ ン デ ( 神 保 町 ) 

亡 屋 書店 代官 山 店 


東京 都 (市 部 ) 


紀伊 國 屋 書店 "国分 寺 店 

ジュ ンク 堂 書店 

吉祥 寺 店 ・ 立 川 高島 屋 店 
博文 堂 書店 / 男 舞 店 

ブッ クス ルー エ ( 寺 社寺 ) 
ブッ ク フ ァ ー ス ト 。“ ア トレ 吉祥 寺 店 
丸善 多摩 セン ター 店 


千葉 県 


有隣堂 プア トレ 新浦安 店 


※ 営 業 時 間 ・ 在 庫 状況 に つき まし て は 、 事 前 に 書店 に ご 確認 くだ さい 。 


本 店 (船橋 )・ 本 八幡 店 
文教 堂 書店 浦安 西友 店 
丸善 "津田沼 店 

神奈 川 県 

文教 党 書 店 / 溝 ノロ 本 店 
丸善 / ラ ゾー ナ 川 央 店 
ジュ ンク 堂 書店 / 琴 沢 店 
岩手 上 

ジュ ンク 堂 書 店 盛岡 店 


バッ ク ナ ン バー の 購入 方 法 


とお 近く の 書店 に て ご 注文 くだ さい 。 
交通 新聞 社 オン ライ ン シ ョ ッ プ に て ご 注文 くだ さい 。 
お 支払 い は カー ド 払 い (一 括 の み ) か コン ビニ 払い と な り ま す 。 
お 電話 また は FAX で の お 申し 込み は 、 下 記 の 交通 新聞 社 販売 部 
まで お 問い 合わ せく だ さい 。 お 振込 用 紙 で の お 支払 い に な り ます 。 
※※ バ パッ ク ナ ン バー を オン ライ ン シ ョ ッ プ ・ お 電話 ・FAX で の お 申し 込み 
の 場合 は 、 所 定 の 送料 が か か り ま す 。 


@ お 問い 合わ せ 交通 新聞 社 販売 部 
TEL.03-6831-662 ら 
FAX.03-683 1-6624 (82 時 迷人 


〒101-0062 東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 2-3-11 
NBF 御 茶 ノ 水 ビ ル 


交通 新聞 社 オ ン ラ イン ショ ッ プ 
https://shop.kotsu.co.jp/ 


整 品切れ の 場合 は ご 容赦 くだ さい 


半 い た だ いた 個人 情報 は 、 ご 注文 され た 雑誌 ・ 書 籍 の 配送 、 お 支払 い 確認 等 の 
連絡 お よび 小 社 出版 物 の ご 案内 を お 送り する た め に 使用 させ て いた だ き 、 そ の 
目的 以外 で の 利用 は いた し ませ ん 。 変更 が 生じ た 場合 に は 、 連 や か に 小 社 
販売 部 まで ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 


介 歩 e 達 定期 購読 の ご 案内 


8.250 ロ 4 


年 間 定期 購読 お 申し 込み 方 法 
マ Fujisan.co.jp に て 承り ます 


①PC・ ス マ ホ サ イト か ら 
散歩 の 達人 Fujisan 


⑧ お 電話 で (新規 定期 購 読 申し 込み 専用 ) 
gg.0120-223-223 


(24 時 間 年 中 無休 


ご 注意 

@ お 申し 込み は Fujisan.co.jp の 利用 規約 に 準じ ます 。 

@ お 支払 い の タ イミ ング に よっ て は ご 希望 の 開始 号 が 後ろ に ずれ る 
場合 が ござ いま す 。 

@ お 届け は 発売 日 前 後 を 予定 し て お り ま す が 、 発 送 事情 に より 遅れ 
る 場合 が ご ざい ます 。 

人 @ 定 期 購 読 は 原 唱 と し て 途中 解約 は で きま せん の で 、 予 め ご 了承 
くだ さい 。 

@ お 支払 い 方 法 な ど 、 詳 し く は Fujisan.Co.jp を ご 覧 くだ さい 。 


| 。 し ヨ 4 
ー ーー 
は 6 
4 体 の 底 か ら ホ ッ ト に な ろう 


冬 こ そ 、 ピリ = ロジ シーン シ ンク が 食べ た い 


思わ ず 身 が 縮 こ まる 、 冬 本 番 。 

辛い ラー メジ で 、 体 の 芯 か ら 温まる の は いか が ? 
ラー メン 店 激戦 区 の この 界隈 で 、 
定番 の 裏 に 隠れ た ピリ 辛 ラ ー メ ン を 探し て みた ! 


取材 ・ 文 = 高橋 健太 (team まめ ) 
提 影 = 井上 洋平 


特製 麻 凍 醤 の 香る 


美しい 真紅 の スー プ ! 


中 華 そば 春秋 庵 


【 起 蔵 小金 井 ] 


ペー ス は 、 人 魚介 出汁 に 豚 と 鶏 の ガラ スー プ 、 貝 柱 入り 醤油 ダレ を 
合わ せ た あ っ さり 系 。 そ こ に 特製 の 麻将 吾 が 加わ り 、 真 紅 の 一 杯 に 
PPPYMRWMAIAN 
と は 、 店 主 の 中 川 拓 明 さん 。 ふ と 思い つき 通常 の ラー メン に 加え た 
と ころ 常連 衆 の 人 気 を 呼び 、 っ 化し た 。 ツ ルツ ル の 細 類 を 
ひと 口 すす れ ば 、 和 花 概 の 香り が 鼻腔 を 抜け 、 後 引く 辛味 が 残る 。 


JH 中 央 線 武 蔵 小 例 井 駅 南口 か ら 京王 バス 「 多 磨 霊園 駅 ] 行き 8 分 の 「 貫 井坂 下 ] 下 こ ーー 
車 3 分 。11 時 30 分 14 時 30 分 ・17 時 30 分 一 22 時 、 火 夜 ・ 日 休 (12 月 31 日 5 年 前 に 開 葉 し た 中 川 さん 。 


夜 1 月 3 日 休 )。 小 金井 市 貫井 南町 2-7-10 全 な し 実は 、 現 役 で 俳優 業 も こ な 
【AAP]P.75C-2 し て いる 多才 な 人 だ 。 


散歩 の 達人 


0 ォ に ん ル / に と 

つ 。 豚 の 頭 を 高温 で 18 時 間 炊 き 、 サ ラサ ラ で 臭み の な いあ 
っ さり 味 の ス ー プ だ 。 そ こ に 特製 辛味 の 辛味 玉 と 、 香 味 野 
葉 を 揚げ て 香り づけ し た 風味 油 が 加わ り 、 辛 味 と コク 、 芳 香 
が 一 気 に 増す 。 自 家 製 の 細 麺 を すす る と 小麦 の 香り が ふわ り 
と 立ち 上 り 、 こ れ ま た 辛い スー プ と 相性 〇 。 好み で 高菜 を 加 
えれ ば 辛味 に ブー スト が か か り 、 管 を 進め る 手 が 止ま ら な い 。 


「 擬 り 性 で 、 な ん で も 手 を 抜け 
な いん で す 」 と 、 比 留 間 さん 。 


スタ ミナ ワン タン メン 
( 煮 た ま ご 入り ) 
950 円 
Y 


ワン タン メン の 満月 三鷹 店 
[三鷹] 
トビ ウオ を は じ め と し た 魚介 の 香り が ガツ ン 。 本 店 の 山形 
県 酒田 市 で 60 年 以上 続く 老舗 は 、 ワ ンタ ン メ ン で 名 を 馳せ 
る 。 そ の 定番 の ワン タン メン に ゴマ ラー 油 が 加わ っ た 「 ス タ 
ミナ 」 は 、 ほ の か な 辛味 で 体 の 奥 か ら 熱 を 帯び る よう 。「 ネ ー 
ミン グ に 反し て ニン ニク は 入っ て な いん で す 」 と は 、 店 長 の 
佐藤 歩 さ ん 。 食 用 シル ク と と も に 練り 込ん だ 極 薄 の ワン タン 
が する り と 口中 に 飛び 込み 、 ツ ルツ ル の 舌触り に 類 が 緩む 。 


スー ラー タン メン 
9 


自 


061 


1. 本 山 さ ん と 妻 ・ 章 子 (あき こ ) さ ん 。 
温か みあ る 人 柄 に 心 和 む 。2. 開 業 
し て 今年 で 52 年 。 味 わい ある 外 
観 だ 。 名 物 ・ 水 戸 落 ラ ー メ ン も 人 気 。 


散歩 の 達人 


きょう えん 


[ 三 座 ] 


中 華 一 筋 60 年 の 店 主 ・ 本 山健 さん は 、 中 国 料理 で は 定番 の 酸 多 
湯麺 を 「 も っ と 優し い 味 に 」 と 改良 。 豚肉 や キノ コ 、 豆 腐 、 そ じ て 野 
葉 が た っ ぷり 入っ た と ろ み ある スー プ は 、 鶏 と 豚 の ガラ を ベース に 
豆板 碧 、 唐 辛子 、 合 わせ 酢 を 加え て いる 。 溶 き 卵 の 甘み が 辛 さ を 絶 
紗 に 中 和 し 、 レ ンコ ン 粉 を 練り 込ん だ プリ プリ の 麺 と も 相性 パッ チ 
リ 。 追っ て くる 酢 の 芳 香 が 爽やか な 後味 で 、。 次 の ひと 口 を 誘う 

三 隊 駅 南口 か ら 小田 急 パス 「 深 大 寺 ] 行き 5 分 の 「 大 成 高校 前 ] 下車 5 分 。11 時 一 
14 時 30 分 ・17 一 21 時 、 火 ・ 水 休 (12 月 30 日 一 1 月 3 日 休 )。 三 座 市 下連雀 7-9- 


4 全 0422・45・1948 
[MAP ] P.74C-5 


農家 の ピザ ミノ ー ル マル シェ 
[ 武蔵 小金 井 ] 


「 ほ と ん ど 農 薬 を 使わ な いか ら 不 細工 で ] と 、 

店 主 の 後藤 稔 さ ん は 自慢 の 野菜 を 用 いて ピザ 

屋 を 開業 最初 は テイ クア ウト 専門 だ っ 

「 そ の 場 で 食べ た い 」 と の 声 を 受け て ウッ 

ッ キ を 手作り 。 2017 年 より 野趣 ある 空間 が 
ビザ 担当 は 息子 の 則 さん 。 山芋 


護 沼 是 外 油 下 了 本 洋 r 半 = 路 
( き % 省 ヨ pe っ ) 汗 商 攻 詩 こき 避 誕 王 当 ・ 半 河 


すき 


生地 と 多彩 な 香味 に 小躍り 必要 だ 


TAeIU う Td に ヨ 


レ メ 


SHS は へ 藤 Am / 居 
つき ざ 上 骨 郊 いさ 血 い 甘 , 元 でき 見 
。 か へ の 肖 深 ご すぐ 記 浴 半 と べり 県 曽 (て 骨 次 
寺本 選 侵 Sr( へ きこ びき 吉 引 愛 


。 と せき で 表 避 嗣 の いき で 泌 . 澤 則 澤 日 


ぜ き 世 


潤 器 潤 難 韻 汗 対 皿 
せい S へ 党 み 二 で 避 


季節 の 野菜 ビザ M( 約 27cm)1210 円 。S ( 約 20cm) も 用 意 する 。 
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に し まき ご は ん 


[武蔵 小金 井 ] 


シェ アカ フェ や アパ ー ト の 一 
室 で 営ん で きた 店 が 手狭 に 。 
「 お 客 さ ん の つて で ] と 、 店 主 の 
西 真紀 さん は 古び た 民家 と 出 
合っ た 。 玄関 、 広 緑 な ど 、 風 情 
を 生か し た 空間 で の ん びり 味 わ 
える の は ベジ ご は ん だ 。 無類 の 


野菜 好き で 、 旬 野菜 を 小金 井 の 高橋 全 還 語 語 語 語 
ー さ ん や 「 坂 本 農園 | な どか ら 仕 入れ る 。 
主 菜 は 、 大 豆 ミー ト や 高野 豆腐 を カツ 、 
餃子 な ど に 変貌 させ る 。 山 形 県 新庄 産 


雑穀 & 玄米 の ご は ん も 甘み し み じ み 。 


武蔵 小金 井 駅 南口 か ら 徒歩 13 分 。11 時 一 
17 時 LO、 水 ・ 木 休 (12 月 28 日 一 1 月 7 日 休 ) 
小金 井 市 中 町 2-13-10 人 杏 0422-03・2418 
田 テイ クア ウト 可 【[ AAP ] P.75 B-3 


1. 本 日 の ご は ん 1080 円 。 写真 は 大 豆 ミー ト 
の 唐 あ げ 、 和 風 ポ テト サラ ダ 、 ペ ベジ 麻 波 春 雨 、 
ほう れん 草 お ひたし 。 2. 同 敷 き で 落ち 状 く 
風情 。3. ラ ンチ ドリ ンク の 豆乳 チャ イ 320 
円 は 「 ご どり ご り ス パイ ス を 挽い て ます ]。 キ ウ 
イ と リン ゴ の マフ ィ ン 350 円 。4. 西 さん 。 


散歩 の 達人 


手打 ち う どん 
へ そま が り 
[ 東 小金 井 ] 
小さ い 頃 か ら う どん 好き の 店 主 ・ 
高橋 光雄 さん は 「 自 分 好み が 食べ 
た く て ] と 、 主 に 国産 小麦 を 用 い 
て 毎朝 こね 、 踏 み 、 寝 か せ 、 注 文 
後に 手 切り 。 さ ば や 煮干 し も 用 い 


汁 た 滋味 深い 肉汁 に くぐら せれ ば 、 
柳 ッ 舌触り な め ら か 。 稲庭 風 の 細 打ち 
を ャ だ が 、 し な や か な 弾力 だ 。「 シ ョ 
抱 ビ ウ ガ を 入れ て みて 」 の 声 に 信 えば 、 
1 ん 800 還 他 ) て フク 肉汁 の 上 み が より くっ きり 。 腹 の 
に 、 小 人 で 音 か ら 食べ | す と 底 か ら 温 まり 、 窓 の 外 を 見 れ ば 
られ る ずり うど ん 650 円 、 すん 青々 と 伸び る 人 竹林 の 借景 。 贅沢 だ 。 
手製 の きん びら ご ぼう 
300 円 な を ども お すす め 。 る は JH 中 央 線 東 小金 井 駅 北口 か ら 徒 歩 11 分 。 
2. 古 民家 風 の 店 内 は 居 し 11 時 一 14 時 LO、 月 一 水 休 (12 月 28 日 


間 の よう 。 冬 に うれ し い ー1 月 13 日 休 )。 小 金井 市 梶野 町 4-10- 
こたつ 席 も 。3. 路 地 の 29 谷 0422-54・6607 
奥 に 潜む 一 軒 家 で 高橋 さ [AAP]P.75 B-3 


ん 夫妻 が 営む 。 


喘 訪 意 


4 可 ③ 湊 先 9 京 


urT196 


し 
加 


沖 
| 。 
IE 


N3 し 


4 
プ ~ ゃ 
ce 


計 ュ ーー 


フォ ー と バイ ン ミ ー の お 店 Pho You 


[三鷹 ] 


ホテ ル の 料理 人 だ っ た ビン さん の 腕 に ほれ 
込ん だ 店 主 の 田中 地 弥 さん 。「 本 場 の 優し い 味 
を 大 切 に 、 日 本 人 の 舌 に 合う よう 味 を 調整 し 
まし た 」 と 語る 。 フ ォ ー は 固め に 茹で て あり 
心地 よい 喉 越し 。 あ っ さり 鶏 ガ ラス ー プ を 唐 
辛子 と レモ ン で 味 変 す る の も 乙 だ 。 バ イン ミ 
ー は 外 カ リ 中 フワ の 米粉 パン に ベト ナム 風 ハ 
ム や レバ ー パ テ 、 ダ イコ ン と ニン ジン の 酢 漬 
け を サン ド 。 辛味 と 酸味 で 活力 が 湧く ! 


JR 中 央 線 三鷹 駅 南口 か 
ら 徒 歩 3 分 。 11 一 14 時 ・ 
17 一 22 時 ( 土 ・ 日 ・ 祝 は 
通し 営 葉 ) 、 不 定休 (1 月 
1 一 4 日 休 )。 三鷹 市 下 
連雀 3-28-23 

谷 0422・29・9295 

[ 峰 テイ クア ウト 可 

[ MAP ] P.74 B-5 


1. 鶏 の フォ ー780 円 。 
ラン チ C セ ッ ト 300 円 。 
2. 田 中 さん ( 左 ) と ビン 
さん 。3. 手 前 は パイ ン ミ 
ー 680 円 。 パ イン セオ 
980 円 は ター メリ ッ ク 
入り の 米粉 を パリ パリ に 
焼い た ベト ナム の クレ ー 
プ 風 料理 だ 。 


| デ 
1. カ オマ ン ガ イ 995 円 。 
2. パ ンド 「toconomal で 
も 活躍 する 。 併設 の 美容 
院 は 奥様 担当 だ 。3. 手 前 
か ら 、 タ イ の ハー ブ を 用 
いた コン ロ の レバ ー ペ ベー 
スト 638 円 、 ヤ ムウ ン セ 
ン 748 円 。 シ ン ハ ー ビ ー 
ル 660 円 で 晩 本 し た い 。 


千 叩 訓 て き ぼ に 二 メ 
wlEEW 思 人 慎 問 


> 沿 落 へ 対 避 
さ ざ 弾 五 ご 耶 さ 叶 詳 


キッ チン conro 
[ = 度 ] 

店 主 の 矢向 愉 さ ん が 吉祥 寺 の 
修業 先 で 出会っ た の は 、 タ イ ・ 
イサ ー ン 出身 の シェ フ 。 「 大 事 な 
の は 香り 。 利 か せる と ころ は 利 
か せ 、 他 は 主張 し すぎ な いよ う 
に 」 と の 教え を 独立 し た 今 も 胸 
に 秘め る 。 カ オマ ン ガ イ を 類 張 
る と 、 鶏 油 と ショ ウ ガ で 炒め た タイ 米 
の か ぐ わ し さ に 驚き 。 タ イ の 味噌 や ハ 
ー ブ を 加え た ジン ジャ ー ソ ー ス の すっ 
きり し た コク 、 蒸 し 鶏 の 旨味 が 次 々 と 
現れ 、 複 雑 に 絡み 合う 香り に うっ と り 。 


三鷹 駅 南口 か ら 徒歩 7 分 。11 時 30 分 一 15 
時 ・18 時 一 21 時 30 分 LO、 不定 休 (12 月 29 
日 1 月 5 日 休 )。 三 鷹 市 下連雀 3-20-7 浜 中 
ビル 1F 佑 0422.24・9418 

略 テイ クア ウト 可 

[MAP ] P.74 B-5 
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日 豊 
こ 洲 
だ 仁 
変 入 
われ 
る の 
魚 上 
が 物 
カ い 】 さか な 家 暮 


[武蔵 境 ] 


中 華 料理 で 修業 し 、 父 の 居酒屋 を 手伝っ た 店 
主 の 多田 菓 さ ん は [魚屋 さん と の 出会い が きっ 
か け で 」 と 、 魚 料理 店 を 開業 。 そ の 真骨頂 が 、 
刺し 身 の 盛り 合わ せ だ 。 豊 洲 市 場 仕 入れ の アジ 
は 身 の 弾 力 が すさ まじ く 、 三 重 の カワ ハギ 、 氷 
見 の ブリ な ど 、 旬 の スタ ー が 勢揃い 。 水 を 用 い 
ず 、 こ っ くり と 煮付け た 魚 も ふく よ か で 、 日 本 
酒 は も ちろ ん 、 土 鍋 ざ は ん も 恋し く な る 。 中華 
風 も つ 煮 な ど 、 独 自 の アテ も た ま ら な い 。 


JH 中 央 線 ・ 西 武 多 摩 川 線 武 蔵 境 駅 南口 か ら 徒 歩 4 分 
17 一 24 時 、 日 休 ( 月 が 祝 の 場合 は 休 、12 月 31 日 一 1 月 
5 日 休 )。 武蔵 野市 境 南町 2-12-21 会 0422・33-2789 
【[ AAP ] P.74 B-4 


065 散歩 の 達人 


に 


Blue Bird 


[三鷹 ] 


店 主 の 田浦 達 十 さ ん は 、 タ イ 
レス トラ ン で 培っ た 料理 の 腕 と 
スパ イス の 知識 を 生か し 、 カ レ 
ー が 看板 の 喫茶 を 開い た 。 一 番 
気 は 肉感 ガッ ツリ の ドラ イカ 
レー。 館 色 に な る まで 炒め た タ 
マネ ギ が 香ばし く 、 プ リプ リ の 
ひき 肉 の 旨味 と 混ざり 合う 。「 ス パイ 
ス は 最低 限 ]」 と 語る も の の 、 香 辛 料 の 
芳香 が 後 か ら 駆け 抜け る 。 目玉焼き を 
崩し て 黄身 と 合わ せれ ば 、 ま ろ や か さ 
が 後 を 引き 、 品 に 運ぶ 手 が 止 ま ら な い 。 
三鷹 駅 北口 か ら 従 歩 8 分 。11 一 21 時 、 土 休 
(12 月 90 日 1 月 3 日 休 )。 武 蔵 野市 中 町 
2-16-1 武蔵 野 サ マリ ヤマ ンション 1F 

本 0422・52・1277 

テイ クア ウト 可 【 MAP ] P.74 B-6 


に 39 ド 】 
で すむ 放 き 岩 史 笑 


一 


1. ド ライ カレ ー 900 円 。 昼 、 夜 と も に カレ 
ー は すべ て サラ ダ と ピク ルス 付き 。 ド リン ク 
は 300 円 ご で 、 セ ッ ト で 100 円 に 。2. チ キ 
ンカ レー 900 円 。 ホロ ホロ チキ ン の 食 感 が 
や みつ き に 。 3. 開 業 し て 10 年 の 田浦 さん 。 


BISTRO ROSIER 


【 武 吉 境 ] 


使っ て いる の は 3 種 の 品種 を 持 
け 合わ せ た 静 岡 県 産 の 銘柄 豚 ・ 
LYB 豚 。「 脂 が し つこ く な く 上 品 
な 味 ] と 、 店 長 の 宮城 将 太 さ ん 
は 胸 を 張る 。 様 々 な 豚 料 理 が 品 
書き に 並ぶ 中 、 一 番 人 気 は ロ テ 
ィ c 肉 の 塊 の 両面 を 200C の オ 
ー ブ ン で 焼き 、70C 前 後 の 温度 で 休ま 
せる 。 分 厚い カッ ト の 肉 を 口 に 運べ ば 
し っ と り し た 舌触り 。 熟 で 溶け 出し た 
脂 と 肉汁 の 旨味 が 一 体 と な っ て 口中 に 
広がり 、 飽 老 と な る 。 

武蔵 境 駅 北口 か ら 徒 歩 3 分 。11 時 30 分 一 14 
時 30 分 ・17 一 22 時 、 月 ・ 火 昼 休 (12 月 31 日 ・ 
1 月 1 日 休 )。 武 蔵 野市 境 1-3-14 リ トル ガー デ 
ン 102 傘 0422-38-9155 
田 テイ クア ウト 可 【[ AAP ] P.74 B-4 


さ 哉 龍 放 剛 ロ ベビ 
叶 Blr エ ro て 


1. 朝 霧 高 原 直 送 LYB 朋 の ロティ 1890 円 。 日 替 
わり の 2 種 の 塩 で 味わう 。2. 宮 城 さ ん 。3. ラ 
ンチ で も MLYB 豚 を 使う 。 人 気 の オ ムラ イス プレ 
ー ト 1100 円 は 、 ひ き 肉 た っ ぷり な 特製 デミ ソン 
ー ス の コク ある 味わい が 至福 を 呼ぶ 。 


ButaBaco 


[三鷹 ] 
三鷹 駅 北口 か ら 徒 歩 4 分 。11 塊 肉 を 仕入れ て 手 挽き 。 赤身 の 味 が 濃い アン ガス 和牛 の 超 
時 30 分 19 時 30 分 LO・17 粗 挽き パテ に 自家 製 ペ ー コ ン が 重なり 、 そ の 上 に スモ ー ク 肉 の 
特 ー29 時 LO、 日 休 介 月 1・ テース が 寺 の よう に 積もる 。 フ ラン スパ ン に 似 た の な 
2 日 休 )。 直 野市 中 町 1-19- AA 旨 ざ で 
1 の バン ズ で 挟 め ば 、 肉 の 醍醐 味 が 半端 な く 、 薫 香 が 鼻腔 を 味 り 
会 0422-69・2546 駆け 抜け る 。 ま た 、 世 界 の ソー セー ジ も 無 添加 で 手作り 。「 腸 と つ 
園 テイ クア ウト 可 まで 使い きる 文化 が 僕 の ルー ツ の 沖縄 と 同じ 。 感銘 し た ん 薫 に 
MAORARZ0B で す ] と 、 店 主 の 富 温 性 央 さん 。 味 紀行 も 楽し み だ 。 香 ゎ 
の ぶ か 
威 る 
カ 


1. ベ ペー コ ンス モー クチ ー ズ バー ガー 1280 円 。2. 香 
ば し さ 全 裂 。3. 自 家 製 ソー セー ジ は 日 替わり で 常時 8 
ー 10 種 。 手前 か ら イ タリ ア の サル シッ チャ 、 モ ロッ 
コ の メル ゲー ズ 、 豚 トロ 入り THE オ リ ジ ナ ル 各 680 
円 。 オリ オン ビー ル と 相性 抜群 だ 。4. 富 澤 さん 。 
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年 末年 始 の 喧騒 を 忘れ 、 ゆ る り と 一 杯 
今 衣 、 隠れ 家 酒 場 で 待っ て いま す 。 


ーー ーー し 
に Sn IO この エリ ア は 、 カ ウン ター メイ ン の こぢんまり と し た 酒場 の 宝 』 E 
行き 届き 、 ど こ か スロ ー な 雰囲気 を 感じ る の ほ 郊 外 と 都心 の 空気 が 
混ざる 地域 な ら で は 。 寒空 の 下 、 扉 を 開け れ ば 叶い 淵 と 寺 が の ん べ え を 待つ 


語 1 1 | | 取材 文 = 鈴 木 健太 撮影 丸 毛 記 


に 
\ ep em 
本 ご が 
N 6 


『 


で 


< 補 
っ 当 
参 へ 、 


MI 
t 


テー 
Di 長居 し た く な る 優し い 6 
人 容 で も 利用 し や すい 。 空気 と 香り に 満ち 隊 彰 / 和 


古 材 を 再 利用 し た 木製 カウ ンタ 
ー や 温もり ある 大 正 ガ ラス な ど 、 
店 内 は ゆっ くり くつ ろ げ る 有 雰囲気 。 
「 農 家 の 弟 や 知人 が 育て て くれ た 
野菜 や 米 を 使う こと が 多い の で 、 
食材 を 大 切 に 扱い た い ] と 店 主 の 1. れ ん こん と 豆腐 の あげ だ し 825 円 、 自家 
清水 峰夫 さん 。 や わら か な こん に 製 こ ん に ゃ く の 刺 身 715 円 な ど 。 日本酒 は 宝 

内 ェ 剣 純 米 超 辛 口 ほか 全 7 種 で 1 合 935 円 。2- 
や ゃ く は 一 か ら 作 る 自家 製 で 出汁 DI の 2 
は 昆布 と か つ お で 毎日 引く 。 注文 か ら 漏れ る 暖色 の 明か り に 、 つ い 「 た だ いま ]」。 
後に じっくり と 炊き あげ る 土鍋 ご 
は ん を 待ち つつ 、 地 酒 を ちび ちび 
や る の が 最高 に 心地 よい の だ 。 


JH 中 央 線 ・ 西 武 多 麻川 線 武蔵 境 駅 北口 
か ら 徒歩 4 分 。17 時 一 22 時 30 分 LO、 
月 ・ 第 2・4 日 休 (12 月 31 日 一 1 月 4 日 休 )。 
武蔵 野市 境 1-12-4 合 080-9513-4054 
[MAP ]P.74 B-4 


旬 料 理 
ー 心 
[ 東 小 金井 ] 
店 の 二 大 看板 は 黒毛 和牛 の みす 
じ の ステ ー キ と 天ぷら 。「 自 分 が 
大 好物 な も の こそ 、 一 番 お いし く 
作れ る と 思っ た か ら ( 笑 )] と 店 主 
の 及川 一 登 さ ん 。 身 が や わら か く 
脂 が 甘い ミディ アム レア の みす じ 
は 、 旨 ロ の 地酒 と 好 相 性 。 胃 も た 
れ し に くい 貴重 な 手 搾り ゴマ 油 と 
葉 種 油 を ブレ ンド し て 揚げ る 天 ぷ 
ら は 、 ハ ー ト ラン ド 600 円 や 角 
ハイ 490 円 を 誘引 ! 「 冬 は カキ 
や 春菊 の 天ぷら も お すす めで す ]。 


「 科 で 


1. 古 伊万里 な ど ア ンティー ク の 器 
が 美しい 。 黒 毛 和 牛 の みす じ の ステ 
ー キ は 1g 18 円 で 注文 は 100g か ら 。 
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天然 海老 ・ 野 菜 天 の 3 種 盛り 590 円 。 
自家 製 イ クラ レ しょう ゆ 漬 け な ど 八 十 
プレ ー ト 1000 円 。 日 本 酒飲み 比べ 
セッ ト 83 杯 で 880 円 一 。2. 全 11 席 。 
3. 店 主 の 及川 さん 。 


手抜き 料理 研究 家 の 肩 書 を 持つ 
葉月 し の ママ 。 例 えば マグ ロ と ホ 
タテ の 柚子 胡 概 オリ ー ブ オ イル 和 
え は 柚子 の 香り と ホタテ の 甘み 、 


海苔 の 磯 の 風味 が 混 然 一 体 と な り 、 


愛 の ある 手抜き 料理 
と は これ 如何 に ? 


JH 中 央 線 東 小金 井 駅 南口 か ら 従 歩 9 分 。 
11 時 30 分 一 14 時 15 分 LO:17 一 21 時 
LO、 木 休 (12 月 31 日 一 1 月 3 日 休 )。 小 
金井 市 東町 4.38-24 代 042・382・8182 
【AAP ] P.75 B-3 


手抜き と は 思え な い ほ ど 旨 い 。「 例 本 、 了 胃 1. 多 く が 常連 さん 。 彼 ら は お 気 に 入 
えば 1 万 円 の コー ス で 食べ て お い の り の 料理 を 着席 時 に 即 注文 。2. 自 宅 
し か っ た も の を 、 安 く 提供 する に 計 の 元 玄関 で 営業 。3. オ リー ブ オ イル 
。 5 記 6 和え や し ゅ うま いな ど 料 理 は 基本 400 
G 人 を 省 町 お る が の 2741274 理 mn 円 。 焼 構 の トマ ト ジ ュー ス と 緑茶 割 
な ん で す ]。 絶品 料理 に 加え 、 お 5 の 魔界 な ど お 酒 も 全 400 円 。 4. そ の 
ちゃ め な ママ と 常連 陣 の お も し ろ | 日 の 気候 で レシ ピ を 考え る ママ 。 


トー ク も 絶妙 な 酒 莉 に ! 


JR 中 央 線 三 鷹 駅 北口 か 徒歩 8 分 。18 
て 22 時 、 土 ・ 日 ・ 祝 休 (12 月 26 日 1 
月 5 日 休 )。 武 蔵 野市 中 町 2-28-9 

谷 0422・53・8429 

[AAP ] P.74 B-6 


散歩 の 達人 


吟 之 介 ー 


[三鷹 ] 


店 主 の 前 田 計 司 さん は 埼玉 の 花 | 
陽 浴 が 有名 に な る 前 か ら 店 で 扱う 
な ど 、 大 の 日 本 酒好き 。「 自 然 と 日 
本 酒 に 合う も の が 増え た ] と いう 
者 は 、 カ キ の 昆布 焼 な ら 鮮烈 な 磯 
の 旨味 の ハー モニ ー が 、 煽 映え す 
る お 酒 と 抜群 に 合う 。 水 分 の 少な 
い 特 別 な ジャ ガイ モ を 使う ポテ サ 
ラ 550 円 は 甘み 濃厚 で 、 フ レッ シ 
ュ な 日 本 酒 が 進み そう 。 お 酒 の チ 1 
ョ イス に 悩ん だ ら 、 一 見 究 黙 だ が 。 客層 は 40 一 60 代 が 中 心 。 カ 
実は 話 好き の 店 主 に 尋ね る べし ! ウン ター と テー ブル 席 を 用 意 。 
2. カ キ の 昆布 焼 748 円 、 豆 腐 と 
エビ と ナス の 揚げ 出し 858 円 な 6 
ど 。 後味 が すっ きり 奇 性 な 案 純 較 3 
吟 935 円 。 3. 角 秋 や 面 今 た ど 日 了 結 
本 酒 は 30 種 、 焼 酎 は 25 種 ほど 。 


三鷹 駅 南口 か ら 徒 歩 3 分 。18 一 24 時 ご 
ろ 、 不 定休 (12 月 0 日 一 1 月 4 日 休 )。 
三鷹 市 下連雀 3.37-.41 ルグラン ・ イ ト 
ーB1 人 0422・43・1747 

[MAP ] P.74 B-5 


mi] 1 店 主 は 銀座 の 名 洒 場 ささ も と ! 
で (0 年 修業 。 その 味 を 継ぐ 。 2. 炭 


和牛 串 は 4 種 で 330 円 一 。 3. 名 物 
回 東 込 み 460 円 、 キ ャ ベツ 230 
円 、 世 攻 割 りや 梅 割り は 各 550 
円 。 +50 円 で シャ リキ ン に 。 


店 の 魂 は 寸胴 鋼 で 湯気 
を 上 ( 志 味噌 スニ 


火 で 焼く 豚 車 は 13 種 で 各 230 円 、 


三鷹 の 地下 で 四半 世紀 
階段 の 先 に 銘酒 あり 


名 物 串 東 込 み は 、 信 州 味噌 と 水 
と モツ し か 使っ て いな い の に 、 ス 
ー プ に 深み が 。「 新 鮮 な シロ モツ を 
弱火 で 1 日 煮込む か ら 、 こ の 味 が 
出る ん で す ] と 店 主 の 渡邊 崇 さ ん 。 
注文 後に 東 込 お キャ ベツ は スー プ 
の 旨味 を し っ か り 吸い 、 鍋 に チャ 
ポン と 浸し て か ら 焼 く 用 カル ビ や 
トマ ト 巻 き は 味噌 スー プ 効果 で ほ 
ん の り ま ろ や か に 。 こ の 味 噌 風味 
が 、 キ ン ミ ヤ を 赤ワイン で 割っ た 
濃い 衛 箇 割り を 加速 させ する の だ 。 


三鷹 駅 南口 か ら 徒歩 5 分 。18 一 23 時 、 
日 ・ 月 休 (12 月 28 日 一 1 月 11 日 ご ろ 休 )。 
三鷹 市 下連雀 3-33-17 グラ シア ス 三 座 
1F 合 0422-24・7255 

【[ MAP ] P.74 B-5 


073 


コス パ よ し の 刺し 身 や 


濃厚 煮 魚 で 地酒 を ぐ びり 


着 処 


た け し 
】 
【 東 小金 井 ] 


磯 自慢 や 菊 姫 な ど 旨 そう な 日 本 
酒 の 品書き を 見 る と 、 酒 者 は 魚 が 
一 番 か 。 刺し 盛り は 、 本 マグ ロ の 


プリ プリ と し た 身 に 鮮度 の 良さ を 
実感 。 看 板 の 才 魚 の ひと つ 、 金 目 
鯛 か ぶ と は 甘み 濃厚 な 煮汁 が 炉 酒 
と 相思 相 愛 だ 。 店 主 は 「 う ち は あ く 
まで 居酒屋 。 こ っ て り ナ ポリ タン 
な ん か も や っ て ます か ら 」 と 謙 遥 
する が 隣 席 の 常連 いわ く 「 こ こ は 
何 を 食べ て も 東 小金 井 で 一 番 ! 」。 


東 小金 井 駅 南口 か ら 徒歩 3 分 。17 一 23 
時 、 木 休 (12 月 31 日 一 1 月 4 日 休 )。 小金 
井 市 東町 4-31-18 合 042・387・3073 
[AAP ] P.75 B-3 


散歩 の 達人 


中 トロ や 太刀 魚の 談 り な ど が 彩り 、 


1. ネ タケ ー ス の 鮮魚 を さば く 刺 し 盛り 1408 
円 。 当 日 は 天然 ヒラ メ の 昆布 が な ど 7 種 。 金 
目 鯛 か ぶ と 968 円 、 古 漬け と 著 荷 和え 638 円 。 
2. 奥 能登 の 白 多 純 米 吟醸 1 合 1012 円 な ど 日 本 
酒 は 15 種 ほど 。 ぶ り 大 根 858 円 。 3. 東 小金 
井 で 21 年 。4. 気 さく な 店 主 の 老 田 岳志 さん 。 
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WW 革 
府中 基 松 困 選 靖 和 キ ハ 抽選 / 磨 駅 
1 oe 


府中 第 四 小 
-⑤ 


ーー さん サポ と は 一 一 


さん た つ 公 式 サ ボー ター の 
略 。 登録 する と 、 会 員 限定 
の 案内 や ご 協力 の お 願い が 
届き ます 。 投稿 し た 内 容 が 小 
誌 の 記事 に な っ た り 、Web「 さ 
ん た つ ] で 配信 され た り ……。 
街 で 見 つけ た 情報 を 提供 し 
た い 、 こ だ わり を 語り た い 
と いう 方 は ぜひ 登録 し て ね 。 
san-tatsu.jP/Supporter/ 


みん な 大 好き 『 三 鷹 の や まち ゃ ん 』 
人 ご は ん の ひと 


三鷹 と いえ ば 、『 や まち ゃ ん 』 ! 一 択 ! テキ ー ラ 祭り 、 
そう めん 祭り 、 マ グロ 祭り 、 も うな ん で も し ちゃ うお お 店 
で す 。 だ れ も か れ も 、 や まち ゃ ん が 大 好き 。 何 し ゃ べ っ 
て る か わか ん な いけ ど 、 と に か く 叫 ん で る や まち ゃ ん が 
大 好き 。 わ た し と 彼 は 、 大 切な 日 に は 必ず ここ に 訪れ て 、 
や まち ゃ ん に 祝っ て も ら っ て ます 。( も ちろ ん テキ ー ラ 
と 一 緒 に 文 ) 


幼い ころ に 住ん だ 街 で 出合 っ た 食堂 
@ 味 


私 は 東京 生ま れ の 秋田 育ち な の で す が 、 秋 田 へ 帰る 前 
の 4 歳 ま で 住ん で いた の が 三鷹 だ っ た そう で す 。 何 年 か 
前 に 、 親 か ら 当 時 住ん 人 で いた と いう マン ショ ン の 名 前 と 
住所 を 聞い て 、 探 し に 行っ て みる こと に し まし た 。 駅 か 
ら 十 数 分 、 歩 いて 探し て いる と あり まし た 、 う れ し 
いこ と に まだ 現存 し て いま し た 。 数 十 年 前 に ここ に 住ん 
で いた の か と 感 企 深く 眺め た あと 、 帰 り 際 で 見 つけ た 『 い 
し は ら 食 堂 』 に 立ち 寄り まし た 。 早 朝 5 時 か ら 営 業 し て 
いる と いう 食堂 で 、 昔 な が ら の 安く て お いし い 庶 民 の 店 
と いう 雰囲気 が 、 か な り 気 に 入り まし た 。 は じ め て 来 た 
お 店 で し た が 、「 も し か する と 、4 歳 の 自分 と 両親 で ここ 
に 来 て いた り し て ……」 と 想像 し て みる と 、 な ん だ か 不 
思 議 な 気持 ち に な り ま し た 。 


散歩 の 達人 が つく る Web メデ ィ ア 


さん だ た つ 


暮らし た り 、 訪 ね た り 、 出 合っ た り 。 


さん サポ が 語 
三鷹 ・ 武蔵 境 6 小金 井 


今回 の 特集 エリ ア に 関す る エピ ソー ド を 募っ て みた ら 、 
涙ぐむ 思い 出 や 愛 あ ふれ る コメ ント が 集まり まし た 。 


大 事 な 食器 を 直し て も ら っ た 思い 出 
人 コー ルド トッ プ 


三 腐 と いそ ば 、 カ フェ 『 四 歩 』 さ ん (吉祥 寺 に 移転 ) の 
思い 出 が 深い 。 洗 い 物 を し て いた と き に 、 娘 が 幼い ころ 
か ら 使っ て いた セー ラー ムー ン の ご 飯 茶碗 を 割っ て し ま 
い 、 し ば らく 途方 に 暮れ て いた と ころ 、 ふ と 立ち 寄っ た 
『 四 歩 』」 さ ん に 金 継ぎ 作家 さん が お られ た の で 相談 。 後 日 
お 願い する こと に な り 、 無 事 に リカ バリ ー で きた 。 三 座 
は 地味 に 思え る が 、 そ ん な 奥深 さも ある と ころ 。 


気 に か け て いた 古い 洋館 が ……! 
@smwmozzm' 1) シラ ぅ 5【〔 ボ 0 ノ へ く J ペ プ ブ 〕} ぼ }】} 


今 か ら 30 年 前 の 建築 専門 学生 の 頃 の 話 で す 。 

信濃 町 駅 付近 に 嘉 れ な 大 き な 洋 館 が あり まし た 。 周囲 
の きれ いな ビル か ら 茂 まれ て いそ うな くら い 朽 ち 荒れ 果 
て て まし た 。 バ イト 先 の 行き 帰り に 敷地 の 周り を うろ つ 
いて 中 を うか が い 、 こ れ が この まま 解体 され た ら か わい 
そう だ と 真剣 に 考え て まし た 。 

その 後 、 こ の 洋館 が 「 江 戸 東京 た て も の 園 ] に 移築 され 
て 見 違え る よう に きれ い に な っ た の を 見 た と き は 、 昔 の 
友達 に 再会 し た よう な 気 が し て 、 目 が うる うる (: Yi) 
本 当 に うれ し か っ た で す 。 


金 継ぎ 作家 さん の 話 に ほっ こり し まし た 。「 親 チ 
で それ ぞ れ 、 お 店 や っ て ます ] (P56) で も 紹介 し 
て いま す が 、 こ の エリ ア は 特に 家族 に つなが る あ ③ 
っ た か い エ ピ ソ ー ド を た くさ ん 聞い た 気 が し ます 。 小計 編集 長 


土屋 


街 を 冒険 する 人 ヘーー。 足 で 稼い で 見 つ 
け て きた お いし い 情 報 を 、Web メ ディ ア 
向け に 最適 化し て 掲載 。 愉 快 な オリ ジ ナ ル 
コン テン ツ も 多数 配信 し て いま す 。 


ゲス ト 審 査 員 松村 大 輔 総評 
今回 、 コンテス ト と いう 形式 で 「 さ ん た つ 」 編 集 部 と 私 で 


何 点 か の 文字 を 選び まし た が 、 入 選 に 漏れ た か ら と いっ て 、 


それ が 「 よ き 文字 」 で は な いと いう こと で は あり ませ ん 。 投 
稿 者 の みな さん が 「 こ れ は よき 文字 ! 」 と 思わ れ た 段階 で 、 
それ は あな た に と っ て よき 文字 な の で す 。 


さん た つ 編 集 長 武田 電 人 総評 


力作 ば か り で 選ぶ の が 大 変 と いう より 苦痛 で し た 。 書 体 
だ け で 選ぶ べき か ? 店 の 看板 や 外観 全体 で アピ ー ル する 
の も 捨て て いい の か ? そもそも 「 よ き 文 字 ] と は 何 か ? と 
いっ た 根源 的 な 問い に 何 度 も ぶち 当たっ た 結果 で す 。 借 差 


で 選ば れ な か っ た 作品 が 5 倍 ぐ らい ある と 思っ て くだ さい 。 


街 で 見 つけ た よき 文字 
Twitter フ ォ ト コン テス ト 


受賞 作品 発表 


2020 年 9 月 21 日 10 月 31 日 まで 
開催 し た 本 コン テス ト 。 

759 点 も の ~ よ き 文 字 " が 集まり まし た 。 

た くさ ん の ご 応募 、 あ り が と う ご ざ いま し た ! 
ここ で は 受賞 作品 の 一 部 を ご 紹介 。 

全 受 賞 作 43 点 は Web「 さ ん た つ 」 に 載っ て ます ! 


きわ め て よき 文字 で 賞 


ネオ ン が 好き な 私 の 心 を つか ん だ 文字 。「 バ 」 の 二 画 目 と 油 
点 が 一 本 の ネオ ン 管 で 構成 され て いる こと が わか り ま す 
か ? ネオ ン 素 材 な ら で は の 文字 の 形 に な っ て いる と 思い 選 
びました 。「 バ | 一 画 目 の 元気 な カー ル も 楽し いで す 。 (松村 ) 


賞品 は 、 
さん た つ オ リ ジ ナ ル の 
本 染め 手ぬぐい ! 


| 


受賞 者 に は 、「 さ ん た つ オ リ ジ ナ ル 手 ぬ 
ぐい 」 を お 送り いた し ます 。 小 粋 な デザ 
イン で 仕上 が り ま し た 。 こ ちら も 詳細 は 
Web 「 さ ん た つ 」 を ご 覧 くだ さい 。 


な ん と 力強い 。 そ し て 「 ア ララ ]」 と 各 文 字 に 走る 縦 二 本 の 線 
が シャ レ て いる 。 店 は 岡山 だ そう で す が 、 ひ と 味 條 う こ だ 
わり が に じみ 出 て いま す 。 ネ ッ ト で 見 る 限り 確か に そう い 
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田内 学 在 学 中 。 
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今月 の コー ス 
田町 の 旧 街 道 に つなが る 
歩道 橋 
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kis 
ゲーム 、 で SS 1 放 


※ 当 社 調べ 


価格 本 体 1.600 円 + 税 


トー ーー ーー 
千 の "時 放 ” 自 ご 二 四 


gcc*< 本 


江戸 第 一 の 鎮守 で ある 山王 日 枝 神社 。 江戸 切 絵図 に も 


年 = ヨコ 描か れる 階段 を 上 る と 本 暴 へ 。 ( 提 影 高野 尚 人 ) 
に ニー 今 号 は 2020 年 か ら 2021 年 へ 移り 替わる タイ ミン グ 。 
l l 朋 ぐみ そん な と きこ て 古 地図 を 眺め な が ら の 
街 歩 き は いか が だ ろう 。 あ る 時 期 の 街 の 姿 を 
に ーー 1 に っ ーー==em 8 
と ど め た 古 地図 は 眺め て いる だ け で も 


想像 を 促さ れ 、 先 へ 先 へ と 目 を 向け が ちな 

我々 現代 人 に 時 間 の 流れ を 思い 至ら せ て くれ る 。 
ーー 今回 は 江戸 切 絵図 を 参考 に 、 江 戸 時 代 か ら 

今 も 残っ て いる 史跡 や 痕跡 を た どり つつ 、 
ol 当時 の 街 を イメ ー ジ し な が ら 3 コー ス を ご 案内 。 


立ち 寄り スポ ッ ト だ っ て タイ ム ス リ ッ プ 気 分 で どう ぞ 。 
取材 ・ 文 ・ 提 影 = 坊 広明 (アド ・ グ リー ン ) 
撮影 加藤 能 三 (「 吉 野人 本店 | 初音 『 揚 島 家 )) 


江戸 切 絵図 と は ? 
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ュ ン ! 
-、 中 央 ホー ル の パイ プ オル ガン も 必見 

延 宝 元 年 (1673) 創業 の 呉服 店 [越後屋 』 が 始ま 
り 。 天 和 3 年 (1683) に 「 店 前 現 銀 掛 値 な し ] を 


凍 うた い 、 い ち 早く 正 札 販売 を 行う 。 昭 和 10 年 
(1935) 完 成 の 本 館 は 国 の 重要 文化 財 。 


五 街道 の 基点 と な っ た 日 本 橋 は 、 江 戸 の 経済 の 中 心地 で も あっ た 。 魚 河岸 で に ぎわ い 、 
関連 する 商品 を 扱っ た 店 が 今 な お 暖 参 を 掲げ る 日 本 橋 ・ 人 形 町 で 、 老 舗 巡 り を 楽し も う 。 


大 理 石壁 に は 
アン モナ イト 化石 も 


高島 屋 は 天保 2 年 (1831) 
竣工 。 昭 和 8 年 (1933) 
建築 の 日 本 橋本 館 は 、 百 
賀 店 初 の 重要 文化 財 指 定 
を 受け た 歴史 的 建造 物 。 
創建 当時 の 姿 を 残す エレ 
ペー ター や 、 戦 後に 設置 
され た シャ ン デ リア な ど 
が 歴史 を 感じ させ る 。 


上 _ 内 外装 に は 随所 に 東洋 趣味 を 基調 と し た 
意匠 が 見 られ る 。 右 _ 正面 入り 口 に 残る ハス の 
花弁 を モチ ー フ に し た 装飾 が ある 水飲み 場 跡 。 


ぎ ほし 
歴史 を し の ぶ 擬 宝珠 形 の 親 柱 
初代 は 木造 橋 だ っ た が 、 明治 8 年 
(1875) に 架け 替え ら た 石造 ー 
チ 橋 の 親 柱 2 基 と 大 正 11 年 (1922) 
造 の 親 柱 1 基 が 残る 。 
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日 本 銀行 を 育 に 
小沢 栄一 像 が 立つ 
江戸 城 外 郭 の 常盤 橋 門 が あ 
っ た と ころ 。 橋 の た も と に 、 
日 本 資本 主義 の 父 ・ 渋 沢 栄 
ーー の 像 が 立つ 。 公 園 は 再開 
発 事業 に より 閉鎖 中 だ が 、 
銅像 は 見 学 で きる 。 


ニー 


威厳 に 満ち た 、 石 造り の 建物 
江戸 時 代 の 金 座 跡 に 立つ 明治 29 年 (1896) 竣 
工 の ネオ パロ ッ ク 様 式 の 本 館 は 国 の 重要 文化 
財 。 設計 は 東京 駅 と 同じ 辰野 金吾 。 本 館 の 地 
下 金庫 、| 旧 営業 場 、 展 示 室 な ど が 見 学 で きる 。 


江戸 初期 か ら 昭 和 10 年 (1935) まで 、 魚 河岸 で 緊 栄 

江戸 幕府 開府 に 伴い 、 慶 長 8 年 (1603) に 建造 され た 五 街道 の 基点 と 
な っ た 橋 。 橋 の 中 央 に 日 本 道路 元 標 が 埋め 込ま れ て いる 。 江戸 時 代 に 
は 魚河岸 が 設け られ 、 日 本 橋 が 商人 の 街 と し て 発展 する 礎 に な っ た 。 


立ち 寄り 食事 処 


江戸 前 寿司 の 伝統 を 守る 名 店 


( 4 ) 一 石 桶 
頂 


迷子 も 多かっ た 
江戸 時 代 の 盛り 場 
江戸 城 外 涯 と 日 本 橋川 の 分 
岐 に 架かる 橋 で 、 大 正 11 
年 (1922) 建造 の 親 柱 が 残 
る 。 横 の 安政 4 年 (1857) 
建立 の 迷子 し ら せ 石 標 が 、 
往時 の に ぎわ い を 伝え る 。 


明治 12 年 (1879) 、 日 本 橋 の 魚河岸 近く で 屋台 寿司 と し て 創業 。 砂 
糖 や みり ん を 一 切 使わ ず 、 塩 と 赤 酢 の み で 仕上 げた 酢 めし 、 煮 切り 
を 塗っ て 提供 され る 寿司 、 丁 寧 に 下ごしらえ し た アナ ゴ や コ ハ ダ 、 
ハマ グリ な ど 、 介 業 以来 変わ ら な い 江 戸 前 の 伝統 の 技 を 守る 。 初め 


て トロ を 寿司 ネタ と し て 出し た 店 で 、 


トロ と いう 呼び 名 も この 店 か 


ら 始ま っ た 。 老舗 だ が 、 庶 民 的 な 雰囲気 ちあ っ て 入り や すい 。 


右 _ 板 場 に 立つ 5 代目 店 主 
の 吉野 正 鍼 さ ん 。 左 _ ラ 
ンチ に は 握り 7 貫 と 巻物 
が 付く に ぎり ず し 2200 円 
て を 。 薄 焼き 玉子 で くる 皿 衣 
む 玉 子 焼 も この 店 の 伝統 。 


ぶ 


こ 浮か 


らし が 目 【 


3 
で 
咽 
9 
ね 
民 
1J 
翌 
選 


往時 の 暮 


こち ず ラ イブ ラリ 


導出 ・ べ 時 三 ] ③ 世間 図 和 0 
回 部 結 " 展 遇 人 る Q 束 人 6n" 
に @ 忌 記 図 G 寺 に ロ 「 展 胃 ] 
S 勾 中 mR0" 展 明 三 庫 肥 ① じ っ 
映し" JJ 人 SQ 革 へ 虹 己 ね お し 素 現 康 
信人 か し うっ 心 崩 時 選 隙 案 全 委 で し っ 
軌 則 三 革 "地球 忌 二 時 畑 引 介 
Q じ っ te? 展 骨 交 摘 蝶 県 マロ 臣 提 の 時 
(-oko) コ ド 帳 ご 時 (ー の QQ)B 品 
ちよ 抱 tQ で SQ 判 や G 展 幅 @ 駅 得 公 飲 
いよ ここ の 
りり 私 避 回せ 暑 天 ” 陣 せ 性 螺 公 
お じ 妨 ご 咽 い 公 思 李 農 環 ′ 陣 糧 G 甘 到 
咽 い 入選 痛 図 G ヘ へ ヽ ー@ 稀 お 8 毛 飯 * 


リ 


ちず ライ ブラ 


四 
る 
@ 
時 
※ 
明 
剛 
| 
田 
四 
に 
: 
四 
間 


復刻 版 「 作 町 堀 寺 岩 嶋 日 本 橋 南 之 縮図 ] 原本 刊行 年 : 文久 3 年 (1863) 


協力 : 
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浅 章 橋 駅 


日 本 橋 の 街 を 貫く 中 央 通り 沿い 


・ 明 治 か ら 続く 老舗 が 軒 


江戸 
を 連ね 、 歴 史 を 感じ させ る 。 


は 、 


し 
7 作 護 臣 
] に 
回 ( 〇 吉 @ 可 4 
= ] トー 
ュ ( ぐ HK 加 側 較 の び 
キ ] トド 
( 〇 中 晶 (@) 
] に 
(⑦ ING 四 
] に 、 い に 
(人 軍 加 回 
] と 
の 
] 昌 電 の 中 
( 〇 m 暫 電 選 
] よい に 
(@ 上 本 
] PT 


( ひ 四 
( 選 阻 盾 賠 閣 区 ) 


] 委 やぶ 


現在 の 日 本 橋 は 明治 44 年 (1911) 
の 建造 。「 日 本 橋 ] の 文字 は 、 最後 
の 将軍 ・ 徳 川 鹿 喜 の 揮 北 ( き ごう)。 


令 
倒 
地 
医 
3 宰 


コレ ド 室 町 3 

(⑦ 日 本 橋 記 

ク 
10 
| 

丁 

歩 

5 

分 


ぶよ お 堂 (PT 


] 嘩 屯 一 


_」 悦 拓 半 擬 記 因 
る し SNK 人 拓 
ら 


所 っ 第 お 舞 隊 虹 谷 乳 n0" 号 飲 
日 SN S 号 AmR@-” 融 選 / 窟 色 所 
中 叶 思 OGAG 色 YS ら ” 区 べ 本 べく 
石 祝 0 尋 り けず で 人 0@" 福 作 陣 諭 H ユ 
トロ 窟 肝 ” 虹 三 / 尽 表 の っ 0 KNO 
SS 和 S 和民 を 下 人 ③ 色 直ら 撤 束 
柄谷 GSmpmQS" 

医事 國 へ 所 思 性 農 選 忌 むし 国 お 87 
ERREUIEEHIImtE3TOHIPSE 
@ 細 作 財 W 桂 S′ 村 ン SQ 拓く S 号 
ざ つ しい 慰 選 如 の 公 避 公 公 RNOY 


漂 民 信じ 宜 妨 思 性 明 昧 臣 
湘 届 SQ 共 じ piSnS 


「 僅 I 凸 性 男 ] の 龍 で で 刀 還 性 細 7 
虹 三 作 剛 @ 只 思 べ 区 培う 環 0 宗 記 
田 加 珈 @ 殖 志和 かゆ ン S べ 私 選 和 羽 っ 7 
昼 詞 人 写 暴 や 説 柚 で じ っ 如 ? 
に @ 忌 着 隊 G 電 コロ 所 骨 二 m 量 人 
半幅 十 ゴ 咽 昌 中 誤 路 ホネ]」 っ 心 山 短 
公 玖 \@" ミル 民 遇 環 宝 敵 (Q て 応 下 
HG 求 嘱 Q 玩 瑞 じ 計っ 公明 十 
る ① 凡 皿 園 つ 三公 計 人 6 穫 

HG 選 衣 燕 ロ 史 風 D で 6 凸 必 螺 
や 月 四 胃 選 坦 凸 性 出 三 革 「 椅 

公 換 尽 信 選民 く 」 上 乱 名刺" 凸 性 
明 @ 居 必 館 や” 凡 目 衣 定 尽 講 公 Q 配 記 
時 (- の oo) 多 弄 選 引 履 he セ し 
思 の の 時 四 !JG 避 0 県 ? 

四 尾骨 @ 回ら 認 Svo | 上 軽 Q 必 る 

思 1 中 @ 上 糧 祭 箇 内 四 前 


散歩 の 達人 
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(⑩ 柳橋 
屋形 船 往 時 を し の ぶ 


神田 川 が 隅田 川 に 合流 する 河口 部 に 位 
置 する 橋 。 か つて この 辺り 一 帯 は 般 遊 
び を 楽し む 船 窒 で ぎわ っ た 。 現在 の 橋 
は 昭和 4 年 (1929) の 完成 。 


= 13 


① 薬研 堀 不動 院 福徳 神社 
赤い の ぼり 旗 が 導く 、 厄 除け 不動 ビル 街 に 誕生 し た 福徳 の 森 


目黒 、 目 白 と 並ぶ 江戸 三 大 不動 と し て 信仰 を 集 
め 、『 江 戸 名 所 図 会 ] に も 参 語 の 様子 が 描か れ て 
いる 。 天保 9 年 (1838)、 順 天堂 を 開い た 佐藤 
泰 然 が オラ ンダ 医学 地 を 開講 し た 地 で も ある 。 


貞 観 年 間 (859 一 877) に は 日 本 橋 に 鎮座 し て 
いた 古 社 だ が 、 一 時 、 ビ ル の 屋上 に 社殿 を 構え 
て いた 。 周 辺 の 再開 発 に よっ て 現在 地 に 乱 座 し 、 
ビル 街 の 神社 と し て 注目 を 集め る よう に な る 。 


江戸 時 代 か ら 続 く 
老舗 で ひと 休み 


清 雷 軒 
東京 屈指 の どら 焼き の 名 品 


文久 元 年 (1861) 創業 。 現 当主 は 
7 代目 と いう 老舗 だ 。 看 板 商品 の 
どら 焼き は 、 蜂 密 や 卵 を た っ ぷり 


(⑨ 十 思 公 園 ( 伝 馬 町 宇 屋 敷 蹴 
緑 の 公園 は 江戸 時 代 の 宇 屋 敷 中 


安政 の 大 獄 で 捕らえ られ た 吉田 松陰 が 弄 
死 し た 伝馬 町 中 屋敷 跡 に 広がる 公園 。 木 


使っ た 小麦 粉 生 地 を 焼い た 皮 に 、 立 に 包ま れ て 「 松 陰 先 生 終 活 地 ] の 碑 が 立 
2 豆 を 白 ザラ ) た わら に | ん だ a 

北海 道 騰 産 の 小豆 を 白 ザラ メ で 上 2 李 の 記 和 を 拓 大 痢 どら 机 ち 、 か た わら に 辞世 の 句 を 刻ん だ 石碑 も 

境 た つぶ 錠 を 挟む 。 焦げ 香 と ほ の き 250 円 ( 左 ) 、1 枚 の 皮 に 飽 を くる ん 

か に 苦み を 残す 皮 、 あ っ さり 味 の だ 小判 どら 焼き 230 円 。 下 _3 年 前 に 

館 の ハー モニ ー が くせ に な る 。 移転 し 、 明 る い ガ ラス 張り の 店 に 。 


で こ て 絵 獄 敷 は っ 武 ポ 。 通 は 一 な 岸 海 が っ 資 つ 接 ろ る 一 設 
ヽ いこ の 図 江 し は 伝 て 家 ツ 切 じ いい 福 史 宅 者 に 意見 中 の 本 こす で い 砂 寺 
建 は 川 を 戸 た 約 馬 い 屋 ン 絵 る 江 徳 跡 屋 営 ゆ や え 央 も 主 経る 現 か 橋 さ 
物 涯 見 通 と 2 町 る 敷 と 図 蛋 戸 神 か 敷 業 か か る 通 ふ 義 済 常 在 つ の れ 
は 隅 に る り い 7 伝 が 1 の で 随 こよ を りつ "りさ の の 盤 は て 近 た 
建 田 志 と は う 0 屋 馬 あ 軒 中 ' 一 を ら 跡 続 の お こ に わ 父 中 橋 日 金 く 迷 
て 有川 神 "算式 町 る コ 旧 の 経 見 か け ぁ 人 節 の 戻し と 心 公 本 貨 に 子 
ら に 北 材 田 間 長 "石部 日 筐 て えら る る ` 辺 れ く いで 園 銀 の は し 
れ 設 小 代 川 続 官 屋 現 出 光華 江 る 旧 " 商 練 り ば 思わ あ に 行 鋳 宝 ら 
な け 婦 か に き の 敷 在 帯 s 町 街 街 戸 江 繁 品 り は 日 うれ る 造 族 せ 
か ら 本 ら 容 前 馬 人 は 2 家 道 で 遂 戸 華 を 製 日 本 ' る 日 所 笠 五 
っ れ の 両 き 数 に 下 デ モモ で あの 訪 扱 品 本 棋 本 が の 標 
た た 記 国 当 年 名 "? 思 と りり も ち も っ へ 街 うな 橋 典 沢橋 あ 文 が 
が 火 述 橋 た 万 で 石 公 書 ア あ た " 風 へ 者 さ の 着 の に っ 字 並 
` 除 が に る 人 ` 出 園 か の る 両 こ 早 舗 中 朱 像 ` た が び 
見 け あか " が 手 帯 と れ 中 " 国 の が 魚心 記 が 日 と 見 立 
世 地 る け 切 狼 屋 妨 な 海 に に 道 今 河 地 性 立 本 こえ つっ 
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散歩 の 達人 


上 _ 大 正 モダ ン を 意識 し た レト ロ な 店 内 で は 、 木 を 生か 


し た 意匠 が 印象 的 。 下 _ 寒い 季節 に 味わい た い 小倉 し る 
こ 750 円 と 定番 の 人 気 メ ニュ ー あ ん みつ 700 円 。 


(③⑬ 水 天宮 
安産 祈願 や 宮参り の 人 が 列 を な す 
久 還 米 藩主 有馬 二 徳 が 、 久 留 米 水 天宮 を 江戸 上 屋敷 
内 ( 芝 赤 汐 橋 ) に 分 社 し た の が 始ま り 。 明 治 5 年 
(1872) に 現在地 に 移転 する 。 安産 ・ 子 授け の 信 全 
が 往く 、 成 の 日 に は 祈 串 の 参拝 者 で に ぎわ う 。 


癌 古 囲 葬 二 AS 計 (Qoo 一 ) 措 の 並 


骨 電 S 計 0W で 難 選任 時 男 は 町 沙 
ceW さ へ 件 画 副 河 吉 見 放 者 


S@ 惨 吉 湊 護り ト Q て 全 吾 SC 。 で 


ー ル メー ロ 8S(1 系 き 清 人 Q 州 叫 汗 迄 


st さき 系 還 r 陣 弟 避 簿 , さ 


時 届 宮寺 S(t 古 (つの 一 ) 境 記 吐 可 
意 せ き 隊 先生 四阿 敬 桂 骨 吉 
当 上 底 3 江 敵 記 餅 難 油 閉 , 吉 rr 陽 
秒 。0 は は 距 宙 誤 S 党 区 末 洛 吉 古 白 


人 


誰 沼 品 紀 毅 吐 , 補 ③ 導 融 並 仁 で へ 千 末 


初音 
東京 最 古 の 甘味 処 で は 
お し る こ で ほっ こり 

天保 8 年 (1837) 事業 。 東京 
最 古 の 甘味 処 と いわ れる 。 十 
勝 産 小豆 、 伊 豆 諸島 の 天草 を 
は じ め 、 赤 えん どう 豆 、 黒 密 
白 室 、 上 餅 な ど 、 国 産 の 特級 品 
食材 を 使い 、 甘 味 は すべ て 手 
作り する 。 甘味 に 添え る お 茶 
は 、 葉 釜 で 沸か し た 湯 を 使用 。 
和 の 意匠 を 取り 入れ た 内 装 に 
も 歴史 を 感じ る 。 


まき 12 時 一 18N 


LO (+ 


上 日 ・ 抗 は ー 17 時 30 分 LO 
無休 (12 月 31 日 1 月 1E 


この 地 が 舞 騙 の 王 舞 人 


0 
「 与 話 情 浮 名 横 種 」 

幕府 の 御 典 攻 で あっ た 岡本 
玄 冶 は 、 幕 府 か ら 拝領 し た 
土地 に 家 を 建て 、 庶 民 に 貸 
し た こと か ら 、 一 帯 が 玄 冶 


店 と 呼ば れる 。 
も 院 見 両 物 
江 を 江 え 国 小 
肢 拓 時 に や 
* 代 し 大 の 立 飲 
* か 不 流 て 食 
* ら 人 動 れ ば 店 
栄 形 と を いで 
え 町 い 実 東 に 
た を わ 感 京 き 
地 過 れ す ス ち ゎ 
* 指 る る カフ っ 
人 人 ます 楽 " 誤 赤 
弟 人 坦 リャ 
交 形 不 | 娠 
差 町 動 が 革 


刀 妨 導 和 


じ 
数 
く 
の 
味 
噌 
大 
や 


認 いと aa 中 齋 寺 当 組 


負 SF 況 圭 つ O ょ 


だ し 
潮 古 器 暗 較 。 と ok 汗 は RIS 選 噌 暗い 


き mーS 潤 の 著 S 洛 団 S 酒 混 医 


輌 Se 和 史 4 で 寸 NI ロ HI 抑 で 類 
eo と 人 G 人 めき 潮 光 er 吉 ③ 豆 り 馬 古 
混 呂 つき は 


特産 品 や 工芸 品 な ど を 販売 する 
1 階 マ ー ケ ッ ト 。「SHIGA's BAR] 
も この 一 角 に ある 。 


※※ 秋 ず し の 「 販 (いい )] と は 


提 さ 


報 を な 日 た 本 
滋 発 こ 近 ル ど 天 の 橋 
賀 信 肖 江 | 、 橋 も に 
県 拠 稚 商 ツ 今 褒 当 換 
は 点 選 人 と な 全然 点 一 
発 に が ゆす お 選 の を 行 通 本 
酵 ふ 誕 か る 日 赴 成 構 商 の 橋 
文 さ 生 り 企 本 や りえ し 中 は 
化 わ し の 業 橋 訓 行 ^ て 心 江 
が し た 地 が 界 川 き 商 い 地 戸 
根 い の で た 限 記 だ いた だ 時 
付 立 も あく に 究 っ を 近 っ 代 
い 地 "る さ は 上 内 た 広江 た 
た と 滋 日 ん 近 ご この げ 商 “ 商 
地 い 賀 本 あ 江 元 だ て 人 全 業 
" え の 橋 る 商 編 る ろ い が 国 や 
そる 情 に "人 叫 う っ 日 を 流 
日 名 氏 
健康 ドレ ッ シ ング 
= 669 円 
) 錠 ず し の 怒 酸 発 旦 
液 を 利用 し た 万 能 
調味 料 。 発 本 飯 ( い 
い ) と 昆布 出汁 を 
利 か な せ た さ わ や か 
な 味 で 、 生 野菜 や 
温 野 菜 の ド レッ シ 
ング と し て 最適 。 


組 ず し を 漬け 込ん だ 共に で きる 発生 し た 米飯 。 乳 半生 由来 の 本 時 と 旨味 が 刻 縮 。 


SHIGA's BAR 
地酒 を 楽し む ス タン ド バ ー 
滋賀 県 内 33 の 酒蔵 MAP に スタ ンプ 
を 集め 、 全 蔵 制 覇 し た ら プ レ ゼ ント 
も 。 滋賀 の 地酒 4 種 飲 み 比 べ 1000 
円 、4 種 飲み 比べ と 酒 用 3 種 セ ッ ト 
1500 円 。11 一 20 時 。 


取材 ・ 文 = 培 広明 (アド ・ グ リー ン ) 撮影 = 高野 沿 人 
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4 イ 

ク う マー ケッ ト 

1 ウ 見 て 歩く だ け で も 滋賀 旅 気分 
ム に 鯛 ず し と 、 織 田 信長 が 赤く 染め させ 
4 は た と 伝わる 赤 こ ん に ゃ く は 、 珍 し い 
0 ハバ | | こと も あっ て 人 気 。 信 楽焼 の 品 揃え 
0 ふ / も 豊富 で 、 な か で も 刈 の 置物 は 、 作 
円 な 1 家 に よっ て 表情 が 異な る の で 見 て い 
も た る だ け で も 楽し く な る 。11 220 時 。 


則 餌 寿し スラ イス 2700 円 
ニ ゴ ロ ブナ を 地元 の 近江 米 で 漬け 


た 伝統 の 味 。 昔 な が ら の 手 作 業 で 
一 尾 一 尾 作る 。 そ の まま 酒 者 に 、 
ご は ん に の せ て お 茶漬 け に も 。 


無 添加 あま 酒 
米花 (こめ か ) 
濃縮 タイ プ 500n9 
531 円 

米 麹 だ け で 造っ た 
甘酒 は 、 自然 な 甘 
み で すっ きり と し 
た 味わい 。 ア ルコ 
ー ル 、 添 加 物 は 不 
使用 。 甘酒 と 水 を 
2:1 の 割合 で 割 
っ て 飲む 。 


レス トラ ン 
らら ぁ 
日 本 橋 滋 妃 味 
~ 近 江 和 牛 と 発酵 "で 滋賀 の 味 を 
郷土 の 発酵 食品 で ある 鯛 ず し を は じ 
め 、 日 本 三 大 和牛 に 名 を 連ね 、 約 
400 年 の 歴史 を も つ 近 江 牛 、 そ し て 
琵琶 湖 の 幸 な ど 、 滋 賀 県 産 の 食材 を 
使用 。 滋賀 県 か ら 旬 の 野菜 も 入荷 し 、 
季節 感 あふ れる 料理 が 味わえ る 。「 信 
楽焼 の 器 に 盛っ た 料理 か ら 滋 賀 の 食 
材 に 尋 味 を 持っ て も ら え た ら う れ し 
い ] と 料理 長 の 高島 拓 示 さん 。11 時 
30 分 21 時 LO ( 土 ・ 日 ・ 祝 は 
19 時 LO)。 人 き 03・6281・9872 


ー 川 で 共 洋 記 則 普 
せ で 壮 導 枚 史 細 S 苦 喘 品 


1. 地 元 食材 を 生か し た 料理 に 
は 地酒 が ぴったり 。『 滋 乃 味 | で 
も 県 内 の 多彩 な 地酒 が 楽し め る 。 
2. 手 前 か ら 近 江 和 鶏 発酵 マリ ネ 
唐 揚げ 飯 (いい ) ディ ッ プ 添え 
1800 円 、 近 江 牛 の 味噌 漬け 焼 
き 3500 円 、 発 酵 出汁 の 旨 酸 っ 
ば い 騰 し ゃ ぶ 1 人 前 2800 円 ( 写 


真 は 2 人 前 )。 
酵 の で れつ 味 こ な 各 う け 要 鯖 た 江 琶 

文 も 味 る こ 噌 の い 家 し 込 塩 衝 街 米 湖 

化 よわ 発 こ や ほ ` 庭 た み 漬 で 道 日 の 箇 
すま まま まま すす まま ます 

お 分 流 よ 品 ご 丁 県 の ら だ 発し り 海 巧 基 
この すす 
属し た フリ し 風 地 雪 区 は ル 正 こせ ゴ タ と な 老 が 
ー テ ラス 。 マ ー ケ ッ ト ん 土 酒 拉 そ 元 33 フ 月 そ た 口 食 ババ 地 邊 
で 購入 し た 商品 を 持ち る 年 角 を を トド と ま 千 広 さ を 帝 し 
の 00RD さ と こり に みみ レ 県 が 和 茂 と に れ ? を が か 衝 信 財 
きる 。 イ ベン ト な ども い 出 比 ス 民 多 を も は た ご ご 伝 ら に が 
開催 され る 。 "し ベト に 数 は い 欠 "は 飯 わ 交 運 る に 
た す ラ 愛 あ じ え か 昔 ` で っ 通 ん “は 

発 る ン と さる め る せ は に こ 漬 た の だ ま 近 


ここ 滋賀 LMAP]Ps7 まり の: 請 還 一 | 「o ィ テ ォ シ Foop 

日 本 橋 か ら 滋賀 県 の 情報 発信 。 近江 商人 を 支え た 食 

特産 品 や 伝統 工芸 品 な どの 販売 、 地 酒 バー、 - 庄 商売 繁盛 の 極意 、 ここ に あり 

レス トラ ン な ど を 通じ て 滋賀 県 の 魅力 を 発 sta = = が 
信 。 県 内 観光 な どの 案内 を 行う コン シェ ル 料理 : 卿 圭 料 理研 究 家 上 和 世 さん 江戸 を は じ め 全 国 を 行商 し た 近江 商人 。 彼 ら の 心 
ジュ が 常 往 。 信 地下 鉄 日 本 橋 駅 B6・BB 出 お 話 : ツカモト 資料 遂 ・ 穫 心 誠 と 体 の 健康 を 気遣い 、 商 売 繁盛 を 支え た の は 商家 


濁 長 藤堂 素 倫 さん を 守る 妻たち で し た 。 現代 に も 通じ る 知恵 に 富ん 
日時 2021 年 1 月 30 日 ( 寺 )16 時 ー た な [人] を お 話 と と も に お 楽し みく だ さい 。 ワ ンド 


口 か ら す ぐ 。 無休 (12 月 31 日 1 月 3 日 休 )。 


中 央 区 日 本 橋 2-7-1 傘 03.6281・9871 会 場 : 日 本 橋 滋 妃 味 『 きい 。 ワ 
問い 合わ せ : 人 03・5256・6051 リン ク 付 き 3000 円 。 定 員 12 名 (事前 申し 込み 、 


(ここ 滋賀 イベ ント 事務 局 ) 先着 順 ) 。 応募 は 上 記 QR コード に て 。 


導 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 防止 の た め 、 営業 時 間 な ど が 記載 と 異な る 場合 が あり ます 。 最新 の 営業 時 間 等 に つい て は 「 こ こ 滋 賀 ] WEB サ イト を ご 覧 くだ さい 。 


(① 小 石川 後 2 
水戸 黄門 が 造っ た 中 国 趣味 の 庭園 
寛永 6 年 (1629) 水戸 徳川 家 初 代 落 主 頼房 が 


6 時 30 分 )、 無休 (12 月 29 晶 
1 月 1 日 休 )。 入園 390 回 軸 春 09n98113015 


この エリ ア は 江戸 時 代 の 町 割 が 残る た め 、 歴 史 散 歩 に 最適 な 道 と いえ る 。 
往時 の 姿 を 残す 寺社 が ある か と 思え ば 、 大 名 屋敷 が 庭園 や 大 学 に な っ て いる の も 尋 味 深い 。 


弄 邊 叶 准 癌 Sr び 喧 


j 
慶長 2 年 (1597) 開 創 。 放火 を 犯し 、 火 あぶ り 
の 刑 に 処 さ れ た 八百屋 お 七 を 供養 する 寺 。 お 
七 の 罪 を 救う た め 、 自 ら 熟 し た ほう ろく ( 素 焼 
き の 土 鍋 ) を 頭 に か ぶっ た ほう ろく 地蔵 が 立つ 。 


白山 
白山 の 地名 の 由来 に な っ た 古 社 
天 慎 2 年 (948) に 加賀 一 宮 白 山 比 誠 神 福 を 勧請 
し て 創建 。5 代 将軍 徳川 綱吉 や 綱吉 の 生母 桂 


昌 叶 な どの 手厚い 保護 を 受け た 。 社殿 裏 の 富 
士 縺 は 6 月 の あじ さい 奈 り 期間 に 公開 され る 


コン ニャ ク を 供え 、 眼病 の 治癒 を 願う 


更 永 元 年 (1624) 創建 。 眼病 の 老 波 が 間 魔 大 
王 に 祈願 し た と ころ 、 大 王 は 自ら の 目 を 与え 
て 老婆 の 目 を 治し た 。 老 波 は 感謝 の 印 と し て 
好物 の コン ニャ ク を 断ち 、 間 魔 に 供え た 。 
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/ 導 避 敵 0 す 交 時 S 澤 可 へ る で てい 


幕末 ・ 明 治 の 偉人 が 眠る 
明治 7 年 (1874) に 開園 し た 公 
営 墓地 。 約 10 万 の 敷地 に 約 
7000 基 の 墓 が あり 、 徳 川 鹿 喜 、 
横山 大 観 、 渋沢 栄一 な どの 著名 
人 が 眠る 。 墓 巡り は 、 管 理事 務 
所 で 案内 図 を 入手 する と いい 。 


わり そば 。 


上 _ 喉 越し の よい せい ろ そ ば 700 円 。 
右 _ 木製 痢 板 の 文字 は 、 劇 作家 ・ 久 保 
田 万 太郎 の 書 。 


大 材 勝 名 浜 と 図 リリ と み 自 で 
小 名 を に を 離 あ 左 最 ア ア ` で ` も | ゞ 
石屋 使 も 連 宮 っ 上 初 ` ` 小 表 町 書 | ん 
川 敷 っ 指 ね 思 て の に 神 白 石 現 家 い 
か の た 定 ` 賜 ユ 水 訪 田 山川 さ は た 
ら 風 築 さ 国 庭 典 戸 ね 界 か か れ グ が な む 
白 格 地 れ の 園 還 殿 る 隈 らら る レ ` ど 場 
山 を 所 る 特 と 益 の 小 は 谷本 "| 切 が 所 
に 感 に " 別 と 革 屋 石町 中 郷 色 ` 絵 決 や 
か じ 男 江 史 も 和仁 敷 川 家 に に を 神 図 ま 住 
ける ま 戸 跡 に 跡 後 エ か か 参 社 で っ 居 
て ” れ 城 お 東 誠 " 楽 リ けけ 考 仏 は て の 
は た の よ 京 < 徳 園 ア て て に 痢 武 い 規 
音 風 石 び 三川 は と は は 大 は 家 た 模 
景 垣 特 名 公 御 ` な 寺 武 別 赤 屋 "・ 
巡 に の 別 園 六 三 切る 町 家 す い 敷 P 形 
り も 石 名 に 宗家 絵 エエ る 囲 は 86 式 


文人 を 魅了 し た 
風味 豊か な そば 


安政 6 年 (1859) 創業 
で 、 森 是 外 や 樋 ロ ー 葉 
な どの 作品 に 登場 する 。 
硬 限定 の 古式 せい ろ そ 
ば 別 打ち 入り 三 覆 重 ね 
1000 円 は 、1 枚 目 と 
3 枚 目 は 普通 の せい ろ 、 
真ん中 は 季節 ご と の 変 


記 O 潜 部 吉 あ 需 枯 


壮 族 な 総 漆 塗り 権現 造り の 社殿 
日 革 貢 の 創建 と 伝わる 古 社 。5 代 
将軍 徳川 綱吉 が 行っ た 大 造営 に よっ 
て 建設 され た 本 典 、 乏 農 拝殿 、 
門 、 須 堀 、 楼 門 が 現存 し 、 い ずれ も 
国 の 重要 文化 財 に 指定 され て いる 。 


(⑦ 旧 岩 崎 E 


ジョ サイ ア ・ コ ンド ル の 設計 の 洋館 
明治 29 年 (1896) に 三菱 財閥 第 3 代 社 長 の 岩崎 
久 絢 の 本 邸 と し て 建築 。 か つて は 20 棟 の 建物 
が あっ た が 、 現 存する の は 洋館 ・ 拉 球 室 ・ 和 館 
の 3 棟 で 、 い ずれ も 国 の 重要 文化 財 。 


受験 生 と 梅花 で に ぎわ う 早 春の 境内 


雄 路 天皇 2 年 (458) 創建 と 伝え られ る 古 社 。 学 
問 の 神様 ・ 菅 原 道真 を 合祀 する こと か ら 受 験 生 
の 参 語 が 多い 。 境 内 に は 約 300 本 の 梅 が あ り 、 
2 月 上 旬 一 3 月 上 旬 に 見 ご ろ を 迎え る 。 


杜 補 団 「[ そ 軸 三 %m 革 慌 明 図 | 区 定時 : 抑 漠 時 (一 ooo 一 ) 殖民: JNINYTNN ユ 


す 宙 1 mp 蛇 団地 三 葉 由 で 寺 晶 ・ 井 下 
人 き に 下 公 台 窟 つ 押 コ 古 補 "ご 回 陣 
ま Sd DS SG ntQ ン 現 局 居 
者 きき w 胡 皿 半 9 内国 取 定 SQ 
すま 陣 玉 Me 也 埋 人選 有 ve* 


加 表 虹 際 ( 束 氏 古 直 ) せ ” 糧 三 臣 選 
公 幸 衣 規 笑 つ 妃 田 提 人 SO 征 補 " 忌 固 
図 ゃ 紛 記 和 幸 譲 和 畑 公 KO 詞 綻 詳 っ 
S” 得 に S 拒 っ 国 避 和 S 呈 2 1 提 香 甘 


き 3 よさ こき 。 SMy 刀 PeHHIKH さ 電 和 る レ う wo 

舞 語 S ミロ JJQS 陸 GE 間 較 Re" 
炉 に 2 に 。 | 還 MWW 笛 w 天 = 

は 代 BE 3 に P6 上 更 GMOGOGSWB い 

欠 二 世 や る 台 y 

章 生ま き 時 KR 列 @ 則 得 隊 民 夫 括 O 直 人 

央 。 ま 粗 数 。 ヨ 詩 。。 SOUH 失 還 IKHHS2 RS 
に 護 る 近田 本 馬 人 WG 柄 拓 " 昌 中 
餅 まま 絢 岡 む Q し うい " 県 ン ロ 映 下 
計 全 でき 了 拓 季 mMEG 机 Se 謀 漏 Gp 
者 すか か に 還 0 


尉 内 G 作 遇 いざ や 守 地 革 径 WW 議 
直人 公 ぶし っ 0G ゼ " 宇 弄 控 揚 田 作 G 十 
軸 窟 や 陣 埋 @ 翼 展 K 外 "AA さき S 本 
記 公 坦 骨 つつ SS ゃ ie" 

oNE EE で で SC よこ いび 

り で で 凡 四 鶴 @ 未 ” 橋 玖 玉 ロ 
基 珈 農 公 球 仏 @ 人 SS 県 
ン ロ 量 田 二 GS 二 肖 明 例 玖 り つ ロ 
青 fh\@” 装 に 押入 で 長田 下 是 y 
詞 避 で 8 ロー ミ " 虹 皿 篤 二 hSQ 謀 
ENOPNIEEIE EEoEEOIU こ で 


o 


く 
基 
E 
田 
に 
DO 


戸 の 風雅 が 漂う 道 


島 天神 か 


湯 
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IA 


に 
に 芸 高 @ の 
大 績 党 が 5 立 工 芸 訓 入 村 ら 
図 東洋 学園 大 


本 手 台 中 


大 病院 兄 
奄 屋 総 本 店 
m 


9 東京 衝 
較 御 ノ 水 駅 
図 東京 医科 施 科 大 


人 党 門 
軌 東都 文京 病院 


(⑳ 提 田 明神 湯島 天神 (8⑧) 
ト 
昌平 小 ビー 請 
良 座 線 末広 町 駅 ー 黒門 小 あ 
ーーー 


8 神田 消防 寺 
山手 線 マ 


人 叶 疾 


EEIES 


@ 
F う 
上 野 広小路 駅 


「 小 川 年 物 還 


東洋 大 京北 高 
ト 】 


に 


大 高 柳町 小 
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御 J 神 東 劇 湯 旧 谷 根 大 自 源 小 飯 
ます も ます すす 
地 まま 神 ま 学 ま ま 神 まま 邸 ま 園 ま 社 ま は ま 社 まこ ま 後 歩 駅 地 
駅 下 1 光 1⑪ 6 3 庭 31 21 11 う 6 22 % 15 楽 8 下 
鉄 分 信書 今 分 分 園 分 分 分 る 分 分 だ 分 男 分 鉄 

g) ト 1 る 

間 魔 

(⑩) 東京 大 学 (赤門 ) 


(⑩ 神田 明神 
鎮座 1300 年 。 周 辺 108 町 の 氏神 様 


天平 2 年 (730) 創建 され た 江戸 の 総 鎮守 。 境 
内 に 立つ 神田 明神 文化 交流 館 [EDOCCO] に 
は 、 レ スト ラン 、 み や げ 処 、 伝 統 文化 を 体験 
で きる スタ ジオ 、 ホ ー ル な ど が ある 。 


散歩 の 達人 


前 田家 と 徳川 家 を 結ん だ 門 


大 学 が 立つ の は 旧 加 賀 藩 前 田家 上 屋敷 跡 。 シ 
ン ボ ル に な っ て いる 赤門 は 文政 10 年 (1827) に 
13 代 藩主 前 田 斉 泰 が 11 代 将軍 徳川 家斉 の 娘 ・ 
溶 姫 を 正 室 に 迎え た 際 に 建立 され た 御 守 殿 門 。 


春日 と いう 地名 は 春日 局 に 由来 


3 代 将 軍 徳 川 家 光 の 乳母 で あり 、 大 奥 制 度 を 確 
立 し た こと で も 知ら れる 春日 局 が 建立 し た 寺 で 、 
自ら の 菩提 寺 で も ある 。 東洋 大 学 発祥 の 地 で も 
あり 、 山 門 を 入っ て すぐ に 碑 が 立つ 。 


池 を 掘り 、 山 を 築い た 風雅 な 日 本 庭園 

5 代 将 軍 徳 川 綱吉 の 側用人 を 務め た 柳澤 吉保 が 自 
ら 設計 、 指 揮 し 、7 年 の 歳 月 を か け て 造園 し た 回 
遊 式 策 山 泉水 庭園 。 和 歌 や 中 国 古典 に 詠 ま れ た 


人 十 作 力 所 の 景勝 sg 17 時 、 無休 (12 月 29 晶 
地 を 模 し た 景観 が 』 一 1 月 1 日 休 )。 入 国 300 円 
特徴 。 人 03-3941-2222 


旅人 が 行き 来 し た 中 山道 、 庶 民 が 遊ん だ 王子 


中 山道 板橋 宿 や 巣鴨 は 家 も まばら な 郊外 で あり 、 王 子 は 遊興 の 地 だ っ た 。 
古 地図 か ら も 想像 で きる 、 の どか な 風景 を 想像 し な が ら 、 旅 人 気分 で 歩い て みよ う 。 


(⑦ 板橋 

板橋 と いう 地名 は この 橋 に 由来 

旧 中 山道 の 石神 井川 に 架かる 橋 で 、 板 橋 の 地 
名 の 由来 と な っ た 。 緩やか な 太鼓 状 の 木製 の 
橋 だ っ た が 、1972 年 の 石神 井川 の 改修 工事 
時 に コン クリ ー ト 製 に 架け 替え られ た 。 


筐 陽 SVsNJ 衣 除 問 奥 き 滞 羽 包 


新選 組 局長 ・ 近 藤 勇 は 、 慶 応 4 年 (1868) に 近 
く の 板橋 刑場 で 処刑 され た 。 墓碑 に は 函館 で 
戦死 し た 盟友 ・ 土 方 蔵 三 の 名 も 刻ま れ て いる 。 
敷地 内 に は 近藤 勇 像 や 肖像 石板 な ども ある 。 


に に に 1 の 


斗 其 同 普 RN 弟 江 / ニ 滞 記 第 


中 山道 板橋 宿 の 名 所 で あっ た 縁 切 榎 。 隣 接 す 
る 六 天 神 の 神木 で 、 悪 縁 は 切り 、 良 縁 は 結ん 
で くれ る と いう こと で 信仰 の 対象 と な っ て い 
た 。 現在 の 木 は 3 代目 で 高 さ 約 10 m。 


097 


「 江 戸 名 所 図 会 」 に も 
描か れる 名 所 


腐 申 の 申 は 猿 の こと で 、 神 
を 先導 し た と いう 猿田 彦 大 
神 と 結び つい て 、 道 案内 の 
神 と し て 街道 沿い に 諾 申 塚 
( 府 申 堂 ) が 造ら れ た 。 江 戸 
時 代 に は 、 中 山道 の 立場 ( 休 
事 所 ) と し て に ぎわ っ た 。 


( 寺 
地蔵 通り を 歩く 、 お ば あちゃ ん の 聖地 


音 、 誤 っ て 針 を 飲み 込ん だ 女 中 が 、 本 尊 の 延命 
地蔵 芽 を 写し た 御影 を 飲ん だ と ころ 、 針 を 吐き 
出す こと が で きた と いう 。 以 来 、「 と げ ぬ き 地 蔵 ] 
と し て 信仰 を 集め る 。 


日 本 初 の 神 葬 者 の 墓 の 始ま り 


明治 5 年 (1872) に 日 本 初 の 神 葬 墓 地 と し て 開 
設 。 約 5000 の 墓碑 の 中 に は 、 岡 倉 天心 、 二 葉 
亭 四 迷 、 高 村 光 太郎 な どの 著名 人 も いる 。 春の 
園内 は ソメイヨシノ に 彩 ら れる 。 


散歩 の 達人 


佑 ⑳ き 性 表 。 の yr 剖 下 型 ら 倍 型 矢 
民 注 二 S(1 。 送 年 箇 必 涯 系 さ 滞 選 呈 


立ち 寄り 甘味 処 | 1 和 5 


中 山道 で 160 年 超え の 和菓子 店 


文久 元 年 (1861) 以前 創業 の 和菓子 店 。 江戸 時 代 の 和 
菓 子 の ひな 型 帳 を も と に 手作り し た 季節 の 上 生菓子 1 


個 350 円 が 看板 商品 。 喫 茶 
コー ナー で は 、 和 洋 の 料理 や 
季節 の 甘味 な ど 多 彩 な メニ ュ 
ー を 味わう こと が で きる 。 


上 ._5 代 目 福島 敏夫 さん と 6 
代目 福島 真太郎 さん 。 下 _ み 
つ 豆 や お 吸い 物 な ど が 付く 赤 
飯 御 膳 1100 円 。 
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GOAL START 
e oe @e@@@@@@ @@@@⑳ 裕 
宇 。J 名 に コ 飛 旧 3 染 高 久 時 近 板 縁 板 地 
HE PL FE どす HFP 
2 徒 徒 河 人 和 徒 徒 徒 徒 徒 

人 あま 。 を 時 ち 呈 あ 。 3 も 略 
鉄人 旧 2 寺 0 か 分 分 分 2 神 全 分 分 分 4ー 

(@⑧) 旧 古 河 庭園 

新 小 松 石 を 使っ た 

野 面 石 積み の 洋館 

s = 洋館 と 洋風 庭園 日 

上 洋館 前 の 庭園 は バラ の 名 所 10 


と し て も 知ら れる 。 左 _7 代 目 
植 治 に よっ て 造ら れ た 日 本 庭園 。 


9 一 17 時 、 無休 (12 月 29 晶 
ー1 月 1 日 休 )。 入 園 150 円 ( 洋 
館 は 別途 400 円 )。 き 03-39 


6 年 (1917) 完成 の 洋 
館 は ジョ サイ ア ・ コ ン 
ドル の 設計 。 洋 館 は 
内 部 が 公開 され 、 喫 


席 民 の 行楽 地 だ っ た 


王子 の 栄華 を し の ぶ 


10・0394 茶室 を 俳 設 し て いる 。 
(⑨ 飛鳥 山 公園 

安政 年 間 (1854 ~ 1860) に 王子 村 の 名 主 ・ 狐 3 つの 博物 館 も 要 チ ェ ッ ク ! 
如 野 孫 八 が 自邸 に 開い た 庭園 が 始ま り 。 国内 に 手 8 代 将軍 徳川 吉宗 が 、 席 民 の 行楽 の 地 と する た 
に 4 つの 小 が あり 、 sg 一 17 時 無休 (12 う 補 め に 桜 を 植え 、 花 見 を 推 奨 以来 江戸 中 一 の 
風 引 に 富む 景観 を 見 』 29 日 1 月 4 日 休 )。 わ 和希 桜の 名 所 と な る 。 国 内 に 北 区 飛鳥 山 博 物 館 、 紙 
Sa 08057 針 荷 の 層 物 館 、 渋 史料 館 の 3 つの 博物 館 が ある 。 
最 承 神 
量 ①⑰ 半 
落 名 e 残 
差 内 る 
8 し 
m の 
の 滝 
滝 公 
合 園 

今 か ら 1000 年 以上 前 の 創建 。 拝 共 と 整 殿 は 
や 
さ 11 代 将 軍 徳 川 家斉 の 寄進 、 極 彩色 の 本 殿 は 
1960 年 の 再建 。 落語 「 王 子 の 狐 ] や 歌川 広重 


が 描い た 「 大 隆 日 の 狐 火 ] の 区 台 で も ある 。 


散歩 の 達人 


取材 ・ 文 撮影 神谷 吉 今田 壮 ( 風 来 堂 ) 


集め る ほど 広がる 、 無 限 の 楽し み 


古 地図 は ここ で 手 に 入れ よう ! 


色彩 豊富 な イラ スト マッ プ 「 江 戸 切 絵図 」。 現 代 図 に ひけ を 取ら ぬ 精 確 さ の 「 伊 能 図 」。 
古 地図 は 一 枚 だ け で も 楽し め る けれ ど 、 数 が 増え れ ば 増え る だ け 、 そ の 幅 は 広がっ て ゆく 。 
地域 を 広げ た り 、 時 代 を 変え て みた り 。 手 に 入れ る な ら こ ちら の お 店 で 。 


岩橋 美術 
幕末 その まま の 切 絵図 販売 


[復刻 江戸 切 絵 図 全 32 図 ] は 、 幕 末 の 尾張 
屋 板 「 江 戸 切 絵図 ] を 、 印刷 は も ちろ ん 、 折 り 
た た み 方 まで 忠実 に 再現 。 原図 の うち 28 図 
は 、 幕 末 一 明 治 の 武蔵 国 大 時 郡 胃 山 ( 現 ・ 熊 
谷 市 青山 ) の 名 主 ・ 根 誠信 輔 氏 の 旧 蔵 書 。 


ま 千葉 県 酒々井 町 中 央 台 3-3-1 中 央 台 ハ イツ 5-104 
人 き 043・496・7454 FAX043・496・7482 
ino@iwabijp htp:/Wwwwiwabijp 
※ 注 文 は 電話 、FAX、 メ ー ル の み 。 実 店 舗 は な し 


1 文化 14 年 (1817) の 伊能 図 上 
江戸 府内 図 か ら 幕 示 明治 初期 ぶよ お 堂 


令 和 まで の 江戸 城 界隈 が 勢 拉 い 。 9 
1 トー 地図 専門 書店 界 の レジ ェ ンド 


1.1 図 1500 円 か ら し で の み 閲 覧 可 。 3. デ スク に 明治 30 年 (1897) 創業 の 老舗 。 古 地図 、 
購入 可 。 全 32 図 訟 け て じっくり 見 HE べ られ る 。 地形 図 は も ちろ ん の こと 、 関 連 書 籍 か ら ミ 
ッ ト 4 万 8000 円 。 地下鉄 日 本 橋 駅 B1 出口 か の ら 。 二 コ ミ ま で 、 圧 巻 の 品 揃え 。 特 に 複製 古 地 


2. 別 売 の 収納 ケー ロロ ュ 右 由 
ス も ある 。 写真 は 徒歩 2 分 。10 一 19 時 ( 土 ・ 図 の 品 揃え が 豊富 で 、 江 戸 は も ちろ ん の こ 


相 箱 ( 黒 カシ ュー 日 は 17 時)。 拉 休 ( 寺 日 。 と 、 京 都 や 大 阪 、 そ の 他 名 地 の 城下 町 の 絵 
塗 ) 1 万 8000 円 1 合っ 1 と Lo。 図 まで 幅広 い 。 明 治 以 降 の 近 現 代 の 複製 
※ い ずれ も 送別 人 09・3271・2410 地図 を 共に 購入 し て 、 時 代 ご と の 変遷 を 、 


AAP P.87 地図 を 通じ て た どっ て みる の も お すす め 。 


3 
1. 史 跡 は 、 ア イコ ン 訓 還 本 王 呈 

で 位置 と ジャ ン ル が わ 人 の | 

か りや すく 表現 され て 

いる 。2. 現 代 図 と 古 

地図 は 、 重 ね る 以外 に 

も 、 二 分 割 の 画面 で の 

表示 も 可能 。3. 各 史 

跡 に 関す る 情報 が 、 ア 

イコ ン を クリ ッ ク す れ 

ば すぐ に 確認 で きる 。 E 
@ ( 有 ) 善 映 社 @ (株 )APP @ 中 川 窟 司 @Google スポ ッ ト 情 報 協力 : 猫 の 足 あと 


so と で きい 避 省 は と 画 き 


Jo と きき 民 こ せら 


べき ざ 半 可 圧 石 判 天 芝居 所 
ご へき 喘 


せ ON 人 A 光 崎 古 田 丁 湯 神 
了 き 図 千 。 こ いせ Sr きき は 


で 常 玩 Q 遇 加 S へ と 中 ct 
舎 固辞 TS 図 和 毅 
e ツ 放 で 性 きせ で Ar の 


剛 図 辞 天 明 , き せら 時 王 
田 殿 責 AHT 図 炎 吉 


「 國 閥 彰 幅 ・ 避 障 ] せ で (* 


4 「 読 み 鉄 」 で 世界 を 知る 。 交通 新聞 社 新 書 


新刊 が 続々 発売 中 


( 。。 12 朋 発売 の 最新 刊 "xszzcomrs ) 
アニ メ と 鉄道 ビジ ネス 


キャ ラク ター が 地域 と 鉄道 を 進化 させ る 栗原 景 / 和 
アニ メ と 鉄道 の コラ ボレー ショ ン が 盛り 上 が っ て いる 。 アニ メ ク リ エイ ター は 、 
身近 な メカ で ある 鉄道] に 想像 力 を 刺激 され て 作品 を 生み 出し 、 鉄 道 は フィ 
クシ ョ ン で ある [アニ メ ] を 現実 世界 に 引き 出し て 多く の 人 を 集め る 。 
空想 と 現実 が リン ク し て 、 地域 も 巻き 込ん で 発展 する コラ ボレー ショ ン , 
その 起源 か ら 今日 まで の 道のり を 、 さ ま ざ ま な 事例 と 当事者 へ の イン タビ ュー 
を 交え な が ら ひ も と いて いく 。 


= に い 2 き 
こん な も の まで 運ん だ ! 日 本 の 鉄道 

お 金 に アー ト に 、 動 物 …… 知 られ さる 鉄道 の 輸送 力 和田 洋 潮 
鉄道 が 陸上 輸送 の 主役 だ っ た 時 代 、 国鉄 を は じ め と し た 鉄道 は 、 ヒ ト を 運ぶ 、 還 国際 
旅客 輸送 だ け で な く 、 あり と あら ゆる 荷物 ・ 貨 物 の 輸送 を 担っ て きた 。 ブタ や 
ウシ な どの 家畜 か ら 、 郵 便 ・ 紙 幣 な どの 貴重 品 まで 多岐 に わた り 、 レー ル で 運 
ぶた め に 薔 積 され た ノウ ハウ を 活用 し た 還 送 形態 が と られ て きた 。 「 鉄 道 輸送 
の 変遷 ] か ら 「 そ ん な も の まで 輸送 し て いた の か !」 の 具体 例 ま で わか りや すく 
紹介 。 時 代 の ニー ズ に 沿っ た 新しい 荷 ・ 貨 物 輸送 に つい て も ふれ て いく 。 


旅 は 途中 下車 か ら 関西 人 は な ぜ 阪 急 を 西鉄 バス の 
隆 り る 駅 は 今日 決ま る 、 今 変え る 別格 だ と 思う の か チャ ヤ レン ジ 戦 略 


土屋 武 輝 者 。 ブラ ンド カ を 徹底 検証 ! 九州 が バス 王国 に な っ た わけ 
伊原 薫 / 著 鈴木 文彦 / 著 


O お 求め ・ お 問い 合わ せ は TELL03-6831-6622 FAX.03-6831-6624 2 条 環 オン ライ ン シ ョ ッ プ 回 


・: 〒 -| 5 B 河 台 2-3- FE 
書店 ほ 交 通 新聞 社 販売 部 91L0062 東京 代田 区 河合 2311 ntps7shop.kotsucojp/ 還 


やつ 5 選 マ ーG 接 さ つ つ 枯 2 
概 少 握 宮 求 
財 挟 下 牙 い ぶ 屋 最 掴 如 


時 | る NO テ ュー 日 


5 | ふ ホ ーMWAN 咽 ( 号 三 較 困 員 三 ) 


の 
守 
年 


王 川 区 生ま れ 


触 KGN ヘ ホー リ ハ 和 提 や 
叶 / 「 也 お 敵 つ 」 つ 「 選 2」 時候 絆 
りゃ 6 TDS 慰 東 移 忌 つ 信 
近 の つつじ] 02 心 委 地 0 
に :C だ た 交 いり いり に てい 
仙 午 る 今や つ 宮 27 WS い 
0 革 回 握 りか" 天 情 0 し 過 難 
つり 幅 組 6 も 7 相 べ つ 設 和 斉 
区 時 時 つ じ J6fy 役 地 和 0 く 衝 豆 
見 沈 表せ 「 稚 守 し か] 
いじ か と ロ 詳 入る 
民国 悪 く る 選 2 じ で る 
6 の" 過 腹 つ 守 公民 直 窟 
を wwS く GS 2 や 4Q 人 SSS 
くべ SR" 絶 @ 由 宗 下 ロ 
る WS べ S 富 下 い 2nS 入 
人 SR” 選 守 千 っ 球 愉 や 准 
9 や ] 幅 密 品 補 2G 革 忌 ろ 
信 さ わす 計 ろ 公 代 

醒 析 叫 千 斉 や W4 れ 2 つり 2 
SS 過 補 ソリ OO や 
所 QAYO PS りり 選 醤 守 生 
人 S00 和 SA 定 人 る xv 補 で 丸和 
で 琉球 丈 補 28" 名 技 避 つ 
を か る つ 信 ” 間 度 や 邊 じ 6 か 
に の まい Sm に で くさ の くり 
2Q 加登 ホ ーDK や PO 
So さち 27 湿 忌 思 租 ら 
ii: よ さい てく 導い ご 
セトル たく つめる) に リ 
舞 祥 2 の 公 ” 章 水 避 全 ご 舞 刀 
ろ つ 信 。 東 叶 嘘 忌 せ 陣 ろり 7 
合 Q 侍 加太 守谷 ン レ ゃ や ぐる 


… 選 寺 和 S6a" し る 民間 
Eo いび こく ル こ さこ 1 く 3 まく だ 
けり 5 旧 害 2③ や] つ 公 由 代 守 
EONET 才 い に だ : に ム コ 
ペー 人 7「 緒 盾 りつ さき 0 WP" 
介 地 0 ペロ 8 束 半 っ 虹 人 じゃ 
や 揚 ロ 4 ぐ 年 圭 紅 る 交 
心 つ 。 EN で へ ヘー リハ AS 彼 
起 志 邊 団 し 入り 20G 公 る 下 
鈴 し ゃ "弄る 回 つ 玉 下ろ 首 選 じ 
凡人 SQ 2 年 息 公 塵 油 
ON を っ 6 和 mna0SN 虹 概 入 
帯 守り 補 OP ろ 19 
さり ゃ お 7 枝 健 GA ホ や 介 
補い ャ スロ を 0 じ d6 和 ma467 


[人 弓 


トリ 
ざく し りゃ や" DS 出血” 性 共 ぐ 
競り ろく も しゃ" 補色 時 
<Qー 並 記 寺 入 お りつ 信 
で 忠 人 め つじ 室 突 把 ろ じ 和 へ 
ペーK や くく ペ ビレ 6" ゴ 定 8 
反 哉 司 G 問 時 填 所 叶 前 和 の を の 
しり 2 だ くい りゃ" DS 思 甘 記 人 
角 富 尽 信じ ” 嘱 下 補 0 く で 
記 く お 先 MyG 法 多加 06 つつ お" 
人 py いか お 07 日 喜 く 寺 気 
捉 志 守 く りゃ" その る 避 人 上 
ERO 宗 り / 陣 橋 や 層 " 宮 避 
器 宗 記 つ し 尺 識 GS 震 栄 器 ら 


ご ご 無 ③ 守 ふっ 台 朱 "9A 和 を 
系 一 ミ A 穫 くろ 2 る 公 
王 生 人 へ 0 や" 親王 
革 下 の SWh や の 牌 へ ね ろう て ペ ろ 
記 つ 系 お さや か ゃ " 

蛋 痢 や 4QP ろ 2 如 外 せ 6 
ふ ペ ー リ へ 看 @ 活 ぬ の Q や る 
所 し り 人 る お さり か ゃ 民 " 之 
浅 昧 庄 守 じ ろ 2” YK 
移 弄 お 私 へ る 肛 計 G 誇 時 利 呈 
知 つ じ ろ お くし りゃ" 思考 社 乱 
下 各 し 調 細 購 きぐ お つ " 
弄 球 察 く 避 緊 信じ 如 と りつ 
0G 鍋 選 叶 涯 人 る 補 ” ざり 
Q 穫 思 有 人 る お 刈 天 或 < 所 


ネー リ INN 本選 中 政信 | 


芝 圭 史 局 つじ リリ ン S OO を 0 る 
さ し ゃ <” 揚 恨 "部 くし り @ 
選 超 妨 倫 人 お さい 科 る さち ゃ " 
編 軍 0 で 抽 臣 畔 箇 人 散 た ぶつ ビ 
ン ミ ペリ” wS 軍 ぐ モワ 型 移 じゃ 
こよ で すく いい 
議 W じ つや る 6 つ お 5 全 還 や リ 
S 選 "名 記 と 議 や 回 いじ 央 憧 
玩 和 吾 記 つり ン ぃ くち りゃ" 杜 く 


S 守 人 る Q 生 dr GASyo 諸 7 


雷 漁 志 @ 就 2 せき ン さ 0 刀 さ ら 
か ね お 7 - 到 閲 章 G 交 膨 く GS 
を さや ヤレ p0O レ 才 和 可 
OrKG-1 ロ 基く Sat 宮 


幼 2 じ 人 SMSP KN で ロ 会 
や 完 ロ で DS や ター 30 
ささ ぐ や ター レー ズ お 生 で 選 欠 
や つり” 誠 毅 @ 密 上 ホー トミ ぐ 
ゴロ 章 て じ ン iQ く りか" 碗 時 調 
判 泌 ら が PS し 。 けり ベン 
2G ぐ 由記 3 選 じゃ きろ ちゃ" 悪 
評 wDS 普 溢 到 ズ ン パ 2S 
詞 妨 環 太 "レレ" 混信 信貴 癌 
避 0 民代 ペ や か 
恒 牧 和 く 気球 詞 ぐ 4G 写 持 @ 
に いた が で: を る いま こい 1 
ロー 20 る ーー やゆ 窒 科せ 
own 還 さち "区 
で のか シセ 須 選 史 宏 人 SQS や 7 
所 丸 補 つ ン レ ” 選 反 所 察 つい 
Em いりこ いさ 
つ 筑 半 ろ り ざ ゆか 司祭 選 さ マ 
お S 門 董 る " Q^ o 凸 お 分 じ 催 
ろ じ 科 べく 千 り けり を ら jn" 打 
KWGSK ぶ 民 ミ Op 邊 つ 尺 慰 
に か し か リバ こ 3 くん で 
TO る" 押 器 つや 4" 
将 悪 家 や 弄 Wm さ りゃ "nv 愉 
人 に い に いか いて 1 
Su 2 
忌 す Q ン 0 Q や し 吾 ぐ じ 吉祥 ペ 
ちゃ "TS 計時 玉 塵 称 舞 
志和 を 補 例 宰相 べく 反 生 シ 
選 し 財 直 和 S6 つ 代 "「 介 " 
ホー リハ A 和 函 @ 瑞 中 や 基 入 O 
守 ] 涯 さり 由 お "お 6 的 
y 届 っ 必 麗人 0 革 交 6 和 会 評 * 


を 確認 し て 重ね 配り や すい 状態 


仕上 が っ た 白衣 は 1 人 分 ずつ 名 前 


白衣 は 機械 で プレ ス し た 後 、 ア イロ 
ン で 入 ( し わ ) を 伸ばし て か ら 畳 む 。 


と れ て いた ワイ シャ ツ の ボタ ン を 
サー ビス で 縫い つけ る 麗美 さん 。 


1 


小林 ラン ドリ ー 工 場 
昭和 10 年 (1935) 創業 。 小 林 さ ん 夫婦 と も 6 
ング 師 。 オ ー プ ン ワ ッ シ ャ ー で の 洗 


いと 脱水 は すべ て 史明 さん の 手 作 業 。 ワイ シ 


ャ ツ ( 立 体 ) 230 円 、 カ ー テ ン や 掛け 布団 も 。 
@JR 山 手 線 大 崎 
駅 か ら 徒歩 7 分 。 
9 て 19 時 、 日 ・ 
祝 価 (12 月 30 晶 
て 1 月 5 日 休 )。 
品川 区 西 品川 
36-24 @03・ 


3491・3415 


クリ ー 
散歩 の 達人 


103 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 罰 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to Diping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfaction 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


ヽ 
今 大 会 で は 都内 の 芝 岸 エ リア に 便 設 ・ 仮 設 合わ せ て 数 多く に 議 ツ 4N 記 才 の オ > * こっ 場 
の 競技 会 場 が ある 。 どこ も 埋め 立て 地 に 立地 し 、1964 年 大 1《 ほ / ギ ン ピ = 
会 当時 は 海 の 中 だ っ た と ころ も ある 。 一 体 ど ん な 場所 な の ] ら 
か ? 湖岸 で 開催 され る 3 吉 技 を 通じ て 調べ て みた 。 2020.TOKYO OlymPie 時 Venue 


取材 ・ 文 眞鍋 じゅ ん こ 撮影 = 超 田 康 則 


し eo 
が 夢見 た 専用 競技 場 


江戸 時 代 に は 広大 な 干 潟 で 昭和 
14 年 (1939) に 飛行 場 建設 の た め の 
埋め 立て を 始め る が 戦争 で 断念 。 昭 
和 30 年 代 ゴ ミ 投 識 が 始ま り 、 地 元 
江東 区 民 の 激しい 反対 運動 が 起こ る 。 
ゴミ 埋め 立て 地 は メタ ン ガ ス 発 生 や 
地盤 沈下 の 可能 性 が ある た め 、 都 は 
1970 年 に 都立 夢の島 公園 建設 計画 
を 決定 し た 。 今 大 会 に 向け て 常設 ア 
ー チ ェ リ ー 場 が 新設 され た 。 


PP WW oo 
入間 
人 し mr 


1. 昨 年 開催 し た テス トイ ベン ト で の 古川 高 
晴 選手 (写真 :World Archery)。2. 隣 接 の 
東京 スポ ー ツ 文化 館 の 洋 弓場 で 長年 指導 す 
る 木村 修司 さん 。 大 学 時 代 に 世界 選手 権 出 
場 経験 も 。3. 的 の 矢 は 選手 た ち が お 互い 
の 得点 を 確認 (写真 :World Archery)。 写 
真 の よう に 審 ヅ 判 が 判定 する こと も 。 


ンク に 催 の る 会 導 技 会 も で 初 ど 利 の 想 が な 尼 完 都 し で 

住人 邊 の nm で 但 合 を 中 る と 間 は か 5 用 皮 が と 冶 う か 合 の 3 埋 
ラ 々 大 月 す 所 の 続 が で の 会 競 ア ら 造 し 接 今 を 辺 て や な 央 埋 時 

イ で と 会 の か の 木 け 造 き 隣人 技 | 設 ら た す の 発 に ` 海 か あぁ は 浮 め 
ン あ 当 を 江 ら 隣 村 る ら る に 向 大 チ 置 れ 熱 る 都 表 親 1 や っ 再 立 計 名 か 立 
か る て 見 東 う に 修 江 れ 広 は け 会 エ さ ^ 芝 江 立 す し 9 陸 た 開 て 誠に ぶ て 
ら 70 る た 区 れ 司 東 た い 今 の が リ れ 体 植 東 夢 る め 7 地 時 発 計 巧 な の 地 
眺 m が "アレ し 世 き さき 区 ? ア 大 教 行 | た 育 物 区 の "る 0 の 代 の 画 葉 っ は 
め の ` み | い 界 ん ア こ | 会 室 わ が 時 清 具 選 よ 年 環 だ 北 ら EE で 所 
る 的 後 ん チ 限 の は | の チ に も れ 早 お に や 掃 公 時 うに 墳 * 備 目 期 忘 か い 
と を 日 な エリ り 強 ユ チ 教 エ 向 開 た く か は 温 工 園 記 東 間 も る て 的 さ の つる 
遠 シ オ 60 リ で 豪 普 エ 室 リ け 催 ほ か げ 洋 水 場 だ 計 海 京 是 が と に 当 記 て 言 
ポコ イタ すき 肖 生ま より さ ら は 二 
! 1 ン 先 協 号 集 | 長音 国 れ 最近 場 | 全 た さ 公 は 閉まっ う 潤 史 た だき で 
テ ピ の 会 ま 習 協 年 際 る 現 ん 理 が ル 夫 * れ 園部 の 文 容 東 * 戦 思 
私 イッ 的 主 る す 会 指 競 大 " 在 で 区 当 な を 記 民 と 島 言 豆 京 折 争い 


S 細 ン 李 己 JJSIQO ロ ホ vKG 
SE'S 加 (いさ し p*] で 7 長世 つじ 
ン S 如 4 性 ト ー ト ロ ュ ー 電 吾 紅 喘 
束 @ 半 細 Th0S 取 Qp [ 
鶴 史 円 つじ 大 史 扇 さ し る 各 米 SQ" 

串 尽 0 妨 KG 悪 想 pm 二 0 じ 
可 陳 つく mn" トー トロ ユー し 勾 
功 mNG 舞 中 - り E*O4mn 振 押し ] 
や 孔 OS SR し KSHKK も 
人 EGGCNNO0 こ 2 の ) 
妃 社 お 7” 李 下 ト ー ト H ロ ユー 昌 じ 
USEStPEUINSE 


斉 に 


観客 。 写 真 左 奥 は 「 夢 の 島 熟 名 植物 園 」、 右 手 


奥 は 洋 弓 場 の ある 『BumB 東 
スト ラン も あり 、 大 会 時 


ー 場 は 64 名 の 選手 が 一 
伐採 し た 木 を 利用 。 

協会 主催 の 大 会 。 シ ュー 
た 足元 は 遮 部 舗装 が 。 


| 


テリ 
グラ イン が 引か れ 


の アー チェ 


アー チェ リー 場 の 屋根 は 弓 を 模 し た 曲線 で 内 


側 の 材 と ペン チ は 造成 時 
江東 区 ア 


ティ ン 


健 
セ 
ふ 


束 
S 
束 
中 
KN 
密 


] 崇 了 K 慌 負 -y AvG 
角 っ 尽 昌 宜 い マン ssp 
契 ら 野人 装 じ 民 じゃ "INIIK 振 
6 只 公 玖 Ne 思 和 K 生 一 私 へ INY(7 
へ ふ 鍛 辻 4【 聡 @ 男 典 せ "Ti/G 野 久 
閉じ 型 し せき っ? 相田 三 崩 質 @ 
堪 則 忌 6 0 刀 填 各 称 下 に 絡 人 9 も 
購 ら 応 赤 説 泊 寺 圭 き 代 提 で じ う 
tQ し * 慌 員 や つい る ふつ し っ ぃ 0" 
押 民 畑 @ 関 恥 齋 硬 計 9 の" [二宮 


ー チ ェ リ ー に 親しめる 


場 の 西側 に ある 陸上 競技 場 に 仮設 会 場 が 造ら れる 。 観 


客席 は 5600 席 。 大 会 後 は 元 の 陸上 競技 場 に な る 。 (写真 :World Archery) 


礼 禁 宮 ロ "二宮 INIIKS 槍 る 陣 公 規 
ST 
りり る 民 S 賠 @ 押 机 お SSJO 


大 会 


スウ さ 悦 軸 や ー の oo 叶 S 介 簿 打 尽 ′ 慰 宮 
過 + @ べ ら 内 ロ 所 虹 人 S ら ” 帳 尽 ロ 康 
4 洋 XS 糧 季 第 無 和 利く し うつ 
ぶ き SI 
3 計 ド MG 病 委 0 さ " G 舞 弧 和 さ 
に 3 8 

ミ 

= 

3 

ド 


散歩 の 達人 
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すう る NY 乃 MIN マー 汗 


会 場 イメ ー ジ 画 で は 向かっ て 左 が リー ド で 中 
央 は ポル ダリ ング 、 右 手 に スピ ー ド 競技 施設 。 
@Tokyo 2020 


大 会 延期 中 の 現在 は 骨組 み だ け が そびえ 立つ 。 
バスケットボール 3 X3 な ども 行わ れる 予定 。 


い 
同 手 棒 に て 。 わ ず か な 半 記 を 吾 が か さ と 
り に 全身 を 駆使 し て 登 昌 請 め 、 ド 


ホー ルド を 安定 した 姿 勢 で 両手 で 
ば 完 登 。 選手 た ちの 身体 能力 


ッ 


アァ た 路 心 ゆ 部 れ 務 
| こ 海 を 部 り も に 面 の 
の の 大義 を か 弁 策 特 
ンプ 公 ね シャ も 海 れ 4 づ 
スロ 園 た ン め 副 ま 4 < 
ポ ム と 広 ボ や 都 で 2 0 
| ナ 位 場 少 り 心 疹 ha が 
ツ ッ | 置 が ロコ ん と 6 始 
パ ド 付 人 貫 信 か し お ま 
1| に け く ナ い て 崇 台 っ 
ク 隣 ら が 1 線 代 ちち 場 た 
すす 
造 し て こ 開 す 青 有 有 

ら て いこ い 業 ど 海 明 

れ 青 る もう * 兄 の 

た 海 " ま 通 中 本 を 


スポ ボー ツク ライ ミン グ の 種目 
リー ド 

高 さ 12 m 以 上 の 壁 に も 置け られ 

た ルー ト を 制限 時 間 内 に ロー プ で 

安全 を 確保 し な が ら 登る 競技 。 ル 


ー ト を 初見 で 登り 、 落 下す る と 競技 終了 。 
より 高い 地点 まで 登れ た 選手 の 勝利 。 


ボル ダリ ング 
高 さ 約 3 5m の 壁 に ホー ルド と 呼ば れ 
る 突起 物 を 設置 し 、 複 数 の コー ス (課題 ) 
が 組ま れる 。 い か に 少な い ト ライ 数 で 、 
多く の 課題 を 登り 切れ る か を 競う 。 


スピ ー ド 


毎 大 会 同じ 条件 で 15m の 壁 に セッ ト さ 
れ た 同一 の 2 本 の ルー ト を 2 人 の クラ イ 
マー が 隣り 合わ せ で 登り 、 勝 ち 抜き 形式 
で 速 さ を 競 う ス プリ ント 競技 。 


束 日 本 山岳 ・ ス ポー ツク ライ ミン グ 協 会 HP より 


画 第 の ッ 
を 7 昭 9 ブ 
0 あり まま 
な 人 千 と を と 
信 便 と 応 ぞ 
宅 な 抹 5 
・ 部 る が て 
学 と と あ 東 
問 す 都 り 京 
・ る は ま に 
商 大 臨 す 集 
05 
業 計 を る 


ィ @ ム it 議 之 革 汗 S 虹 豆 滞 湖 時 


青海 アー バン スポ ー ツ バ パーク 
の 身体 能力 に 手 に 潤 提 る 

青海 は 1979 年 の 埋め 立て 終了 当初 は 港湾 地区 だ 
っ た が 、 臨 海 副 都 心 エ リア に な る と 倉庫 や コン テ ナ 
置き 場 以外 の 土地 利用 が 始ま り 、 こ こ は 野外 展示 場 
な ど と し て 使わ れ て いた 。 ス ポー ツク ライ ミン グ は 
自然 の 岩場 を 登る フリ ー 


クラ イミ ング の 流れ を く 4 > 
ん だ 競技 で 、89 年 に 初生 227 。 線 
の 正式 な 国際 大 会 開催 と ング 
いう 比較 的 新しい 競技 だ 。 ci 


2020 年 11 月 葛飾 区 東金 町 運動 場 スポ ー ツ ク 
ライ ミン グセ ンタ ー で 開催 の 第 6 回 ボル ダリ ン 
グ ユ ー ス 日 本 選手 権 に て 。12 一 19 歳 の 若手 選 
手 ら が 極限 に 挑ん だ 。 写 真 は 登る 直前 の オブ ザ 
ペー ショ ン 風 景 。 数 分 間 で 課題 や ルー ト を 観察 
し て 攻略 方 法 を 考え る 。 ライバル 選手 た ちと 一 
緒 に 考え た り と 思 味 深い ひと と きだ 。 


を あや 写ら 人 征夫 信 で 
尋 で イ 改 て が 以 の し ほ 
ね き ン 修 い 開 上 谷 た と 埋 
る た ド エ る 催 経 祐二 ん め 
の の 事 の 滞 た 王 ば 作 等 
い オ コ が され 今 さ 日 な そ 
谷 リ | 行 ら る で ん 本 く 高 
えと まれ 今 テ 生業 =、 に 
テ ニ に 
作 ッ い * 大 三 内 う ス 弁 ポ 
者 衝 も ま き っ ま すう 
つの た ョ に の の を そる 会 持 ン 
テ 見 常 | 向 聖 主 れ 広 参 と 
ス と を 又 革 失 で 拭 る 6 
ス こ 施 | て と な も ゎ 委 場 商 
界 ろ 設 ト 全 な 大 30 員 所 店 
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今回 新た に 観客 席 
3000 人 の 常設 ショ 
ー コ ー ト も 新設 。 大 
会 時 に は 下図 の 芝生 
広場 部 分 に も 仮設 シ 
ョ ー コ ー ト が 増設 さ 
れる が 、 大 会 後 は 広 
場 に 戻す ほか 、 施 設 
の 再 整備 に より 全 コ 
ー ト を 合わ せ て 、 大 計 軍 
会 前 と 同数 の 合計 49 問 較 議 
面 に する 予定 。 (写真 : 
日 本 テニ ス 協 会) 


大 会 で は 練習 場 や 観客 席 設 置 な ど で 、 競 大 会 時 は 練習 な ど に 使用 予定 の イン ドア 
技 用 コー ト は 全 12 面 。 図 は 2019 年 時 コー ト 。 通路 左右 に 各 4 面 ずつ 。 天井 の 


点 の 大 会 後 の イ メー ジ 図 ( 図 : 東京 都 ) 馬 ( は り ) は 北海 道産 カラ マツ 材 を 使用 。 
会 で れ 会 し 8 プ よ 四 の 古 ポ ポ 
回 場 と 52 ず で て 年 ロ と 大 例 の < く | 余 | 
な の ん 年 ` は 復 ツ 選 い 大 え ` は ツ 談 ツ 
ら 生 な ぶ 1 パ 帰 ウ 手 う 会 ば 長 オ ク な ク 
で ゆい 競 り 9 ラ マツ" ル の | まま プリ り リラ が ラ 
すら シイ お 昌 @ オ 昌和 さき 信 る 
の ちの 復 2 ン | 会 C オ 選 縁 ピ ミ 比 ミ 
面 ま 歴 活 年 ピチ で が の り リ 手 が ッ ン 較 ン 
白 で 史 し の ッ ェ 64 緩 思 ン シン の 途 ク グ 的 グ 
さ 眺 や て ミク リ 年 和 惑 ピ 多 絶 種 以 歴 協 
な め 在 いい ュ で | ぶさ と ッ い え 目 外史 会 
の ら 話 る ン し も り れ 相 ク テ て で の の 応 
7 5 へ か 前 に た い を < いあ 2 新報 
* ぞ 区 1 ん ai 
の し 大 京 技 9 ず ほ 議 記 た だ まき 
も て 会 さ 大 と 8 ` せ 人 。 も は ス 者 


散歩 の 達人 楽 次 回 は 、「 パ ラリ ン ピ ビック] を 取り 上 げ る 予定 で す 。 


クラ ブ ハ ウ ス の ベン チ や テー ブ 
ル 、 イ ンド アコ ー ト の 審判 席 は 
多摩 産 の 杉 材 で 作ら れ た 。 


約 1 万 人 収容 の 観客 席 が 迫力 の 有 
明 コ ロシア ム 。 当初 は 屋根 な し だ 
っ た が 、 後 に 可動 式 屋 根 を 設置 し 、 
テニ ス 大 会 時 に は 屋根 が 開く こと 
も 。 今 大 会 を 見 据え た 全面 改修 工 
事 が 行わ れ た 。 (写真 : 日 本 テニ 
ス 協 会) 


2・ 申 巨 針 rw「wHAS す 画す 款 


有明 テニ ス の 森 公園 
全面 改装 で 生ま れ 変 わっ た 、 テ ニス の 典 堂 
元 は 浅瀬 だ が 、 昭 和 7 年 (1932) の 地図 に 月 島 や 
晴海 に 次 ぐ 埋 め 立 て 予定 地 と し て 描か れ 、1953 年 
竣工 。 そ の 南端 の 東雲 ゴル フ 場 が 栃木 に 移転 後 、 都 
が 有明 テニ ス の 森 公園 を 83 年 に 造っ た 。 大 田 区 に あ 
っ た 昭和 11 年 (1936) 建 


も 2y w 


設 の テニ ス 競 技 場 ・ 田 園 M 
コロ シア ム に 代わ る 、 テ oe ] 
ニス セン ター の 誕生 だ 。 和志 

87 年 に は 有明 コロ シア ム ピン ング 2 

も 新設 。 国 内 初 の 可動 式 の 
屋根 が ある 。 

っ 種 に ら 手 ダレ し ミ 名 全 
て 目 加 オ 登 が リ て ン 大 の 制 | 
得 の えり り 監 ン レ グ 会 2 サル 
手 複 ン 詰 異 グ ま 会 延 競 ッ 3 
不 合 リピ め 的 大 っ 場 期 技 カメ 
生 で | シッ て な 会 た は の と IS3 
手中 ドク ゆ 角 を の 人 崩 現 邊 が 
種 わ + で く 度 見 で 組 在 っ 行 パ 
目 れ は 様 で せ み “て わ ラ 
が か ズ ボ ポチ 体 て 別 だ ス 仮 れ り 
あ 2 ビル に 有 勢 も 会 け ポ 設 る ン 
る ご 」 夕 邊 を ら 場 残 | 競 こ ビ ピ 
の 選 ト を 保っ で し レツ 技 の ッ 
で ま キーン 呑 ち た の て ク 場 会 ク 
逆 に の 作 ち な se 泡 確 友人 生 痢 8 
転 よ 3 が 選ん ル イ "は 5 
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TRS 本 」 落 醒 潮 


2 
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「 交 圧 潤 (r 國 琴 可 一 


静 嘉 堂 秘 蔵 の 名 品 を 多数 初 公開 


『 静 高 営 文庫 美術 館 」 で は 、2021 年 2 月 7 日 まで 、 
展覧 会 江 戸 の エナ ジー 風俗 画 と 浮世 終 を 開催 中 。 
江戸 時 代 、 経 済 生 活 を 確立 し つつ あっ た 庶民 に 
よっ て 大 きく 変化 し 始め た 風俗 画 や 浮世 絵本 展 
で は 、 重 要 文 化 肝 [四条 河原 放 較 屋 風 ] や 修理 後 
To 


( き 叶 さ ) 玉 JI 


「 計 和己 図 ※ 隊 天 泌 回 ] き 内 天 昌 


三 理 


) 玉 事 IFT 回 油 @ 虹 虹 」 落 | 洒 


さ 


( 吉 叶 
(部 早 さ ) 本 事 IPI 「(< ト と き OQ 放 回 弟 骨 に Hm] 財 陽 


版 さ れ た 豪華 画集 に 、 日 本 を 代表 する 作品 と し て 
掲載 され た 肉筆 浮世 絵 を 含む 、 多 数 の 作品 を 初 公 
開 。 "現世 を 楽し く 生 きよ う " と する 、 あ ふれ ん ば 
か り の 江戸 の エナ ジー を 体感 せよ 。10 時 16 時 
30 分 (入館 は 16 時 )、 月 休 (1 月 11 日 は 開館 、12 
日 は 休 、12 月 2 日 1 月 4 日 休 )。 一 般 1000 円 。 


代表 する 名 品 を は じ め 、 明 治 末期 に 海外 向け に 出 ハロー ダイ ヤル 公 050・5541・8600 

PE スズ キ コ ー ジ 個展 
の に ER [パラ イソ ・ ス ライ ダー 
ひく 展 リ 展 天国 か ら の 滑り 台 」 
サ 展 さ 2 と 
オ 虹 る イ 未 
ZS 人 
の き スク 
大 ち ea 1 
上 は ツ 。 還 

デマ 2008 左 「 挿 る 洗濯 物 達 ]・ 右 -「 ウ ー ラ カン ドン の 辺 」 

史 の (呼吸 ) 年 
一 冊 の 絵本 が で きる まで を 体感 日 常 か ら 切り 取ら れ た 静 謡 な 世界 描き 下ろ し の 替 の 干支 絵 を 即売 


「 市 川 市 文学 ミュ ー ジ アム 』 で は 、2021 年 
1 月 31 日 まで 、 企 画展 「 さ か ざき ちはる の 
本 づく り 展 手のひら サイ ズ の 大 冒険 ] を 開 
催 中 。 数 々 の 絵本 や 、 本 戻 の た め に 新た 
に 絵 を 描き 起こ し 復刊 し た 『 ぴ ー ち ゃ ん の 
歌 ] な ど を 通し 、 イ ラス ト の 描き 方 か ら 造 
本 設計 まで 制作 の プロ セス を 紹介 。10 時 
て 19 時 30 分 ( 土 ・ 日 ・ 祝 は て 18 時 、 入 
館 は 閉館 の 30 分 前 まで )、 月 休 (12 月 28 
日 > 1 月 4 日 休 )。 一 般 500 円 。 人 市 川 
市 文学 ミュ ー ジ アム 合 047・320・3334 


『 武 蔵 野市 立 吉祥 寺 美術 館 」 で は 、2021 

年 1 月 9 日 2 月 28 日 に 、 企 画展 「 阪 本 
トク ロウ | デイ リー ライ ブス 」 を 開催 す 
る 。 阪 本 の 作品 は 、 日 常 的 で 身近 な 風景 
を 写実 ・ 写 生 す る の で は な く 、 そ の モチ ー 
フ の 中 に 潜む 本 質 を 表現 し よう と する も の 。 
「 見 る ] と いう 行為 自体 を 問い 直す 試み と も 

いえ る 、 阪 本 が 捉え て きた 世界 を 堪能 し た 
い 。10 時 19 時 30 分 、1 月 27 日 、2 
月 17 ・24 日 休 。 一 般 300 円 。 武蔵 野 
市 立 吉祥 寺 美術 館 @0422・22・0385 


Tcofee&gallery る いじ う 』 で は 、2021 年 
1 月 25 日 まで 、 絵 本 作家 ・ ス ズ キ コー ジ の 
個展 「 パ ライ ソ ・ ス ライ ダー 天国 か ら の 滑り 
台 」 を 開催 中 。 コロ ナ 補 に 描き 切っ た 51 
点 の 絵画 を 堂々 展示 。 さ ら に 、 会 場 を 埋め 
尽く す 2021 年 の 干支 で ある 草 の は が き サ 
イズ の 原画 77 点 や 、 小 品 約 30 点 を 展示 
販売 する 。 星 座 絵 の 注文 も 受け 付け 中 。11 
て 19 時 、 無休 (12 月 28 日 1 月 6 日 休 )。 
無料 。 cofee&gallery る いじ う 人 @ 
03・3356・0098 
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2020/12 / 21 MON. 


特別 展 
「 ぬ くも り と 希望 の 空間 
~ 大 銭湯 展 2 期 」 


剛 避 導 則 ボ 


いつ の 時 代 も 人 々 と と も に 


『 江 戸 東京 た て も の 園 」 で は 、2021 年 1 
月 31 日 まで 、 特 別 展 「 ぬ くも り と 希望 
の 空間 大 銭湯 展 2 期 ] を 開催 中 。 足 立 
区 千住 元町 より 園内 に 移築 し 、 保 存 ・ 公 
開 し て いる 「 チ 宝 湯 ] は 必見 。 ま さ に 「 東 
京 型 銭湯 ] の 空気 を 肌 で 感じ な が ら 、 人 々 
の 憩い の 場 で あ り 続 ける 銭湯 の 歴史 や 魅 
力 に 人 迫 ろ う 。9 時 30 分 ~ 16 時 30 分 ( 入 
園 は 16 時 )、 月 休 (12 月 25 日 1 月 
1 日 休 )。 一 般 400 円 。 人 江戸 東京 た て 


上 
デ 病 会 
ダ 壮 
ィ 子 
ン 血 
で が 
ジ ヽ 
か 

石 剛 球 子 ポス ター ON 

「 西 洋 は 東洋 を 着こなせ る か 」 

(パル コ 、1979 年 ) アー トディ レク ショ ン 

時 代 を 切り 開い た デザ イン の カ 


「 東 京都 現代 美術 館 』 で は 、2021 年 2 月 
14 日 まで 、「 石 岡 匠 子 血 が 、 汗 が 、 涙 が デ 
ザイ ン で きる か 」 を 開催 中 。 ア ー ト ディ レク 
ター、 デ ザイ ナー と し て 世界 的 に 活躍 し た 
石岡 の 、 時 代 を 画 し た 広告 キャ ン ペ ー ン か 
ら オ リン ピッ ク の プロ ジェ クト まで 、 唯 一 
無 二 の 個性 と 情熱 が 注 が れ た デザ イン に 
圧倒 され る 。10 … 18 時 (入場 は 17 時 
30 分 )、 月 休 (1 月 11 日 は 開館 、12 日 は 休 、 
12 月 28 日 > 1 月 1 日 休 )。 一 般 1800 円 。 
人 東京 都 現 代 美 術 館 で 03・5777・8600 


「 東 郷 青児 蔵出し コレ クシ ョ ン 異国 の 旅 と 記憶 


も の 園 全 042・388・3330 
いぶ ぐ 
べ NSS で 
つ こ 
ーーTT 
| \W \ 
ーー 
(ヴァ ンス の 女 ) 1972 年 (赤い ペ ベルト) 1953 年 
水彩 ・ コ ン テ ・ 紙 37X31om 油彩 ・ キ ャ ン ヴ ァ ス 100.3x73cm 
SOMPO 美 術 館 SOMPO 美 術 館 


@Sompo Museum of Art 20017 
モダ ン ボ ー イ ・ 東 郷 の 旅 


TSOMPO 美術館 」 で は 、2021 年 1 月 24 
日 まで 、 展 覧 会 「 東 郷 青 児 蔵出し コレ ク 
ショ ン 異国 の 旅 と 記憶 ] を 開催 中 。 モ ダン 
な 美人 画 で 知ら れる 東郷 青児 は 、24 蔵 か ら 
7 年間 フラ ンス で 暮らし 、63 歳 以降 は 毎年 
の よう に 海外 を 旅 し た 。 本 展 で は 、 そ ん な 
彼 の 国際 性 に 焦点 を 当て 、 異 国 に 強烈 な 興 


散歩 の 達人 


@Sompo Museum of Ar 20017 


に も 


(南仏 風 明 ) 1922 年 

油彩 ・ キ ャ ン ヴ ァ ス 45.5 x38cm 
SOMPO 美 術 館 

(寄託 : 一 般 財 団 法人 隊 山 美術 主 ) 
@Sompo Museum of Art 20017 


味 を 抱き 続け た 活動 の 足跡 を た どる 。 油彩 、 
素描 、 彫 刻 、 デ ザイ ン 、 写 真 資料 、 葛 集 品 
な ど 、 東 郷 の 眼 を 通し て 描か れる 世界 の 旅 
ご 覧 あれ 。10 … 18 時 (入館 は 17 時 
30 分 )、 月 体 (12 月 28 日 ~ 1 月 4 日 休 、1 
月 11 日 は 開館 )。 一 般 1000 円 (事前 予約 制 )。 
休 ハ ロー ダイ ヤル 谷 050・5541・8600 


展覧 会 
「 丈 派 と 印象 派 
東西 都市 文化 が 生ん だ 美術 」 


僚 屋 宗 層 (風神 雷神 図 詩風 ) 江戸 時 代 17 世紀 建 仁 寺 蔵 (国宝 ) 
(後期 の み 展 示 : 12 月 22 日 2021 年 1 月 24 日 ) 


東西 の 潮流 を 一 挙 に 比較 


『 ア ー テ ィ ゾ ン 美 術 館 」 で は 、2021 年 1 月 

24 日 まで 、 展 覧 会 「 丈 派 と 印象 派 東西 者 
市 文化 が 生ん だ 美術 を 開催 中 。 日 本 と ヨー 
ロッ パ 、 東 西 の 都 市 文化 が 生ん だ 天才 画 
家 た ちの 作品 を 通し て 、 そ れ ぞ れ の 芸術 の 
到達 点 を 見 渡し 、 比 較 す る 画 期 的 な 展示 。 
12 月 22 日 より 展示 替え あり 。10>18 
時 (入館 は 17 時 30 分 )、 月 休 (1 月 11 日 

は 開館 、12 日 は 休 、12 月 28 日 1 月 4 日 休 )。 
一 般 1700 円 (WEB で 日 時 指定 予約 制 )。 

ハロ ー ダ イヤ ル 全 050・5541・8600 


コレ クシ ョ ン 展 
「 拝 啓 、 森 際 外 様 
ー 一 人 此 外 に 届い た 手紙 」 


友人 ・ 知 人 が 宛て た 言葉 を 味わう 


『 文 京 区 立 森 只 外 記念 館 」 で は 、 コレ クシ ョ 
ン 展 [拝啓 、 森 呈 外 様 一 一 瞳 外 に 届い た 手 
紙 ] を 2021 年 3 月 28 日 まで 開催 中 。1 月 
24 日 まで は 、 還 外 の 元 に 届い た 正岡 子規 
ら 40 人 の 個性 的 な 年 賀 状 を 紹介 。1 月 27 
日 3 月 28 日 まで は 文学 者 が 醒 外 に 宛て 
た 手紙 が 楽し め る 。10 18 時 (入館 は > 
17 時 30 分 )、12 月 22・29 日 1 月 3・ 
25・26 日 、2 月 24・25 日 、3 月 23 日 休 。 
一 般 300 円 (1 月 19 日 は 無料 )。 文京 区 
立 森 具 外 記念 館 ぶ 03・3824・5511 


0 手 町 


と れ ら れ な い 体 験 を 及び 


も う 一 度 行き た い 


朝夕 と 表情 を 変え る 海 と 空 を 望む 

き の え 温泉 ホテ ル 清 風 館 xswxwrgm 
湯治 場 風情 漂う 秘 湯 の 宿 へ Ps 

器 島 温泉 郷 霧島 湯 之 谷山 福 jug 則 
源泉 あふ れる 登録 有形 文化 財 の 宿 レン 
会 津 東山 量 泉 向 瀧 吉 記 汗 


| 憧れ の 「 鶴 の 湯 温泉 」 大 解剖 前 


生産 者 の 斬新 な アイ デア や ゃ こ だ ゎ り ユニ ー ク な お 土産 詞 


ジャ ケッ ト 買 いも ー- つ の 手段 ? お し じゃ や れ パ ッ ケ ー ジ 土産 / だ チェ 
普段 の 料理 も 旅 気分 ) 選 当 地 調味 料 


画 お 求め ・ お 問い 合わ せ は 、 書 店 また は 交通 新聞 社 販売 部 (下記 ) ま で 


ret 03・6831・6622 pxx 03・6831・6624 
[ 京 の 冬 の 旅 2021 FAX は 24 時 間 受付 


mskuksez ss 当 httpS://www.kotsu.co.jp/ 


固定 期 購読 は 3 つの 特典 あり ! 者 誠に は rr ma0120・223・223 (中 押 人 24 時 間 人 ) 


問 合 
+ + 姓 要 ダン pp https://fujisan.co.jp/pc/tabi-t 


1715・15 
-。 お えん まさ きま 


足立 区 ・ 勝 専 寺 


Location 


朱 塗 り の 山門 か ら 「 赤 門 寺 ] と も 呼ば れる 勝 専 寺 。 こ の 日 と 7 月 15・ 
16 日 は えん ま 様 の ご 開帳 日 。 万 病 、 特 に 喉 の 病気 に 雲 験 あら た か 
と いわ れ 、 参 拝 者 は 間 魔 堂 の 前 に 線香 を 立て て 、 そ の 煙 を 体 に 当て 
て 病気 の 治癒 を 祈願 する 。 亀 JH ・ 私 鉄 ・ 地 下 鉄 北 千 住 駅 徒歩 5 分 


但 勝 専 寺谷 03・3881・2358 


1/20 
初 え を びす 


Event 


。。。。 中 内 区 ・ 宝 困 恵 寿 神社 


日 本 橋 七 福神 の 恵比寿 神 を 祀る 宝田 恵比寿 神社 。 普 段 は 無人 の 小さ 
な 神社 だ が 、 こ の 日 は 商売 繁盛 ・ 家 内 安全 ・ 火 防 を 願っ て 、 多 く の 
商人 や ー 般 の 方 が 訪れ る 。 福 財布 の 頒布 も ある 。 倫 地下 鉄 日 比 谷 
線 小伝 馬 町 駅 徒歩 3 分 、JR 総武 快速 線 新 日 本 橋 駅 徒歩 5 分 


介 宝 田 恵 比 寿 神社 べ っ た ら 市 保存 会 富 090・4674・7071 


1/23 25 
うそ 替え 神事 


Evert 
江東 区 ・ 亀 戸 天神 社 


Location 


“うそ "は 幸運 を 招く と いわ れる 鳥 。 旧 年 中 の うそ の 森 像 を 神前 に 納 
め て 新しい うそ に と り ( 鳥 ) 替え る こと で 、 悪 いこ と を “うそ " に し 
て 、 一 年 間 の 吉光 を 招く と され る 。 介 JR 総武 線 ・ 東 武 亀 戸 線 介 戸 駅 、 
JH 総武 線 ・ 地 下 鉄 半 臣 線 錦糸 町 駅 徒歩 15 分 


仙 介 戸 天 神社 全 03・3681・0010 


1725 
うそ 
0 移 替 え の 神 事 
AE 台東 区 ・ 五 人 天 神社 


天神 様 と ゆか り の 深い 鳥 で ある 、 辻 を か た どっ た 木彫 り の 神 待 を 受 
け 替 える こと で 凶 を 破 い 、 吉 を 迎え る 神事 。 旧 年 中 の 規 鳥 を 納め て 
罪 を 滅ぼし 、 新 し い 突 鳥 と 受け 替え る 。 木 早 り の 填 島 を か た どっ た 
神 符 は 神職 手作り 。 欠 JR ・ 私 鉄 ・ 地 下 鉄 上 野 駅 徒歩 5 分 


介 五 條 天神 社会 03・3821・4306 


祭り & イベ ント 
Winformationz2 ざ ) 


に OCR の KR プ の 
ip まま PE も ーー 


17@・3 


初 縁日 だ る ま 市 


昭島 市 ・ 拝 島 大 師 


Event 


location 
江戸 時 代 か ら 続く 全国 で 一 番 早い だ る ま 市 と し て 有名 。 か つて 養 各 業 
が 盛ん な 地域 で 、 カ イコ の 病気 除け に だ る ま が 効 く と 言わ れ た 。 地場 
産 の 多磨 だ る ま の ほか 、 植 木 や 縁起 物 な どの 露店 が 出る 予定 。 備 JR 
青梅 線 昭島 駅 、JR 青 梅 線 ・ 八 高 線 拝島 駅 か ら 臣 時 直通 バス 下車 すぐ 


拝島 大 師 全 042・541・1142 


178 
鳥越 神社 と ん ど 焼 き 


台東 区 ・ 島 越 神社 


location 

し め 飾 りや お 札 を 焼い た 炎 で 持参 し た 過 を 焼き 、 一 年 の 無病 息災 を 
願う 新年 行事 。 お 牙 き 上 げ は 13 時 一 (申し 込み は 5 8 日 朝 )。 子 
供 の 奉仕 が 終わ り 次 第 、 大 人 の 順 で 行わ れる 。 電 JR 総武 線 ・ 地 下 
鉄 浅草 線 浅草 橋 駅 、 地 下 鉄 浅草 緑 蔵前 橋 駅 徒歩 6 分 


人 鳥越 神社 全 03・3851・5033 (9 一 17 時 ) 


178 ~ 2/23 
_ あし が くば ぽ の 氷柱 2021 


1 埼玉 県 横瀬 町 ・ 芦 ヶ 久 保 


幅 200m、 高 さ 30m の 壮大 で 美しい 氷柱 を 観賞 で きる 。 環 境 整備 
協力 全 が 必要 。 入 場 制限 な どの 可能 性 も あり 、 詳 細 は ホー ムペ ー ジ 
で 確認 を 。9 16 時 ( 金 一 日 ・ 祝 は 20 時 、 ラ イト アッ プ は 18 時 
て 19 時 30 分 最終 受付 )。 介 西武 秩父 線 芦 ヶ 久 保 駅 徒歩 10 分 


人 横瀬 町 ブ コ ー さ ん 観光 案内 所 全 0494・25・0450 


球 凡 串 汁 画 堆 IO 硫 呈 
長押 三 忠 世 し せ Q 遇 相 品 そ 

っ 公 ロ そっ 尼 じ SN 
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^ 徹 忠 *SNeSNe、 や 0 じ 笠 和 0 竹 洒 1JG 尼 
せ そ も ツン つ 公 p 己 環 和 0 抽 5 時 困 環 せ 
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っ 引 弄 系 説 人 生 こ りつ いしゃ 557 NG 
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巨 G 凸 利 G 羽 忠 公 二 国 *W レ ン で kei JRT 


Mi 


ES 


HHH 
Lnmn 


0 バ さ N っ に し 回 ご 3 
RONQ やぶ 1 0 正 * 


いて つく 朝 。 夜明け を 告げ る ま ば 
に 差し 込ん で きた 。 


ゆい 光 が 真 鈴 港 6 


g 
正面 か ら は 大 岩 が 2 つ し か 見 えな い が 右 手 裏 に も う 1 つ 隠 れ て いる 。 


遠藤 貝類 博 


三方 を 海 に 囲ま れ 、 三 ツ 石 を 見 下ろ す 高台 
に 立つ ケー プ 真 鶴 2 階 に ある 。 町 内 岩 地 区 
在住 の 貝類 研究 家 ・ 故 剖 藤 晴雄 が 生涯 を か け 
て 集め た 貝類 コレ クシ ョ ン 約 5 万 点 を 譲り 
受け 、2010 年 に 町 立 博物 館 と し て オー プン 。 
展示 室 は 「 真 鶴 ・ 相 模 湾 の 貝 ]「 日 本 の 貝 ・ 
オキ ナ エ ビ スコ ー ナ ー]「 世 界 の 貝 ] な ど に 
分 か れる 。 欠 300 円 。10 時 16 時 最終 入館 、 
木 休 ( 祝 の 場合 は 翌 金 休 。12 月 28 日 ご 1 月 3 
日 休 ) 。 真 鈴 1175 な 0465・68・2111 


バラエティ 豊か な 貝 の 造形 や 色 の 
違い が 見 る 者 を た ち ま ち 統 了 す る 。 


1. お 林 の 最高 地点 ・ 灯 明山 。 ク ス ノ キ な ど に 僅 ら れ て 眺望 は な い 。2. 頭上 を 巨樹 が 覆い 、 
人 工 林 と は 思え ほど うっ そう と し て いる 。3. 遊歩 道 沿 い に は 野島 観察 小屋 も ある 。 
4. 潮 風 が 心地 よい 潮騒 遊 歩道 。 波 が 高い と き は 危険 な の で 通行 を 見 合わ せ た ほ う が よ い 。 


三ツ石 

真 失 星 の 沖合 に 浮か ぶ 3 つの 大 岩 の こ と 
で 、 伴 島 の 名 も ある 真 負 隔 一 の 観光 スポ ッ ト 。 
半島 先 身 の 明る い 園 好 か ら 250 段 の 石段 
下り れ ば 、 ゴ ロゴ ロ と し た 石 が 転がる 三ツ石 
海岸 に た どり 着く 。 人 DE の 岩礁 で は 王 釣 り に 
内 じ る 人 も 多い 。 生瀬 時 に は 海岸 と 三ツ石 の 
間 が 陸続き と な る トン ボロ 現象 が 見 られ 、 歩 
いて 渡れ る が 無理 は 禁物 。 近く に 見 えて も 足 
場 の 悪さ か ら 思い の ほか 時 間 が か か り 、 湖 が 
満ち て 戻れ な く な る 人 も 例年 いる の だ と か 


自然 豊 
お 林 と 魚 つき 保安 林 
明 暦年 (1657) の 大 火 に より 江戸 の 大 
半 が 焼失 し た の を 受け 、 間 府 か ら 小田 原 落 に 
割り 当て られ た 松 苗 を 真 失 岬 に 植林 し た の が 
お 林 衣 生 の きっ か け 。 明治 維新 後に 全 室 御料 
林 と な り 、1952 年 に 町 へ 払い 下げ られ た 。 
この 間 、 人 の 手 が 入る こと が 少な く 豊 か な 礎 
と な り 、 地 元 で は 魚 を 寄せ る 「 魚 つき 保安 | 
と も 呼ば れ 親 し まれ て いる 。 一 若 は 放 歩 道 が 
規 筋 も 整備 され 、 真 欠 の 自然 手軽 に 感じ ら 
れる エリ ア と し て も 人 気 。 艇 策 自 由 。 真 和 


民 首 S 押 全 な 男 とせ cmvw 先 骨 口 注 マ テロ 滑 吉 


誠 


UK と キー 


< め ざ 噂 さき とき 明 対 六 人 ほす Db 
古 さ ーJiy き Bp 二 壮 活き 打 OQo 


独学 で 積み 重ね た 作品 を 
画家 ゆか り の 地 で 鑑賞 する 


中 川 一 政美 術 館 


真 提 の 自然 に せ られ 、 了 戦後 間 も な い 1949 年 に 町 内 に アト リエ を 
構え た 洋画 家 ・ 故 中 川 ご 牙 の 画業 を 中 心 に 紹介 。5 つか ら な る 展示 室 
で は 、 力 強い タッ チ の 絵画 を は じ め 、 味 わい 深い 書 や 陶芸 作品 な ど を 
落ち 着い た 空間 で じっくり 鑑賞 で きる 。 書籍 の 装丁 も 手がけ て お り 、 
画 と 書 が 織り な す 独 特 の 世界 観 が 垣間見 える 。 年 に 3 4 回 展示 替 
え あ り 。 欠 600 円 。9 時 30 分 16 時 最終 入館 、 水 休 ( 祝 の 場合 は 
開館 。12 月 28 日 1 月 3 日 休 )。 真 准 1178-1 合 0465・68・1128 


 」 


うら 


例祭 「 貴 船 まつ り ] は 
日 本 三 大 船 祭 り の 一 つ 


貴船 神社 


宴 時 期 は 諸説 ある が 、 由 結 書 に よれ ば 今 
を 終る こと 約 1200 征 前 の 夏 、 夢 に 現れ た 大 上 l 
国 主 信 の お 告げ に より 、 村 の 銀 守 と し て 海岸 
に 流れ 着い た 本 像 を 祀っ た の が 起源 と され る 、 
真 鈴 を 代表 する 古 社 。 毎年 7 月 27・28 日 に 
行わ れる 「 次 給 ま つり 」 は 神 奥 が 海上 を 渡御 
する 勇壮 な も の で 、 国 の 要 無 形 民 俗 文化 時 
に 指定 され て いる 。 石 際 の 先 に 針 座 する 社殿 
前 に は 、 伝 統 的 な 和 租 の 模型 を 展示 し て いる 。 
人 境内 自由 。 真 准 1117 全 0465・68・0066 


seek 本 攻 結 田 来 、 郡 其 次 古 時 HB 巡 S 品 本 


ーー 半 


源 頼 朝 船 出 の 浜 と され る 岩 海岸 は 思わ ず 見 過ごし そう な 環 窟 。 身 を | 
夏 に な る と 海水 浴 客 で に ぎわ う 。 す 場所 と し て は ある 意味 好適 か も 。 


温暖 な 気候 も 相まって 、 公 園内 に は 南国 風情 が 漂っ て いる 。 


眺望 を 堪能 し た あと は 
パー ク ゴ ルフ で 気分 爽快 
お 林 展 望 公園 

お 林 の 一 角 、 南 側 に 大 きく 開け た 断崖 上 の 
明る い 公園 。 パ ー ク ゴル フ 場 の コー ス の 間 を 
通り 抜け た 先 に ゆっ た り と し た 展望 ポイ ント 
が あり 、 相 模 湖 越 し の 初島 や 伊豆 大 島 、 伊 豆 
半島 な どの 眺め が よい 。 旬 淫 策 自由 、 パ ー ク 
ゴル フ 場 は 1 回 18 ホー ル 分 利用 料 200 円 ( ク 
ラブ ・ ボ ー ル は 無料 貸し 出し ) 。 9 時 15 時 
8 第 3 水 ・ 雨 天 時 休 (12 月 29 

て 1 月 3 日 休 )。 真 鈴 1178-1 人 0465・ 
0 5501 (お 林 展 望 公園 パー ク ゴ ルフ 場 ) 


パー ク ゴ ルフ 場 は 全 18 ホー ル 、 パ ー 
66、 距離 640 m の 本 格 コ ー ス だ 。 


思わ ず 拍 子 抜け する ほど 
存在 感 が 希薄 な 頼朝 公 


源 頼朝 ゆか り の 地 


治 承 4 年 (1180) の 石橋 山 の 合戦 で 平家 
軍 に 敗れ た 源 病 朝 が 逃げ 延び た 地 の 一 つが 今 
の 真 勧 と され 、 身 を 隠 し た の が 「 獲 座 |、 房 
州 へ と 挟 け 出 た 涯 海岸 が 「 源 宮 朝 船出 の 浜 
と 伝え られ る 。 清 在 期間 は ご くわ ず か で 、 そ 
の うえ どこ まで 史 実 に 基づい て いる か も あい 
まい な せい か 、 現地 の 関心 度 は 驚く ほど 低い 。 
@ 見 学 自由 。 真 負 1042 大意 ) 、 岩 613 ( 源 
頼朝 船出 の 浜 ) 
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sc 人 き 本 ai 2 溶 ざき 営 和 出 で 
時 S 等 征 さ "迷人 ほす 路 生 oe 大 


住宅 地 に 溶け 込む 、 売 り 切れ 必至 の 小さ な お 店 
パン 屋 秋 日 和 


自家 培養 発酵 の パン 種 に 全粒粉 を 配合 し た ほど よい 醸 味 の 田 舎 パン 600 円 や クル ミ ・ レ ー ズ ン ・ 甘 夏 ビ ピー 
ル を 混ぜ 込ん だ ノア レザ ン 700 円 な ど 、 し っ か り と 焼き 込ん だ ハード パン を 中 心 に 、 季節 の パン や 食パン 
が 数 量 限定 で 店 ぶ 。 一 番 人 気 の あん こ パ ン 180 円 は 自家 製 の 笠 あ ん を 食パン 生地 で ふん わり と 包み 
込ん だ も の で 、 品 に 入れ る と し っ と り と 柔らか く 、 あ っ と いう 間 に ペ ロリ 。 欠 10…17 時 (日 は 8 一 14 時 、 
売り 切れ 次 第 終了 ) 、 月 ・ 火 休 (不定 休 あ り 。12 月 31 日 1 月 5 日 休 ) 。 岩 296-2 登 0465・46・6215 


ゆめ 


出版 と が ゲストハウス が 
融合 し て 町 の % 


味 力 を : 

真鶴 出版 

リノ ペーション し た 路地 脇 の 民家 を 拠点 に 、 
地域 に 根づい た 出版 活動 と 宿泊 業 の 両 輸 で 町 
の 灯 力 を 伝え て いる 。 宿 泊 は し ば らく の 間 1 
日 1 組 限定 。 宿 泊 者 向け 町 歩き ツア ー は 訪 
れ た 人 が 町 に 受け 入れ て も ら え た 感覚 に な る 
こと を 大 切 に し て いる 。 欠 シ ョ ッ プ は 13 18 
時 、 月 > 木 休 。 宿 泊 は 1 泊 朝 食 付き で 1 組 あ 
た り 1 万 6000 円 … (施設 利用 料 込 み )、 火 
て 木 休 (と も に 臨時 休 あ り 。12 月 28 日 1 
月 7 日 価 ) 。 岩 217 manapub.com/stay 


本 や 雑貨 を 扱う ショ ッ プ は 時 が 止 
まっ た か の よう で 居心地 も よい 。 


sm OOG 在 プ は さ V こ ニテ 。 さ ーー さそ る ③ び 任 糧 HO 〇 ON 一 コー と mm コ ー ニ 


幅広 い 年 齢 層 が 気軽 に 
立ち 寄る 駅 前 ピザ 店 
真 准 ピザ 食堂 KENNY 
地元 で 人 気 の ビ ザ 店 が 、2020 年 に 真鶴 駅 
前 の 大 衆 食堂 跡 へ 移転 。 国産 小麦 100% の ピ 
ザ 生 地 に トッ ピン グ さ れる 具 材 に は 、 真 鈴 な 
ら で は の 干物 も チョ イス で きる の が 興味 深い 。 
一 番 人 気 は 現地 の 呼び 名 で 宗田 朋 を 指す うず 
わ と レン コン の ピザ (写真 手前 、R サイ ズ 9 
80 円 ) で 、 食 感 の 小気味 よさ も 相まって クセ 
に な る 味わい た 。 欠 10 時 30 分 ご 18 時 30 分 
LO (売り 切れ 次 第 終了 ) 、 木 ・ 金 休 (臨時 休 
あり ) 。 真鶴 402-1 全 0465・68・3388 


旅 の 安全 を 祈願 し て 
静か に 手 を 合わ せ た い 


松 
本 

山 

の 

導 て 7 

道祖神 巡り 

相 真鶴 の 町 で は 路傍 に 礼 ら れ た 道祖神 に 出 く 
便 わす 場面 が 多い 。 主 に 謝 退 骨 や 貴光 の 放 い 
錠 が 込め られ た 、 集 落 の 境 な ど に 立つ 石像 で 、 
め 伊豆 系 丸 彫り 借 形 と され る 形状 が 中 心 と いう 。 
よ 造立 時 期 が 不明 な 古い も の か ら 近 年 置か れ た 
"> も の まで 、 そ れ ぞ れ の 道祖神 が 刻ん で きた 歳 
月 は 異な る が 、 い ずれ も が 今 で も 地域 住民 に 
より 篤く 敬 わ れ て いる の が 伝わっ て くる 。 町 
歩き の 途中 で 立ち 寄る と 、 旅 の 安全 を 見 守っ 
て も ら え る よう で 、 穏やか な 心持ち に な る 。 


に 


品 役場 前 に ある 大 下 の 道 祖神 。 脇 
の 石段 の 先 に 石工 先祖 の 碑 が ある 。 


上 の 道祖神 。 近く に は 瀧 門 寺宝 隆 
(ほう きょう ) 印 塔 や 五 層 載 も 。 


岩 海岸 か ら 謡 坂 へ と 向かう 途中 に 
祀 られ て いる 立派 な 下 の 道祖神 。 


地元 住民 御用 達 の スー パー 前 に も 
道祖神 が ポツン (丸山 の 道祖神 )。 


造立 時 期 が 相当 古く 、 地 域 に すっ 
か り 溶 け 込ん で いる 西 の 道 祖神 。 


散歩 の 達人 


背 戸 道 を ぶら ぶら 

暮らし の 気配 が 色濃く 漂う 狭い 生活 道路 ・ 通称 音戸 道 が 多く 残る 真 鈴 。 
字義 通り 解釈 すれ ば * 家 の 裏道 "と な る が 、 真 鶴町 まち づく り 課 に 尋ね た 
と ころ 、「 町 が 定め た まち づく り 条例 〔 美 の 基準 Design Code] で は 守る 
べき 真鶴 の 魅力 の ー つ に “静か な 育 戸 "を 掲げ て いま す が 、 要 は 真 吸 らし 
さ が 残 る 車 が 通れ な い 路地 や 坂道 の こと 。 訪れ た 方 が そう 感じ れ ば 、 そ こ 
が 背 戸 道 で す ] と 教わっ た 。 実際 に 訪ね 歩く と 和やか に 挨拶 し て くれ る 住 


民 も 多い が 、 ヨ ン ソ 者 に 猫 が すり 寄っ て くる ほど 世の中 甘く は な い 。 


1. 人 が や っ と 歩け る 路地 の 先 に 海面 が 小さ く 見 える 。2. 道端 に 置か れ た ブラ 
ンタ ー を 通し て 季節 の 花 に 出合 える の も 痛 戸 道 な ら で は の 風情 だ 。 3. 至る と こ 
ろ る 海抜 が 掲示 され て いる の は 津波 発生 時 に 備え た 危機 管理 の あら われ で も ある 。 
4. さ す が に 通る の を た め ら う が 、 こ こも 立派 な 育 戸 道 だ と か 。5. 背 戸 道 を 抜 
け て 坂 の 上 に 立つ と 、 温 暖 な 港町 らし い ゆ っ た り と し た 風景 が 広がっ 


= コ し レ ZS) 


館 
真 
ピコ 


その 日 の 朝 、 真 失地 先 の 海 で 揚がっ た ば か 
り の 鮮魚 を 、 信 市 場 で の 前 り の 前 に 先 引き し 
て 一 般 向け に 販売 店 頭 に 並ぶ 魚の 種類 や 不 
漁 時 の 臨時 休 な ど 、 当 日 の 状況 を 開店 時 刻 前 
に ツイ ッ タ ー で 発信 し て いる 。 午 前 7 時 前 
後に は 店 舗 前 に 受付 基 が 置か れ 、 名 前 を 書き 
込ん だ 順に 購入 で きる 。 人 9 時 30 分 ご 15 
時 30 分 ( 動 あ り 、 売 り 切 れ 次 第 終了 ) 、 水 
日 体 ( 看 時 休 あ り 。12 月 下旬 1 月 初 名 休 ) 。 
真 准 1947 登 0465・68・0164 


岩 海岸 近く の 郵便 局 脇 の 路 地 を 入っ た 先 に 
ある 元 和 6 年 (1620) 建立 と 伝わる 洛 半 
の 末寺 。 境 内 の 石窟 は 間 魔 大 王 が 待つ 地獄 、 
地蔵 共 薩 が 立つ 間 道 、 大 日 如来 ・ 正 観音 が 控 
える 極楽 へ と 続い て いる が 、 崩 落 の 危険 が あ 
り 立 ち 入 り は 禁止 。 正 面 右手 の ゆる や か な 坂 
を 上 が っ た 先 で は 薄暗い 石窟 内 を 見 下ろ せる 。 
仙 見 学 自由 (石窟 内 立ち 入り 不可 )。 岩 630 


明治 10 年 (1877) 創業 の 千 物 専門 店 。 ブ ラ シ で 
丁寧 に 洗っ て 魚の 臭み を 消し 、 旨 味 を 引き 出す た め 
モン ゴル 産 天 然 岩塩 に こだわ る 。 人 気 の さ ば みり ん 
324 円 ご は 肉 厚 で 脂 の 乗り も よい 。 真 あじ や いわ し 
の ほか 、 人 金目 鯛 や の ど ぐ ろ も 並ぶ 。 イ カ 爆 弾 1 個 
150 円 は 、 真 イカ と チー ズ を イカ スミ 入り パン 粉 で 
包ん だ コロ ッ ケ で ブラ ッ ク ペ ッ パ ー と の 相性 も 抜群 。 
思わ ず ビ ー ル が 欲し く な る 。 欠 9 …18 時 、 不 定休 (1 
月 1 3 日 休 ) 。 真鶴 671 全 0465・68・0467 
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松本 農園 

相模 江 を 見 下ろ す 山 の 中腹 に 広がる 観光 農園 。1 万 5000 坪 の 広大 な 敷地 に 
は みか ん 畑 を 縫う よう に アッ プ ダ ウン の ある 遊歩 道 が 整備 され て いる 。 み か ん 
狩り 1 袋 分 1080 円 は 12 月 下旬 で 終了 と な る が 、12 月 下旬 か ら 1 月 下旬 に か 
け て は 園内 を 散策 し な が ら ス イセ ン 花 摘み (30 本 1100 円 ・ 入 園 料 込 み ) を 楽 
し め る 。 ド ッ グ ラン が あり 、 愛 犬 家 の 姿 も 多い 。 欠 入園 料 550 円 。 9 時 … 16 時 30 
分 (12 月 31 日 ご 1 月 3 日 は 短縮 営業 ) 、 不 定休 。 岩 898 会 0465・68・0330 


上 傾斜 し た 園内 で は 、 さ ま ざ ま な 
角度 か ら み か ん 畑 越 し に 相模 湾 を 見 
通せ る 。 左 … 受 付 脇 で は 無 農薬 で 育 
て た レモ ン や ライ ム も 販売 中 。 


OM 
みか ふ kd 
の NS 松本 山 の 道 祖神 
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真間 ゴル フ 。 計 /。 
誠に 上 の 道 神 


湯河 原 吉祥 公園 墓地 1 
石工 先祖 の 碑 


胃 佐 の * が が 


け ーー- まな づる 小 時 丸山 の 道祖神 
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レン タル 釣具 & レ ンタ サイ クル 

真 鈴 港 に ほど 近い 真 観 町 観光 協会 で は 釣具 の 貸し 出し を し て お り 、 目 の 前 の 
岸壁 で 海 釣り を 楽し め る 。 歩 き に 自信 な けれ ば 真 観 駅 近く の 駅 前 案内 所 で 電動 
アシ スト 自転 車 (台数 限定 ) を 借り て 町 を 巡る の も いい 。 鍛 レン タル 釣具 1000 
円 (エサ 代 別 ) 、 レ ンタ サイ クル 1100 円 。 いずれ も 10 時 16 時 最終 返却 、 荒 天 
時 を 除き 原則 無休 (12 月 31 日 1 月 3 日 休 ) 。 真鶴 894-1 全 0465・68・2543 
( 真 維 町 観光 協会 ) 、 真鶴 1816-9 全 0465・68・2500 ( 同 駅 前 案内 所 ) 


sc と さい 選 部 Qt 王 嗣 アテ 


さ メ で ク 吾 弄 環 半 さ さ へ 性 V で 


辛 せ を つく る 真 f 
真鶴 な ぶら 市 
「 な ぶら 」 と は 魚の 群れ が 海面 を に ぎわ す 様子 を 表し た 
釣り 言葉 。 真 鈴 に 多く の 人 が 集まり 、 も っ と に ぎわ う よ 
うに と の 思い を 込め た 地元 有志 に よる 手作り 感 た っ ぷり 
の 日 曜 市 で 、2015 年 に スタ ー ト 。 出店 内 容 は 毎月 変わ 
る が 、 地 元 食材 な ど を 扱っ た 飲食 物販 売 、 作 り 手 の 温 も 
り を 感じ る 物販 、 移 動 販 売 車 な ど 、 真 鶴 は じ め 近隣 か ら 
多彩 な テナント が 顔 を 揃え る 。 亀 10 13 時 、 毎 月 最 
終日 曜 開催 (荒天 時 中 止 ) 。 真鶴 港 岸壁 広場 


散歩 の 達人 


個性 豊か な 店 が ズラ リ と 並ぶ ( 写 


真 提供 : 真 鳴 な ぶら 市 実行 委員 会)。 


今 朋 2 サン ポ マ スタ ー 本 


「 赤 線 ] に 強い 憧 慢 が ある 。1946 年 か ら 、 売 春 防 止 法 が 
施行 され る 1958 年 まで の 12 年 間 だ け 存 在 し た 、 警 察 公認 の 
売春 街 だ 。 今 で は 考え られ な いで あろ う 街 区 が 生ま れ た 背景 
に は 、 戦後 進駐 軍 の 性 犯罪 抑止 の た め に 作ら れ た RAA ( 特 
狐 安 施設 協会 ) 撤廃 後 、 街 に 横行 し た 街 信 を 容認 せ ざ る を 


解 
培 
渡 
辺 
吉 
人 
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ひと り 酒 、 ひ と り 温 泉 、 ひ と り 山 


月 山 も も 著 
KADOKAWA 1400 円 + 税 


誰 に も 気兼ね な く 、 見 る も の や 食べ る も の な ど 
に 向き 合う 「 ひ と り 時 間 ] の 過ごし 方 を 提案 す 


空港 の 解体 新書 


大 野 達也 編 
イカ ロス 出版 1400 円 + 税 


空港 内 で 働く クル マ 、 機 
空港 や 飛行 機 に まつ わる 


空港 の 種類 や コー ド 、 
内 食 を 作る 工場 な ど 、 


得 な か っ た た め と いう こと も ある らし い 。 私 が 憧 慢 を 抱く の 
は 、 単 に 公然 と 買春 し た か っ た か ら で は な く 、 往時 が どん な 
風景 だ っ た か を 今 で は 知る 由 が な いか ら だ 。 

本 書 は 、 そ ん な 欲求 を 解消 し て くれ る 一 冊 で ある 。 個 人 的 
に すでに 読了 し て いる 作品 も 収録 され て いた も の の 、 収 録 順 
に も 大 き な 意 味 が あり 、 改 め て 赤 線 の 歴史 的 解釈 、 考 察 を す 
る の に 貴重 な 資料 と も いえ る 。 

タイ トル か らし て 、 上 野 千鶴 子 氏 あたり が 血 相 を 変え て 紺 
弾 し て きそう な 内 容 と 思わ れ そ うだ が 、 決 し て 売春 礼賛 な ど 
と いっ た も の で は な く 、 如 婦 自ら が 書い た 作品 や 、 客 観 的 視 
点 の エッ セイ ・ ル ポ な ども 収録 され 、 多 面 的 に 解釈 で きる 作 
り に な っ て いる 。 

赤 線 と は 一 体 何 だ っ た の か 。 本 書 を 読ん だ と て 、 到 底 そ の 
答え は 導き 出せ な い 。 し か し 、 現 代 に も 連綿 と 続く 風俗 産業 
の 歴史 、 実 態 を ある 程度 知る こと は で きる だ ろう 。 惜 し むら 
く は 、 一 定 の 読者 層 を 確実 に 排除 し 得る 、 直 球 す ぎる タイ ト 
ル だ 。 と は いう も の の 、 代 わり に タイ トル を つけ ろ と 言わ れ 
て も 、 確か に これ 以外 思い 浮か ば な い 。 そ の くら い 、「 赤 線 ] 
と いう 題材 は 難し く 、 奥 深い と 言え る の だ 。( 久 保 ) 


赤 線 を 舞台 に 


赤 線 本 
渡辺 衣 監 修 ・ 解 説 プイ ー ス ト ・ プ レス ン 2300 円 + 税 


7 
し た っ 6 編 の ァ ン ソロ ジー 


続 に っ ぽん 建築 散歩 


小林 泰彦 著 
山 と 湊 谷 社 1120 円 + 税 


5 中 


1 


叶 器 酒 得 ふ 充 vm 


3。| だ 


全国 に 残る 著者 お 気に入り の 名 建築 を 、 美 し い 
イラ スト と と も に 散歩 する 。 特 筆 す べき は 、 充 


る 一 同 。「 酒 」「 温 泉 」「 山 」「 旅 」 の 4 章 そ れ ぞ 
れ で 初心 者 な ら で は の 不安 に も 対応 し 、 例 えば 
「 ひ と り 酒 ] で は 難易 度 別 の 攻略 法 や 楽し み 方 
も 案内 し て いる 。 グ ルー プ で 行動 し に くい 今 だ 
か ら こ そ 、 お 出かけ の ヒン ト に な る か も 。( 土 屋 ) 


情報 を まとめ た 一 冊 。 滑 走路 の 標識 の 意味 や 機 
体 の メン テ ナ ン ス な ど 、 過 去 何 十 回 と 空港 を 利 
用 する も 得 ら れ な か っ た あれ これ が 、 イ ラス ト 
で わか りや すく 解説 され て いて 楽し い 。 そ れ に 
し て も 日 本 に 97 カ 所 も 空港 が ある と は 。 (町 田 ) 


実 し た 街 の 歴史 解説 。 例 えば 山形 県 鶴岡 の 、 知 
識 は な く と も 大 工 た ち が 懸 命 に 造り あげ た 「 擬 
洋風 」 と いわ れる 建築 群 の エピ ソー ド が 興味 深 
い 。「 古 い 物 は 意 い 」 と 江 然 と 思う だ け で な く 、 
史実 を 知る こと で 街 歩 き を より 楽し く 。( 高 橋 ) 
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Reader's Voice 


・ パ ラリ ン ピ ッ ク を は じ め 、2020 年 に は で き な か っ た イベ ント 
が 普通 に 楽し め る 一 年 に な る と いい で すね 。 散 歩も コロ ナ 宰 前 の 


よう に 普通 に で きる 一 年 に な る よう 祈っ て いま す 。 さ て 、 


202 1 年 が は じ ま り ます 。 コ ロナ 補 で 延期 に な っ た 東京 オリ ン ピ ッ 


今月 号 も 10 月 号 の お 便り を 中 心 に ご 紹介 。 掲 載 さ れ た 
方 に は 特製 図書 カー ド NEXT を お 送り し ます 。 (土屋 ) 
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JR 中 央 線 東 小金 井 駅 北口 か ら CoCo バ ス 北 東部 循環 ほか 14 分 の 「 小 全 
井 公園 入口 ] 下車 2 分 。 終 日 開園 、 無 休 。 無料 。 小金 井 市 桜町 3 関野 (を @3o 人 すう 
町 1・2 小平 市 花 小金 井 南 町 3 "西東 京 市 向台 6 武蔵 野市 桜堤 3 


合 042・385・5611 (小金 井 公園 サー ビス セン ター) AAP P.75 A-3 
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ミ ェ リツ ィ ア - 」 に ん べ ん 辻 利 

「 イ タリ ア 産 ユー カリ の 有機 ハチ ミッ]」 * | 「 お うち ご は ん 応援 あっ た か 鯛 セッ ト ]」 「( 辻 利 ) 抹茶 ミル ク 」 

イタ リア の 差 蜂 家 協 同 組合 か ら ロ 人 気 の 鋼 ス ー プ や 王道 の お いし さ が 、 

情熱 の ハチ ミツ を お 届け * | 本 枯 鯉 節 を 一 挙 に 味わえ る 抹茶 感 アッ プ で リニュ ー ア ル 


イタ リア 届 指 の 高級 ハチ ミツ ブラ ンド の ミエ 
リッ ツィ ア よ り 「 イ タリ ア 産 ユー カリ の 有機 ハチ 
ミツ ] が 2021 年 1 月 上 旬 に 発売 する 。 こ の ハ 
チミ ツ は 、 イ タリ ア 南 部 の カラ ブリ ア 州 を 中 
心 と する イオ ニア 海岸 で 採 穴 さ れ 、 ベ ペー ジュ 
色 で 粘り が あり 、 ク リ 
が 特徴 。 キ ャ ラメ ル の よう な 甘み と 爽やか な 
後味 が 楽し め る 。 寒 い 季節 に は 、 紅 茶 な ど に 
入れ る の も お すす め 。400g (オー プン 価格 ) を 
3 名 に 。 人 日 仏 連 易 会 社 本 0120・003・092 


【[ ホー ムペ ー ジ ] 交通 新聞 社 HP http://www. 
kotsu.co.jp/ か ら 艇 歩 の 違 人 ペー ジ に アク セス 、 
「 プ レ ゼ ント & ア ン ケ ー ト ] 欄 か ら ご 応募 くだ さい 。 
[ ハガキ ] ハガキ で の ご 応募 の 場合 は ① お 名 前 
(ふり が な )、②⑫ 年 齢 、③ 性 別 、(④ ご 職業 、 
⑤ 郵 便 番号 、④ 住 所 、⑦ 電 話 番号 、⑧ ご 希望 
の プレ ゼン ト 品 、 さ ら に 【 ア ン ケ ー ト 】 の 回 答 を 
明記 の 上 、 郵 送 し て くだ さい 。 


[ 送り先] 〒101-0062 
東京 者 千代 田 区 神田 駿河 台 2-3-11 
交通 新聞 社 「 散歩 の 達人 1 月 号 ] 
プレ ゼン ト ア ン ケ ー ト 係 
[応募 締め 切り ] 1 月 20 日 必着 
アン ケー ト 
1 今 号 の 発売 、 記 事 内 容 を 何で お 知り に な り 
まし た か ? 
Q2 目次 ペー ジ (P7) を ご 参照 の 上 「 よ か っ た 記 
事 ]」 の 記号 (⑦ー②) を 1 つ お 書 きく だ さい 。 
G3 「 つ ま ら な か っ た 記事 ] の 記号 (の ー②) を 
1 つ お 書き くだ さい 。 
「 よ か っ た 連載 」 の 記号 (④ー①) を 1 つ 
お 書き くだ さい 。 
「 つ ま ら な か っ た 連載 」 の 記号 (② 一 ①) を 
1 つ お 書き くだ さい 。 
今後 歩い て みた い 、 遊 びに 行き た い 街 は ? 
本 誌 以外 で 買う 雑誌 は 7 
「 散 歩 の 達人 」 で 読ん で みた い 企画 は ? 
ご 意見 ・ ご 感想 
* ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 「 当 選者 へ の プレ ゼン ト の 発送 ] 以 


外 の 目的 で は 使用 いた し ませ ん 。 ま た アン ケー ト の 内 容 は 角 上 
の 達人 | の 部 作 り の 参考 の み に 利用 させ て いた だ きま す 。 


* 当 選者 の 発表 は 、 発 送 を も っ て 代え させ て いた だ きよ す 。 な ち 、 
革 計 公 疲 争 堤 約 の 定め に より 、 こ の 厚 芝 に 当選 され た 方 は 、 こ 
の 号 の は か の 克 克 に 入選 で き な い 地 合 が あり ます 。 


鯉 節 専 門 店 の に ん べ ん よ り 、「 お うち ご は ん 応 

援 あ っ た か 鍋 セ ッ ト 」 が 、 冬 季 限 定 で 公式 通 

販 サ イト に て 発売 中 。 寒い 時 季 に ぴっ た り の 、 
心 に も 体 に も 委 み 渡る だ し の 旨味 を 堪能 で 

きる 豪華 セッ ト 。 口 当たり 滑ら か な 本 枯 角 節 

(2.5g x20 鍼 入り )、 淡泊 で 上 品 な 特製 の 白 だ 

し と 様々 な 料理 に 合わ せ や すい だ し 入り ぼん 

酢 ( 各 200m2)、 醤 油 ・ 味 噌 ・ 塩 の 3 種類 の 鍋 

スー プ ( 各 30m2X 4 袋 入 り ) の 全 6 点 3240 円 

を 5 名 に 。 に ん べ ん 全 03・3241・0241 


京都 ・ 宇 治 の 老舗 く 辻 利 > か ら 発売 中 の 「< 辻 
利 > 抹茶 ミル ク 」 が 、 抹茶 感 を アッ プ し て リ ニ 
ュー アル 。 茶 匠 が 厳選 し た 宇治 抹茶 を 100% 使 
用 し 、 一 番茶 を ブレ ンド する こと で 、 よ り 鮮 や 
か な 色 味 で 抹茶 感 の 高い 味わい に 仕上 げ て い 
る 。 冷 た い 水 や 牛乳 に も よく 溶け る の で 、 ホ 
ッ ト は も ちろ ん アイ ス で も 楽し め る 。 さ ら に 
お いし く な っ た 抹茶 ミル ク で 優雅 な ひと と き 
を 。 1 袋 200g(513 円 ) 2 個 セ ッ ト を 5 名 に 。 
仙 刻 岡 物産 お 客 様相 談 室 0120・941440 


サッ ポロ ピール 
「 銀 座 テ ライ オン ビヤホール スペ シャ ル 」 
350m 向 


マン ダム 
「 エ ム エ ー テ ィ ピュ ア 除 菌 ・ 消 臭 スプ レー」 


乾杯 が 多い 季節 に 、 
ビヤホール の 味 を ご 家庭 で 


サッ ポロ ビー ル か ら 「 銀 座 ラ イオ ン ビ ヤ ホ ー 
ル スペ シャ ル ] が 数 量 限定 で 発売 中 。 日 本 最 
古 の 老舗 ビヤホール で ある 「 銀 座 ラ イオ ン 」 が 
監修 する 特別 醸造 の ビー ル で 、 ビ ヤ ホ ー ル で 
飲む 生ビール の お いし さ を 徹 底 的 に 追求 。 答 
快 で 飲み 飽き っ こと な い 飲み 口 を 実現 し て い 
る 。「 銀 座 ラ イオ ン ] の ロゴ を 配 し た パッ ケー 
ジ も 魅力 的 。1 ケー ス 24 本 入り (オー プン 価 
格 ) を 3 名 に 。 サ ッ ポ ロビ ピー ル お 客 様 セ ン 
ター 画 N0120・207・800 


身 の まわ り 品 の 

毎日 の 除 菌 ・ 消 臭 に 

マン ダム か ら 「 エ ム エ ー テ ィ ピュ ア 除 菌 ・ 消 臭 
スプ レー]」 が 発売 中 。「 エ ム エ ー テ ィ ピュ ア ] は 、 
確か な 効果 性 と 安心 ・ 安 全 を 両立 し た 新 除 菌 
ブラ ンド 。 反 応 すべ き 菌 や ウイ ルス が 存在 す 
る 時 に 、 効 果 を 発揮 する 「MA-T( 要 時 生成 弄 
亜 閣 素 酸 イオ ン 水 溶液 )] 配合 で 、 キ ッ チ ン や 
赤ちゃん 用 品 、 布 マス ク や エコ バッ グ に も 安 
心して 使用 で きる 。 毎日 の 除 菌 習慣 を より 快 
適 に 。 1 本 170me2 1200 円 を 10 名 に 。 ⑮ マ 
ンダ ム お 客 さ ま 相談 室 0120・37・3337 


[ぎょ うさ ざ の 丸岡 ] 

有限 会 社 ぎ ょ う ざ の 丸岡 (本 
社 : 宮崎 県 都城 市 )。 持ち 帰 
り 餃 子 専門 店 を 九州 と 関西 ( 
(87 円 ) 2 つ を 関東 へ の お 届 
け で 、3841 円 (送料 込み ) ほど 。 


個 入り (1040 円 ) 2 つと タレ 
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( 〇 つ 〇 ら 〇 らら: 


取材 ・ 文 下 里 康子 撮影 デオ カ ダ タ カオ 


の ドニ ジョ ョ ラジ 


『 東 京 洋菓子 TANGRAM』 
[浜町 ] 


上 は 白粉 糖 ) と 茶 (生地 ) の 市 松 模様 。 中 は 生 ク リー ム が 交互 に サ 
ンド 。 凝っ た デザ イン は 、 ど こ か ら 食べ て も 生地 と 生 ク リー ム が 
一 緒 に 口 に 入る よう に と 考案 され た 。 カ カオ 分 649%6 の フラ ンス 
製 ク ー ベ ル チ ュ ー ル チョ コレ ー ト と 風味 の 強い 発酵 バタ ー を 使っ 
た 生地 は 、 軽 く 仕上 げた 純生 クリ ー ム の お か げ で ペロ リ と いけ る 。 
529 円 。11 時 て 19 時 30 分 、 月 ・ 祝 休 (12 月 30 日 > 1 月 4 日 休 )。 
中 央 区 日 本 橋 浜町 2-27-4 松 村 ビ ル 1F 全 03・5843・6432 


の 
ガト ー シ ョ コ ラ 
『chanter colore』 
[京成 曳舟 ] 

ビタ ー な 味わい の 生地 に 合う よう に と 粉 糖 が た っ ぷり 降り か か っ 
た 次 は 、 ま る で 粉雪 に 覆 わ れ た 雪山 の 斜面 。 サ イズ は 直径 15cm ホ 
ー ル の 6 分 割 。 ご 店 主 が 好き な ヴァ ロー ナ の チョ コレ ー ト と ココ ア 
パウ ダー を 使い 、 メ レン ゲ を 入れ て ふっ くら 山 型 に 焼き 上 が っ た 生 
地 は 、 冷 め る と 真ん中 が く ぼ む そう 。 表面 は ホロ ホロ と 軽く 、 中 
は し っ と り と し た 食 感 だ 。420 円 。10 ~ 18 時 、 日 ・ 月 休 (12 月 
31 日 > 1 月 7 日 休 )。 墨 田 区 京 島 1-42-4 合 070・4227・6538 


トゥ ルー ブル ー 
テー っ = 
『donna cafe』 
[4MII] 
医 食 同 源 に こだわ る ガト ー シ ョ コ ラ 専 門 店 。 小 麦 粉 や バタ ー は 使 
わ ず ア ー モ ンド パウ ダー や 北海 道産 生 ク リー ム を 使い 、 地 元 の ブ 
ルー ベリ ー ピ ュー レ も 加え 、 糖 質 は 10g 以 下 。 チ ョ コ は 大 東 カ カオ 
の スペ リオ ー ル クー ベル チュ ー ル の カカ オ 分 709%% と 559% の 2 種 を 
ブレ ンド する 。 少量 で も 凝縮 し た 風味 に 満足 ! 270 円 。 10 20 時 、 


不定 休 (催事 出店 中 は 休 。12 月 21 て 25 日 は 中 野 マ ルイ に 出店 。 
1 月 1<3 日 休 )。 小 平 市 栄町 2-28-14 合 090・3683・9391 


今回 の ぉ や っ チョ コレ ー ト の 濃厚 さ を ケ ー キ で 再 構築 


サ ト ー = こ ノ ョ コ う 主 素材 は チョ コレ ー ト 。 小麦粉 の 使用 を 極力 抑え 、 バ ター や 生 ク 
リー ム を 入れ て 焼き 上 げた 濃厚 な チョ コレ ー ト ケー キ だ 。 シ ンプ 
ル な だ け に チョ コレ ー ト 本 来 の 味 や コク を 思い きり 堪能 で きる 。 


ガト ー シ ョ コ ラク ラシック 


『Patisserie NAOHIRA』 
[梅屋 敷 ] 


11 て 3 月 だ け の 限定 品 は 、 カ カオ 分 579% の シン ガ ポ ー ル 産 と 63 
% の ベル ギー 産 の の 2 つの クー ベル チュ ー ル を ブレ ンド し 、 食 べ や 
すい 軽 さと 濃い チョ コ 感 の バラ ンス を 保つ 。 ふ ん わり 多め の 生 ク 
リー ム の 上 に は ショ コラ コー ティ ング の カカ オニ ブ 。 ポ リポ リ の 
食 感 が 小気味 よい 名 脇役 だ 。440 円 。10 時 30 分 て 19 時 30 分 、 
第 1 火 休 (12 月 31 日 と 1 月 1 日 は 17 時 。12 月 28 日 ・1 月 2 > 
4 日 休 )。 大 田 区 蒲田 2-18-22 TAC ビ ル 1F 人 03・6424・5033 


ガト ー シ ョ コ ラ 


『 ロ ジー ル 』 
[ 放 の 人 台 ] 


直径 12cm の 花 型 ホ ー ル サイ ズ を 4 分 割 し て で きた 愛らしい ハー ト 
形 。 バ レン タイ ン 用 に 常温 で 持ち 歩け る も の を と 考案 し 、 人 気 の 
た め 定 番 化 し た 。 カ カオ 分 609% の ビタ ー タ イプ の チョ コレ ー ト 、 
小麦 粉 より 多い 配合 の ココ アパ ウ ダ ー を 使っ た 生地 は 、 甘 さ 控え 
めで ふっ くら し た 口 あたり 。 朝 か ら で も 食べ た く な る 。320 円 。 
10 時 18 時 30 分 、 日 ・ 月 休 (臨時 休 、 時 間 短 縮 あ り 。1 月 1 と 4 
日 休 )。 品川 区 旗の台 2-1-15 鷹取 ビル 1F 右 合 03・6451・3505 


w や か ら ふ ちまき < 
に 2 
< ク ガト ー シ ョ コ ラ 


久 『 菓 子 工房 コウ ラボ シ 』 
[区 ] 


きめ 細か く な め ら か な 表面 は パリ ッ 、 中 は 中 心から ふち まで し っ と 
り 。 食 感 の 違い が 楽し い 一 品 だ 。 カ カオ 分 559% の フラ ンス の クー 
ベル チュ ー ル チョ コレ ー ト を ふん だ ん に 使う 生地 は 、 よ り よ い 口 ど 
け を 求め 、 小 麦 粉 を 不 使用 。 焼 きた て 直後 は 倍 以上 の 高 さ に 膨 ら 
むと いう 生地 。 そ れ を 支え る 役 の 小麦 粉 を 入れ ず 、 あ えて 沈ま せ 
る こと で 濃厚 な が ら エ アリ ー な 口 ざわ り に ! 320 円 。10 て 16 
時 、 金 ・ 土 の み 営業 。 杉 並 区 井草 2-30-6 合 03・3397・7722 
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〈 ご 案内 〉 ※1 : 上 野 東京 ライ ン (東北 本 線 (宇都 宮 線 ) ・ 高 崎 線 ) は 日 暮 里 駅 に は 筆 車 し ませ ん 。 率 2 : 上 野 東京 ライ ン ( 向 特 線 ・ 成 田 線 ) は 品川 駅 発着 で す 。 
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